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カリキュラムやプログラムの内容等は
変更になる場合があります。
カリキュラムやプログラムの内容等は
変更になる場合があります。
カリキュラムやプログラムの内容等は
変更になる場合があります。

教育の3つの柱
ゼミの成蹊  -心と心でつながる-1

プロジェクトの成蹊  -本物に触れる教育-2

コラボの成蹊  -チーム協働の力-3

教育の3つの柱
ゼミの成蹊  -心と心でつながる-ゼミの成蹊  -心と心でつながる-1

プロジェクトの成蹊  -本物に触れる教育-プロジェクトの成蹊  -本物に触れる教育-2

コラボの成蹊  -チーム協働の力-コラボの成蹊  -チーム協働の力-3

本学Webサイト ▶ 大学紹介 ▶ 教育の特色本学Webサイト ▶ 大学紹介 ▶ 教育の特色 詳細はWebサイトをご覧ください。詳細はWebサイトをご覧ください。

―この問いには次のように答えましょう。
職業生活につく前の青春期の一時期に、多様なものの考え方に触れ、知的なトレーニングを積
むことによって、その後の長い人生を知的に生きるための礎を得ることができるからです、と。
大学4年間を、知的に充実したものとして過ごせる場として、成蹊大学はみなさんをお待ちして
います。4月にキャンパスでお会いしましょう！ 学長　森 雄一

大学で学ぶのは何のため？学 長 メ ッ セ ー ジ

もり・ゆういち
森 雄一

東京大学大学院人文科学研究科博士課程（国語国文学専攻）退学。専門分野は日本語学、認知言
語学、レトリック論。成蹊大学文学部長・大学院文学研究科長を経て、2022年4月学長に就任。

気候変動や国際紛争、超高齢化やAIの是非。

今、社会が直面している様々な問題は、まだ誰も正しい答えを出せていないものばかりです。

そもそも、これらの多様で複雑な問題に、学校のテストのような明確な正解があるのでしょうか。

そんな疑問を持ったことのある、あなたにこそ、成蹊学園に来てもらいたいと私たちは思っています。

画一的な日本の教育に疑問を感じた一人の先生が、

広い教養と確かな心の力を養う「真の人間教育」を実践すべく、この学校を立ち上げてから、およそ100年。

私たちは常に、社会や世界の課題と向き合い、深く問い、深く考え、そして広く学ぶことで、

その解決策を自ら探そうとする意思を育んできました。

この世界の問題に答えはないのかもしれません。

けれど、だからこそ、自分が信じられる答えを探し、歩み続けることができる。

そう、私たちは信じています。

特設サイトはこちらから

特設サイトでは、成蹊教育の特徴と、
ブランドムービーをご覧いただけます。

積み重ねた問いが、
君の蹊をつくる。

み ち
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今村 繁三 岩崎 小弥太

中村には2人の親友がいました。今村繁三と岩崎小弥太です。3人は高等師範学校附属学校尋常中学
科在学中に出会い、今村と岩崎は中村が理想とする教育の実現を物心両面で支え続けました。今村
は中学卒業後、イギリスのリース校に入学。その後、ケンブリッジ大学に進み、帰国後25歳で今村銀
行の頭取に就任しました。社会事業、とりわけ育英事業の必要性を感じていた今村は、中村の教育理
念に共鳴し、学生塾・成蹊園の経済的基盤をつくりました。岩崎は三菱の二代目社長・岩崎弥之助の
長男として生まれ、第一高等学校から東京帝国大学に進んだ後、ケンブリッジ大学に留学。国家繁栄
の基礎は教育にあると感じた岩崎は、帰国後に三菱合資会社の副社長、社長を歴任する一方で、成蹊
学園の教育事業に参画しました。2人は、長年にわたり成蹊教育の発展に寄与し続けました。

中村春二の教育を支え続けた2人の親友

中村 春二

中村は、東京帝国大学文科大学在学中に曹洞宗第一中学林の講師を務め、教育に携わることへの喜びを感じ、大学卒
業後に教育者となる道を選びました。また一方で、当時の詰め込み教育や個性を無視した画一教育に疑問を感じ、「社
会に貢献する人間を育てよう。知識を身につけるだけでなく、人格的にも優れた人間を育てたい」─そのためには生
徒一人ひとりの個性を引き出し、自ら進んで学ぼうとする人間を育てるべきであると考えました。この理想の教育を実践
するため、親友であった今村繁三、岩崎小弥太の支援を受け、学生塾・成蹊園、そして成蹊実務学校を創立したのです。
この中村の思いは100年の時を超え、今も受け継がれています。

創立者中村春二と教育理念 

受 け 継 が れ る 伝 統と理 念 成蹊大学は、1912（明治45）年に創立された成蹊実務学校を源流としています。成蹊実務学校は教育者中村春二により創立され、後の
1925（大正14）年に創設された旧制高等学校（七年制）が、戦後の学制改革で現在の成蹊大学となり、高等教育機関としての姿を確立し
ました。個性を尊重し生徒一人ひとりと向き合って教育を行った中村の教育理念と、大学の前身となる旧制高等学校のリベラルな学風を受
け継ぎ、成蹊大学は6学部と大学院を擁する総合大学に発展しました。 

建学の精神

「個性の尊重」 「品性の陶冶」 「勤労の実践」

成蹊の名は、故事「桃李不言下自成蹊」に由来しています。桃や李（すもも）は、ものを言うわけではないが、美しい花を咲かせ、豊かな果実を実らせるため、その木の下には自然と人が集まり、
そこに蹊（こみち）ができる。桃・李は人徳のある人のたとえで、優れた人格を備えた人のまわりには、その人を慕って自然と人が集うことを表しています。

桃李不言下自成蹊 桃李ものいはざれども、下おのづから蹊を成す。
とうり こみち

成蹊の名の由来

成蹊 大学の歴史 History

アジア太平洋研究センター（CAPS）の
詳細はこちら

アジア太平洋 研究センター（CA P S）は成蹊大学初の常設研究機関として
1981年に創設されました。研究プロジェクトの助成、シンポジウム、研究会など
の開催、研究成果などの刊行を行っています。

サステナビリティ教育研究センターの
詳細はこちら

Society 5 . 0研究所の
詳細はこちら
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成蹊大学進化し続ける 成蹊大学は、時代・社会の変化に合わせて常にアップデートをしてきました。“進化し続ける大学”として新たに“言語・文化理解”

を促進させ、共生社会で活躍する人材を養成する“学生寮”と学生のウェルビーイングに寄与する“総合体育館”の建設、そして、

受験生の進学への想いに応えるために総合型選抜のあり方を見つめ直します。

総合型選抜を問い直す
成蹊大学の、２つの選抜

2027年度
入試から
START!!

SEIKEI   EVO
LU

TIO
N SE

IK
EI

   
EV

O
LU

TI
O

N

総合体育館が誕生

©清水建設株式会社 ※完成前のイメージにつき実際とは異なる場合があります

プール

エントランス 外観メインアリーナ

2028年秋
誕生
（予定）

予定施設
情報

●メインアリーナ・サブアリーナ（バスケットボールコート、バレーボールコート、バドミントンコート、ハンドボールコートなど）　●ゴルフ練習場
●プール（競泳利用、水球利用） ●武道場（板張り）　●武道場（畳）　●弓道場　●卓球場（多目的競技場）　●ジムトレーニングルーム

ウェルビーイング＝健康と幸福を生み出す
キャンパス内のスポーツ施設を統合・集約した総合型体育施設

単なる運動の場ではなく、心身の健康と幸
福を育む空間として設計。スポーツ・学び・
交流を通じて、一人ひとりのウェルビーイン
グを実現する拠点を目指しています。

WELL-BEING
心身の健康と幸福を育む

学部・学年を越えて学生が集い、自然に交流
が生まれる開かれた空間。成蹊大学の“ワン
キャンパス”の理念を具現化し、協働と共感
の輪を広げます。

ONE CAMPUS
多様な交流を生む開かれた空間

自然採光や再生可能エネルギーを取り入
れ、環境負荷の少ない建築を実現。変化する
時代に対応し、持続可能なキャンパスづくり
を支える先進的な施設です。

SUSTAINABLE ARENA
環境と共生する先進的施設

キャンパス内に分散したス
ポーツ施設を統合し、スポー
ツエリアの“核”として、多様
な交流を生み出す「ハブ」
の役割を担う大学総合体
育館が誕生します。

©Mitsui Home Co.,Ltd ※完成前のイメージにつき実際とは異なる場合があります

日本や世界各地から集まった多様な価値観を持つ学生たちが、共に生活することで
相互理解を深め、グローバルに活躍できるコミュニケーション能力や協調性を涵養
し、幅広い人間関係を形づくりながら学び、成長する。そして、なによりも、安心・安全
に日常生活を送れる場として、成蹊大学初の教育寮が誕生します。

成蹊大学 学生寮（仮称）

暮らしが学びに、学びが世界へ
成蹊人の原点となる学生寮

2027年9月
誕生
（予定）

コモンラウンジ食堂

学生寮を単なる住居では
なく、学問と生活が響き合
う教育空間と位置付けて
います。共同生活を通じ
て、他者への理解と協働の
精神を身につけ、蹊を成す
人間力を磨きます。

留学生と日本人学生が
共に暮らすことで、多様
な価値観にふれ、国際
的な視野を磨きます。日
常の対話から異文化理
解を深める“寮内留学”
です。 

各自の学びを支える個
室と、交流を促す共用
空間を併せ持つ設計。 
集中と協働を両立し、知
的な生活を実現できる
住環境です。

人間形成の場 寮内留学と
異文化交流

個室＋多彩な
共有スペース

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

受験生一人ひとりの努力や経験には、それぞれ異なる価値があります。成蹊大学は創立以来、その個性を尊重する学びを大切にしてき
ました。活動や探究に取り組んだ人も、学力を磨いてきた人も、それぞれの強みが生きるよう、総合型選抜のあり方を問い直しました。
成蹊大学には、一人ひとりの歩みに向き合う総合型選抜があります。

詳しくは
こちら

基礎学力型
自己推薦型

自己推薦型は、高校生活での経験や探究、取り組みを基に、成蹊大学で何を学び、どう成長したいかを伝える選抜方式です。書類や
面接、課題を通して、学部とのマッチングを重視します。

年内に合格し、
進学先が早期に決まる！

11/20（金）［法学部は12/5（土）］に合格発表があり、
12月下旬には成蹊大学への進学を決定できます。

高校での活動や想いで
挑戦できる！

高校での探究・部活・課外活動の経験や、志望理由、
叶えたい将来像をPRポイントにできます｡

入試が、
将来を考えるきっかけに！

準備の過程で、過去の取り組みを整理し、
自分の将来像を定められます。

自己推薦型 高校での経験と、成蹊大学で描く夢でチャレンジ

合格後から始まる、成蹊大学の学び
基礎学力型・自己推薦型で合格した方は、 入学前から学びにつながる特別なプログラムに参加できます。

入学準備プログラムで課題に挑戦
課題内容／TOEIC®テスト対策、問題演習、課題図書・小論文
の要約や考察など、各学科が必要とする内容にて実施します。

情報図書館（▶P72）の利用が可能
入学準備プログラムの対象者は館内資料の閲覧、閲覧座席
（個室およびグループ閲覧室を除く）の利用が可能です。

SEIKEI

基礎学力型は、高校で身につけた学習習慣や基礎学力を大切に評価する総合型選抜です。基礎学力試験に加え、調査書や活動報告書
を通して、成蹊大学で学ぶ意欲や学びへの姿勢を総合的に判断します。

年内に
合格が決まる！

12/5（土）に合格発表があり、
早い段階で進路活動を見通せます。

他大学の結果も踏まえ、
進学先を検討できます。

高校で積み重ねてきた学びを、
入試につなげられます。

成蹊大学を志望しながら、
幅広い進路選択ができます。

入学手続きが3/1（月）
まで延長可能！

教科科目テストで
挑戦できる！

他大学との
併願が可能！

POINT 01 POINT02 POINT03 POINT04

基礎学力型 学習習慣の力、積み重ねた学びでチャレンジ

POINT 01 POINT02 POINT03

● 2つの総合型選抜の詳細は、基礎学力型 ▶ P87、自己推薦型 ▶ P88へ
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データで見る成蹊大生の成長

成長を実感できる大学

143名成蹊大学

39,672名全国

対象者数

●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ
●研究で磨く▶ P66へ

大きく向上した、
向上したと回答した

割合 83.2%
成蹊※2

69.2%
全国※2

成
蹊 全

国

143名成蹊大学 39,682名全国

大きく増えた、増えたと回答した割合

95.1%
成蹊※2

90.7%
全国※2

対象者数

●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ  ●副専攻で磨く▶ P18へ
●研究で磨く▶ P66へ

成
蹊

全
国

143名成蹊大学 39,693名全国

大きく増えた、増えたと回答した割合

93.0%
成蹊※2

81.8%
全国※2

対象者数

●成蹊教養カリキュラムで磨く▶ P16へ

プレゼンテーション能力

専門分野や学科の知識一般的な教養（教養の修得）

成
蹊 全

国

●ワンキャンパスで磨く▶ P12へ　●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ
●クラブ・サークル活動で磨く▶ P74へ

143名成蹊大学
対象者数

39,694名全国

大きく向上した、向上したと回答した割合

成
蹊 全

国

50.4%
全国※2

リーダーシップ

62.2%
成蹊※2

●ワンキャンパスで磨く▶ P12へ　●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ　●研究で磨く▶ P66へ
●クラブ・サークル活動で磨く▶ P74へ

コミュニケーション能力

成
蹊 全

国
143名成蹊大学 39,663名全国

大きく向上した、向上したと回答した割合

75.5%
成蹊※2

70.7%
全国※2

対象者数

成蹊大学で磨かれる資質

成蹊大学で修得する知識●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ　●研究で磨く▶ P66へ

143名成蹊大学 40,171名全国

ひんぱんにあった、ときどきあったと回答した割合

81.1%
成蹊※2

成
蹊

全
国

77.0%
全国※2

対象者数

成
蹊

全
国

143名成蹊大学 39,695名全国

大きく向上した、向上したと回答した割合

80.4%
成蹊※2

76.8%
全国※2

対象者数

●ワンキャンパスで磨く▶ P12へ　●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ
●研究で磨く▶ P66へ

協調性（他の人と協力して物事を遂行する能力）
学生が自分の考えや研究を

発表する経験

●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ　●研究で磨く▶ P66へ

143名成蹊大学 39,693名全国

大きく増えた、増えたと回答した割合

89.5%
成蹊※2

成
蹊 全

国

81.6%
全国※2

対象者数
143名成蹊大学 39,682名全国

大きく向上した、向上したと回答した割合

83.9%
成蹊※2

68.5%
全国※2

対象者数

●少人数教育・ゼミで磨く▶ P13へ　●研究で磨く▶ P66へ

成
蹊 全

国

分析力や問題解決能力 文章表現の能力

成蹊大学で磨かれる能力

位1
位2
位3

位4
位5
位6

主体性

チームワーク・リーダーシップ・協調性

実行力

84.0%

76.9%

48.1%

36.2%

18.4%

10.9%

学び続ける力

柔軟性

倫理観

企業が大卒者に特に期待する資質※1

位1
位2
位3

位4
位5
位6

課題設定・解決能力

論理的思考力

創造力

80.1%

72.1%

42.6%

35.9%

35.1%

13.8%

傾聴力

発信力

情報活用能力・データ分析力

企業が大卒者に特に期待する能力※1

位1
位2
位3 位5

文系・理系の枠を超えた知識・教養

専攻分野における基礎知識

専攻分野における専門知識

84.7%

75.8%

61.8% 16.4%

位4 34.4%数理・データサイエンス・
AI・ITに関する専門知識

専門資格

企業が大卒者に特に期待する知識※1

成蹊大学では、さまざまな教育プログラムと吉祥寺のワンキャンパスにある充実した教育環境で学生の成長を支えています。

ここでは、学修成果を可視化する統計データから、学生の４年間の成長と、社会が求める力との関係を紐解きます。

データは、下記の調査結果を使用しています。
※1 一般社団法人 日本経済団体連合会調査「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」2021年8月実施
※2 大学IRコンソーシアム学生調査（能力・満足度等に関する自己評価アンケート）2024年度上級生（３年生）調査回答データ

データは、下記の調査結果を使用しています。
※1 一般社団法人 日本経済団体連合会調査「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」2021年8月実施
※2 大学IRコンソーシアム学生調査（能力・満足度等に関する自己評価アンケート）2024年度上級生（３年生）調査回答データ06 SEIKEI UNIVERSITY 07SEIKEI UNIVERSITY



自分の答えを
見つける学び

発想力を磨く幅広い教育
時代に対応した力を身につける

▶P14

2
Liberal Arts

可能性をカタチにする
キャリア支援

４年間のキャリアデザイン
産学連携の丸の内ビジネス研修

▶P24

3
Career Support

五感を刺激する
学びの舞台

吉祥寺のワンキャンパス
個性を伸ばす少人数教育

▶P10

1
One Campus

08 SEIKEI UNIVERSITY 09SEIKEI UNIVERSITY



新たな価値を創造するためには、他者と出会い、

多様な価値観を尊重し、相互に情報を交換するといった場の存在が不可欠です。

成蹊大学は、都心からほど近く、武蔵野の自然が色濃く残る

東京・吉祥寺のワンキャンパスが学びの舞台です。

この舞台でさまざまな刺激を受け、創造性が育まれていきます。

One CampusOne Campus
五感を刺激する学びの舞台五感を刺激する学びの舞台五感を刺激する学びの舞台

1

キャンパスのある吉祥寺は、歴史や文学、音楽、アート、アニメ、自然な
どさまざまな文化が交差する街。老若男女が集い、グローバルに展開す
る企業から地域密着のコミュニティビジネスまで、持続可能な社会に
向けた取り組みがさまざまな場所で行われています。この豊かな環境
で多様な価値観に触れながら、問題解決能力や実践力を育みます。

武蔵野市吉祥寺

吉祥寺の
ワンキャンパス

経営学部

経済学部 理工学部

法学部

国際
共創学部

文学部 O
ne
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学生の成長を支える教育環境 本学Webサイト ▶ 大学紹介 ▶ 教育の特色
詳細はWebサイトをご覧ください。

6学部約8 , 0 0 0人の学生が４年間吉祥寺のワンキャンパスで学びます。文系・理系の学生が学問領域を越えて
学び合うだけでなく、運動施設や学生会館などもキャンパス内に整っているため、クラブや行事などの課外活動と
学業を両立できることも大きな魅力です。

成蹊大学では、全ての学生が4年間を吉祥寺のキャンパスで学びます。学部や学年を
越えた交流で幅広い人間関係を築くことができます。また、ワンキャンパスの特徴を生
かしたカリキュラムや学部横断型のプログラムがあり、専門の異なる学生が多様な意
見を交わしながら共に学ぶことで、幅広い知識や考え方を身につけることができます。

全学部・全学年が共に学ぶ４年間

■ ワンキャンパス

■ 生きた学びの場

《ワンキャンパスのメリット》

文理融合の学び
全学部の学生が吉祥寺のキャンパスで共
に学び、時には合同で社会課題や地域課
題に取り組みます。専門領域を越えた交
流を通し、他者を理解する力や協働する力
を身につけます。2024年には、新たな学
びの拠点として大学11号館ラーニングコ
モンズが誕生しました。

課外活動への
取り組みやすさ

運動施設や学生会館などの施設がひと
つのキャンパス内に整っているため、ク
ラブ・サークル活動や行事などの課外活
動と学業を両立することができます。

▶クラブ・サークル P74

充実した副専攻
各分野のスペシャリストである教員が
同じキャンパス内にいることで、文系・
理系のさまざまな授業を開講していま
す。学生は自身の専門分野だけでなく、
興味や関心に合わせた学びに取り組め
ます。

▶副専攻制度 P18

最新の視聴覚設備の導入により、どの教室でも主体的、対話的な授業が
実施されています。自身のデバイス画面を教室のどこからでも無線投影
可能なシステムにより、教員も学生もスムーズな資料共有・発表がで
き、授業改善にもつながります。また、設備は学生が自由に利用できる
ので、自主性や積極性を発揮することができます。

進化する教室設備

「自ら学び・発信する」を鍛える
初等教育・中等教育におけるICT環境の変化により、高等教育におい
ても発展的な対応が求められます。本学は、全教室に最新の視聴覚設
備を導入し、学生にも開放しています。また、学生が映像・音声コンテ
ンツを制作できるスタジオを整備し、自主的な活動をサポートして
います。

ICT教育環境の充実

環境の変化に対応する学修の場

専門性

個性を育てる伝統の少人数教育

「個性の尊重」を教育理念に、少人数による一人ひとりと向き合
う教育を行っています。教職員と学生、学生同士が切磋琢磨し
ながら学びを深めます。実社会へのアプローチとして、地域や
企業と協働しつつ課題を発見し、解決していく実践型の授業
や研究も数多く用意しています。また、教職員は学生一人ひと
りの学修状況を把握しながら指導に当たり、卒業後の進路実
現に向けても手厚いサポートを実施しています。

■ 少人数教育

少人数教育で磨かれる力

etc.コミュニケーション能力 他者理解

成蹊大学の教育は「教員と学生が心と心でつながる」こ
とを理想としており、大学開学以来伝統的に行われてき
たゼミ指導教授制を維持発展させ、教員と学生の間に確
かな信頼関係を築いています。また、全ての学部で卒業
論文（ゼミ論文）・研究を必須とした教育を実施しています。

少人数で実施される演習

■ １年次から始まる「ゼミの成蹊」

▶各学部学科の卒業論文・研究のテーマはP33へ
▶ゼミのテーマは各学科ページへ

理工学部の集大成
少人数指導による卒業研究

理工学部では、各分野の基礎的な知識や技術を学んだ上
で4年次の卒業研究に取り組めるよう、3年次後期から研
究室に所属します。研究室では少人数のきめ細かい指導を
受けながら、互いに高め合い卒業研究を完成させます。

■ 専門性を深める研究活動

▶研究室ごとの研究領域・分野、キーワードはP66へ

1 One Campus
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社会が大きく動く今、世界で起こっている問題は「正解」のないものばかりです。

その中で解決策を見出すためには、幅広い分野の知識を持ち、多様性を理解して判断することが大切です。

自由な発想を生み出す基礎となるリベラル・アーツを学び、自分の答えを見つける力を身につけましょう。

Liberal Arts
自分の答えを見つける学び

2 副専攻制度 P18

専門性を身につける

学部学科専門科目

自由な発想の基礎をつくる

成蹊教養カリキュラム
全学共通科目

P16

コミュニケーション 情報

経済学部
P34

経営学部
P38

国際共創学部
P52

法学部
P42

理工学部
P58

文学部
P46

基礎から専門

ライフデザイン 教養基礎 持続社会探究

可能性を広げる学び

の専門分野を持つα+

留学
P20

教員免許状取得 など
P29

丸の内ビジネス研修（MBT）
P28

P22
成蹊 Global Study Program（GSP）

P23
成蹊アントレプレナーシッププログラム（SEP）

Li
be
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学生が自らの観察力を研ぎ澄まし、自然界や社会の複雑な事象を解き明かす、本物に触れる学びが成蹊教育の
原点です。その伝統を受け継ぎながら、情報力や多様な言語によるコミュニケーション力、アカデミックな思考力
を高めていくために「成蹊教養カリキュラム」がつくられています。持続可能な社会を担い、より良い社会環境を
実現していく力をバランス良く育むとともに、自分はどのように生きていくのかを考え実行する力を養います。

■ 成蹊教養カリキュラムで身につく力

Pick Up 授業

学生一人ひとりが自分の学習スタイルを探求する

さまざまな英語学習方法を実践し、その学習効果を理解しな
がら自分の学習スタイルに適した学習方法を探求することを目
的とします。また、段階的目標（短期・中期・長期）を設定し、実
績に応じて計画の見直しや軌道修正を行うことも学びます。
学生一人ひとりが今までの自分の学習スタイルを見つめ直し、
より効果的なスタイルを考え、英語学習を継続するコツを見
つけます。

自分でデザインする英語学習
英語

データ分析のための基礎的な知識やスキルを修得する

データサイエンスが社会の各分野でどのように活用され、そ
こからどのように有益な情報や価値が生み出されているの
かについて、さまざまな分野におけるデータサイエンスの研
究や活用事例を通して学び、データサイエンスの目的や意
義、現代社会との関わりを理解することを目的とします。単
位修得者には、「数理・データサイエンス・AIリテラシープロ
グラム」の修了認定を行います。

データサイエンス入門
データサイエンス

成蹊大学での学びのモチベーションを向上させる

社会の諸分野で活躍されている卒業生を講師に招き、大学
生活というキャリアを卒業後のキャリアに接続するヒント
を、講師の経験を踏まえ講義します。自己のキャリア形成に
ついて低学年時から意識し、成蹊大学での学びのモチベー
ションを向上させることを目的としています。受講生は、各回
にそこで何を学んだか、自分のキャリア形成にその知識をど
う生かすべきかに関して学修します。

桃李キャリア入門
キャリア教育科目

実学として「使える」ジェンダー論を身につける

ジェンダー学に関する基礎的な知識から学び、社会をより
良くするため広い視野から思考し、判断する力の修得を目
指します。「ジェンダー」を正しく理解し、日本の状況を知
り、社会で働く上で必要な実践的なコミュニケーション・
スキルを学びます。さらに、世界のジェンダー問題から複眼
的な視点で社会を見る力を養い、実学として「使える」ジェ
ンダー論を身につけます。

人権とジェンダー
人権・共生

多才な人 と々ワンキャンパスで
刺激し合い、学び合う

1
Point

多彩な科目から選んで学び
広い視野と教養を身につける

2
Point

多様な社会、SDGsなど
「今の世の中」が分かる

3
Point

カリキュラム
College English（必修）、自分でデザインする英語学習、多読で学ぶ英語と文化 Ⅰ・Ⅱ、キャリアの
ための英語と文化、Discussion & Presentation、English for the Workplace英語

外国語
科目 基礎A Ⅰ＊・B Ⅰ＊・A Ⅱ＊・B Ⅱ＊、演習コミュニケーション＊、演習言語と文化＊、演習検定対策＊、演習プレ

ゼンテーション＊、世界の言語（ロシア語 Ⅰ・Ⅱ、イタリア語 Ⅰ・Ⅱ、タイ語 Ⅰ・Ⅱ、ルーマニア語 Ⅰ・Ⅱ）初修外国語

情報基礎A・B、情報技術活用概論、Python入門、オフィスソフトの活用と実践、Webサイト作成
入門、Excel VBA入門、Java入門情報リテラシー

実践日本語表現、実践話し方入門、実践漢字講座、語彙・読解講座、文章表現を磨く、話し方を
磨く、創作実践A・B、文学作品の表現日本語力科目

キャリアプランニング、桃李キャリア入門、イノベーション人材、キャリアセミナー、ビジネス
トレーニングセミナー、日本企業の現状と展望、キャリア発展講義、インターンシップ準備セミ
ナー、実践キャリアデザイン

キャリア教育科目

健康・スポーツ演習A・B、スポーツと科学、スポーツと文化、スポーツと社会、健康と科学、健康
心理学健康・スポーツ科目

哲学の基礎、倫理学の基礎、文学への招待、芸術への招待、カルチュラル・スタディーズ、自己理解
の心理学、近現代日本史人文学

政治学の基礎、経済学の基礎、社会学と現代、日本国憲法、企業と社会、現代のマスメディア、
現代社会の地理社会科学

脳科学と心、天文学入門、薬はなぜ効くか、身の回りの科学、科学技術の発展と歴史、サイエンス・
トピックス自然科学

成蹊を知る、大学生活と相互理解、総合セミナーA・B、総合トピックス、海外言語文化研修A・
B・C、短期海外研修総合

情報保障とボランティア、野外自然教育論、武蔵野地域研究、地元学実践演習、成蹊グローバル
セミナーA・B実践

気象と地球環境、自然環境と文明、日本列島の歴史と災害、外国の自然と社会、地域づくり論、
環境科学トピックス環境・地域

戦後の日本と世界、近現代のアジア、近現代のヨーロッパ、近現代のアメリカ、近現代のアフリカ、
現代の国際政治、国際文化交流論、異文化理解トピックス国際理解

裁判と社会、地域福祉論、人権とジェンダー、こころの健康と臨床、高齢者福祉論、福祉社会に
生きる、共生社会トピックス人権・共生

コミュニ
ケーション

教養基礎

ライフ
デザイン

情報

持続社会
探究

文理の枠を越えて幅広く学び、自由な発想の基礎をつくる

＊ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語から最低ひとつの言語を選択し、履修します。
※上記のカリキュラムは全体の一部を抜粋。

データサイエンス データサイエンス入門、データサイエンスのための基礎数学、Excelによるデータ分析入門、
データベース入門、AI入門、統計分析入門

成蹊教養カリキュラム（全学共通科目）

2 Liberal Arts

本学Webサイト ▶ 学部・大学院 ▶ 成蹊教養カリキュラム
詳細はWebサイトをご覧ください。
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《副専攻制度の3つのポイント》

α +《      マルチな専門性を備える多様な専攻》

歴史学の基本を通じて、
各時代を読み解く力を
身につける

思想や哲学の古典を学
び、知恵や教訓から新た
な知見を引き出す

文理融合的学問、地理学
の視点から地域経済・社
会の課題を考える

誰もが安心安全に暮ら
すために必要な社会の
仕組みを考える

暮らしやすい地域経済
社会を築くために必要
な公共政策を考える

言語と文化を学び、グ
ローバル社会へのアプ
ローチを試みる

急速に変化する国際関
係を理解するための総
合的思考力を修得する

豊かさを公平に分かち合
うために、基本的な経済
学の知識を深める

企業の活動や運営管理
に関わる経営学など、専
門領域を幅広く学ぶ

日常生活に関係する法
を通じて、世の中の多様
な事象を考察する

政治学の基礎を学び、さ
まざまな問題を解決する
方法を考える

人や社会を鋭く描く作品
を読み解き、現代を生き
抜く知恵を考察する

ストレス対処など、心理
学の現実生活での活用
などを目指す

環境問題などを考える際
に不可欠な科学と社会の
関わりを掘り下げる

文系・理系を問わず、全
ての学生に必要な情報
技術の基礎を学ぶ

統計学などをベースとし
て、データに基づく問題
解決方法を学ぶ

分野横断的な学びを通
じて、持続可能な社会の
実現に貢献する

言語文化
副専攻

（ドイツ語、フランス語、
スペイン語、中国語、韓国語）

公共政策
副専攻

社会福祉
副専攻

地理環境学
副専攻

哲学思想
副専攻

歴史文化学
副専攻

政治学
副専攻

法律学
副専攻

経営学
副専攻

経済学
副専攻

国際関係
副専攻

SDGs
副専攻

データ
サイエンス

副専攻

総合ＩＴ
副専攻

科学と社会
副専攻

心理学
副専攻

文学
副専攻

自分の興味関心や
ニーズに沿って学べる

1
Point

組み合わせによって
ユニークな専門性が高まる

2
Point

学びの幅が広がり、
問題解決能力が高まる

3
Point

修得した知識やスキルを証明する国際技術標準規格のデジタル証明書です。学修成果の可視化により、さらなる学修意
欲の向上、就職活動時や就職後にも自己の能力を対外的に示すツールとしての活用が期待されます。

Topicsオープンバッジ

●副専攻制度　●成蹊 Global Study Program（GSP）　●成蹊アントレプレナーシッププログラム（SEP）
●丸の内ビジネス研修（MBT）　●数理・データサイエンス・AIリテラシープログラム ほか

発行
対象例

《多彩な組み合わせでデザインする自分だけの学び》

経営学部 法律学副専攻+
SNSで守るべき

個人の権利を知る

法学部 総合IT副専攻+

Case.1

持続可能な
経済を知る

Case.2

新たなビジネスを
始める上で不可欠な

経営と法との関係性を知る

Case.3

心理を学び、
言語文化や社会現象の

理解を深める

Case.4

企業経営のスキルを併せ持った
技術者を目指す

Case.5

「人間とは?」から地域・
世界が抱える課題解決の

アプローチを考える

国際共創
学部 哲学思想副専攻+

Case.6

文学部 心理学副専攻+ 理工学部 経営学副専攻+

経済学部 SDGs副専攻+

興味や関心を追究し     の専門分野を持つα +
「自分の専門だけでなく、全ての学問分野の基礎にある思想や哲学を掘り下げて
学びたい」。そうした想いに応えられるよう、各自が自身の興味関心やニーズに合わ
せて+αの学修を進められる副専攻制度を設置。これからの時代に必要なマルチ
な専門性を身につけることが可能です。なお、本プログラムの修了証はデジタル証
明書のひとつである「オープンバッジ」にて発行します。

経済学部
経営学部
法学部
文学部

理工学部
国際共創学部

副専攻制度 本学Webサイト ▶ 学部・大学院 ▶ 副専攻制度
詳細はWebサイトをご覧ください。

2 Liberal Arts
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豊かな国際感覚を養う
グローバル化が進展し、ボーダーレスとなった国際社会では、語学力・コミュニケーション能力に加え、豊かな国際感
覚を備えた人材が求められています。
成蹊大学では、豊富な留学プログラムや、学内でも実現する国際交流の機会を通じて異文化との出会いの場を提供
し、広い視野で世界を多角的に捉える力を育成します。

■ 国際交流・留学のポイント
本学Webサイト ▶ 国際交流と留学

詳細はWebサイトをご覧ください。

■ 国際交流 国際感覚を育むキャンパス内の多様なプログラム

教員を交えながら、留学生とさまざま
なトピックスについて英語で話します。
カジュアルなテーマから少し難しい話
題など幅広く取り上げ、時にはボード
ゲームも行います。

成蹊大生と留学生が自由に集う、交流
や学び合いのスペースです。English 
Chat Timeや国際交流イベントのほ
か、留学説明会も定期的に実施してい
ます。

留学生を歓迎するウェルカムパー
ティーのほか、七夕やハロウィンなど
留学生と交流できる学生主催のイベ
ントを年間を通して数多く開催してい
ます。

留学生のキャンパスライフにおける
パートナーが“バディ”です。学生がバ
ディとなり、さまざまな場面で率先して
留学生をサポートしながら交流を深め
ることができます。

English Chat Time GLOBAL SQUARE 国際交流・異文化体験イベント バディ制度

留学生や英語教員と
日常英会話を楽しむ

成蹊大生と留学生との
集いの場

四季折々のイベントを通じて
異文化交流を図る

学生が留学生の
キャンパスライフをサポート

多彩な
留学プログラム

1
Point

世界中のさまざまな国や地域での、語学留学、イ
ンターンシップ、現地大学の正規授業で専門科目
を学ぶ学部留学など、学生それぞれの目的で選べ
る多彩なプログラムを用意しています。

留学に対する
手厚い経済的支援

2
Point

派遣留学生に対して成蹊大学独自の充実し
た奨学金制度を用意し、意欲ある学生の留
学を経済的にバックアップしています。

充実した
国際交流イベント

3
Point

海外への留学制度だけではなく、学内でも外
国人留学生との交流の機会が設けられてい
ます。ウェルカムパーティーなど年間を通して
数多くのイベントが開催されています。

2027年9月オープン予定の新しい学生寮では、さまざまな
国の学生が共同生活を送りながら国際感覚を身につける
ことができます。

寮内留学で国際交流
留学生と共同生活を送り、自然に国際感覚を養う

成蹊大学独自の制度により、意欲ある学生の留学を経済的に支援しています

授業料減免制度と奨学金

＊1 留学先の授業料が有償となる中長期のプログラムの場合に給付　＊2 地域による　＊3 留学先機関による　＊4 修業年限に算入できるのは1年間が限度　＊5 GSP生向けの各種奨学金は予定
額を記載。所定の成績基準に満たない場合は一般学生の金額を適用予定　＊6 留学の全期間を学部留学する場合のみ（語学留学は対象外）　＊7 社会経済情勢を鑑みた時限的給付で、今後予告なく
終了する場合あり　＊8 該当科目履修による単位取得　＊9 留学プログラムによる
2026年度予定の奨学金制度です。規則改正により変更となる場合があります。奨学金の給付には成績や語学スコア等の基準があります。

留学する学生の大半が受給しています

成蹊大学外国留学奨学金
一般学生 GSP生＊5

修業年限
への算入＊4

単位認定
・修得

留学プログラム費
補助金（年額）＊1

留学先授業料成蹊大学納付金
（留学期間中）

期間

協定留学

1年間
プログラムにより
1学期間

免除（一部を除く）

自己負担 上限35万円長期 2/3減免 30万円
～50万円＊2

60万円
～80万円＊2 可可

中期 1学期間 2/3減免 自己負担 上限20万円 25万円 40万円 10万～60万円＊9 可可

上限35万円JSAFプログラム 1学期間または1年間 2/3減免 自己負担 50万円＊6 80万円＊6 可可

認定留学 1学期間または1年間 2/3減免 自己負担 可可／不可＊3

夏期・春期休業期間中 減免対象外 自己負担 10万円 10万円 20万～30万円＊9 可＊8短期
海外研修プログラム 夏期・春期休業期間中 減免対象外 自己負担 10万円 可＊8

一般財団法人JSAFを利用した留学

JSAFプログラム 協定校約100校 1学期間
1年間

自主留学の認定制度

認定留学 1学期間
1年間

■ 留学

本学と協定を締結する大学に留学する協定留学、一般財団法人JSAF（Japan 
Study Abroad Foundation）が提供するプログラムを利用するJSAFプログ
ラム、教育機関を自主的に選択する認定留学制度があります。半年または1年の
中・長期留学をはじめ、夏期休業や春期休業期間中に参加する短期留学・
海外研修など、自分の目的に合わせて留学スタイルを選ぶことができます。

目的に合わせて選べる留学スタイル

21協定留学校は 地域55校

30万円
～50万円＊2

＊6

60万円
～80万円＊2

＊6

グローバル教育 詳細はWebサイトをご覧ください。
本学Webサイト ▶ 国際交流・留学 ▶ 国際教育センター

2 Liberal Arts
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短期留学（夏期・春期休業期間中）
語学 + 異文化交流

長期留学（1年間or1学期間）
語学 + 専門科目

中期留学（前期or後期）
語学 + インターンシップ

海外研修（夏期・春期休業期間中）
語学 + 実践型研修

THE世界大学ランキングTOP100
イギリスの教育専門誌T imes H igher 
Education（THE）が公表している世界の大学
ランキングTOP100（　　）の大学と協定。
※THE World University Rankings 2026より

三菱
一時支援金＊7

その他の
奨学金

■成蹊学園三菱留学生奨学金／学業成績や語学スコア、面接などの審査の上、採用されると、留学先の授業料が有償の場合は180万円を上限として、無償の場
合は120万円を上限として給付されます。 ■JSAFプレステージ奨学金／ハーバード大学やオックスフォード大学などのJSAFプレステージ・スタディアブロー
ドプログラム対象大学に派遣が決定した学生のうち所定の基準を満たした場合は、200万円を上限にプログラム費の80％を奨学金として給付します。

シンガポール
PBL研修短中長 研

フィリピン
インターンシップ研修短中長 研

ベトナム
ホーチミン市師範大学短中長 研

カナダ
ビクトリア大学
ニューファンドランド・
メモリアル大学

短中長
短
研
研中長

スペイン
サンティアゴ・デ・
コンポステラ大学
アルカラ大学

短中長

短中長

研

研

アイルランド
ダブリンシティ大学短 研中長

メキシコ
グアダラハラ大学短 研中長

台湾
淡江大学
実践大学
文藻外語大学

短中長
短中長
短中長

研
研
研

ルーマニア
ルーマニア・アメリカ大学短 研中長

韓国
高麗大学
梨花女子大学
漢陽大学ERICAキャンパス
弘益大学
建国大学
全州大学

短中長

短中長 研
短中長 研

短中長 研

短中長 研
短中長 研

研

タイ
チェンマイ大学短中長 研

マレーシア
ベルジャヤ大学
アジアパシフィック大学

短 研中長
短 研中長

フランス
リヨン第三大学短中長 研

イタリア
ヴェネツィア大学短中長 研

アイスランド
アイスランド大学短中長 研

ノルウェー
ベルゲン大学短中長 研

ベルギー
ブリュッセル自由大学短 研中長

イギリス
エディンバラ大学
オックスフォード・
ブルックス大学
カーディフ大学
ケンブリッジ大学
マンチェスター大学

短中 研長
短中長

短中長
短中長
短

研

研
研
研中長

ドイツ
ボン大学
ハイデルベルク大学
フライブルク大学

短中長
短
研

短中長 研
研中長

中国
北京大学
同済大学
復旦大学
広東外語外貿大学
上海交通大学
華東政法大学
黒龍江大学
上海理工大学

短中長 研
短中長 研
短中長 研
短中長 研
短中長 研

短中長 研
短中長 研

短 研中長

ニュージーランド
オークランド大学短中長 研

オーストラリア
モナシュ大学
マードック大学
グリフィス大学
ウーロンゴン大学

短中長
短中長
短中長
短

研
研
研
研中長

長 長期留学
中 中期留学 研 海外研修

短 短期留学

アメリカ
アメリカン大学
ウェスタン・ワシントン大学
メンフィス大学
カリフォルニア州立大学
モントレーベイ校
ハワイ大学 マノア校
サンフランシスコ州立大学
ウィスコンシン大学マディソン校
サンディエゴ州立大学
カリフォルニア大学
アーバイン校

短中長
短中長

短中長
短中長

短中長
短中長

研
研

研
研

研

短中長 研
短中長 研
短中長 研

研

©Mitsui Home Co.,Ltd ※完成前のイメージにつき実際とは異なる場合があります

2027年9月
誕生
（予定）

コモンラウンジ
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「GSP」は、各学部で培う専門性に加えて、グローバル化時代に貢献できるスキルと柔軟性を身につけるグローバル教育
プログラムです。選抜された1学年90名の学習意欲と英語力の高い学生が、学部の枠を越えて切磋琢磨しながら学び
合います。また、本プログラムの修了証はデジタル証明書のひとつである「オープンバッジ」にて発行します。

■ プログラムで磨かれるチカラ

■ 学びの流れ

■ GSPの特徴

■ 学びの流れ

高度な英語力

協働する力

質問力 発信力 国際理解

積極性 柔軟性 適応力

英語を学ぶ
「Advanced English」群の科目を受講し、
読む・書く・話す・聞くの４技能向上に加え、留学
やビジネスで役立つ実践的な英語力を身に
つけます。

実践的な英語力の強化

英語で学ぶ
語学としての英語科目だけでなく、多様な専門科
目を英語で学びます。「Global Studies」群から
専門的な学問内容を選んで英語で学ぶことに
よって、グローバルな知見と国際感覚を磨きま
す。留学前の訓練としても最適です。

英語による専門科目

■ SEPの特徴

少人数の授業を基本とし、課題発見、課
題解決のためのグループワークを通じ
て、チームビルディングやプロジェクトの
進行管理の手順や手法などを身につけて
いきます。

官公庁や民間企業などで実際に活躍して
いる方を多数講師に招き、現場で実際に
起こっていることを聞くことができるだけ
でなく、学生からの相談にも対応してい
きます。

正課科目のほかに学生の興味・関心に応じ
て多数の課外講座（エクステンション）を
設けています。また、学外のピッチコンテス
トやプレゼンコンクールなどへの参加も奨
励します。

成蹊 Global Study Program（GSP）NEW NEW

留学奨学金給付※1

成蹊大学授業料等納付金2/3減免
留学先授業料免除※2

60～80万円

発信型のゼミで学ぶ
少人数制のクラスで、2年次前期にはディス
カッション、2年次後期にはプレゼンテーショ
ンといったアウトプット活動を通して、英語によ
る質問力・発信力を高めます。3年次のゼミでは
プロジェクト（協働学習）を行い、提案力や問題
解決力を身につけていきます。また、一連のゼ
ミを通して、留学や実社会で求められるライ
ティング力、リサーチ力、異文化理解力、クリ
ティカル・シンキング力も身につけていきます。

中・長期留学では、留学時の成蹊大学授業料等
納付金の3分の2が減免されるほか、留学奨学
金給付※1や留学先大学の授業料免除※2の制度
があり、経済的サポートを充実させています。ま
た、GSP生は留学奨学金の給付金額が増額され
ます。※3

GSP専用のゼミの設置 手厚い経済的サポート

※1 予定額。一定の基準を満たした上で選考があります。
　   給付金額は長期留学する場合の年額です。
※2 留学先により自己負担の場合もあります。
※3 所定の成績基準に満たない場合は一般学生の金額を適用予定。

留学検討・準備

英語力強化
IELTSTMや
TOEFL®などの
英語スコア取得に

挑戦

1年次（プレGSP） 2年次前期 2年次後期 3年次前期

「イノベーション人材」は全学生が履
修可能（人数により抽選あり）。興
味を持った学生が1年次にSEPに登
録する。（定員40名）
＊定員は変更される場合があります。

MBT（丸の内ビジネス研修）に参加
した場合は3年次の科目の一部を、
MBTの科目に振替えることが可能。

学生の活動を支援するための課外
講座は、2年次から4年次まで随時
実施されています。

3年次 4年次2年次1年次

● イノベーション人材

● ビジネストレーニングセミナー

● 事業課題演習 ● 事業創造演習 ● ビジネスコンテスト、
　プレゼンコンクールなどに参加

● 事業企画入門
● マネタイズ戦略入門

● 起業実務入門
● SEP発展講義

将来像

● 企業でプロジェクトリーダーを任され新しい企画や提案を行う。
● 自分自身で起業する。

● コンサルタントとしてビジネスのアドバイスを行う。
● 実家や親戚の会社を承継する。

GSP応募 ディスカッション プレゼンテーション プロジェクト専用ゼミ（Seminar）

Intensive Reading, Essay Writing, Discussion & Presentation, Academic Listening, English for the Workplace,
World Englishes, ほか

Advanced English

Topics in Business, Global Career Design, Japanese Economy, Topics in Political Studies, Law in Society,
Topics in Japanese Culture, Japanese Art, Topics in History, Regional Studies, Science and Technology, Geography,
Climate and Nature, ほか

Global Studies

海外研修科目も含まれており、GSPは中・長期留学の力強い基盤となります。
留学・キャリア

激しく変化する社会の中で、新しい課題が次々と生まれます。これまでう
まくいっていたものが逆に障害になってしまうこともあります。今まさに、

「常識」という殻をやぶり全く新しい枠組みで物事を考え、自分の力で行
動を起こそうとする人が求められています。このような人材を本気で育て
ようとする教育プログラムがSEPです。

「与えられた環境のみならず、自ら枠を越えて行動を
起こし新たな価値を生み出していく精神」のこと。

アントレプレナーシップとは？

成蹊アントレプレナーシッププログラム（SEP）

■ プログラムで育む素養と将来像

新しいアイデアや方法を創造し、挑戦
と改善を通じて進化する意欲と能力
を育みます。常に問題を意識し、未来
を見据えて、柔軟で創造的な発想を持
ち続けることが重要です。

自ら考え、決断し行動することで、目
標達成に向けて進む力が生まれます。
困難に直面しても自信を持ち、積極
的に行動することが成長にもつなが
ります。

イノベーションマインド 自立心と行動力

徹底したプロジェクト型授業 実務家教員による実践的教育 授業を超えた学びの拡張

成長への意欲を支える学び 

※選考にはTOEIC®スコアを利用します。入学前に全新入生に受験の機会があります。

2 Liberal Arts
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3

文系
1,243名

58.3%（725名）
11.2%（139名）

15.0%（186名）

従業員～99名
6.9%（86名）

公務員・教員等

8.6%（107名）

就職者数

理系
350名8.0%（28名）

8.9%（31名）

従業員～99名
5.1%（18名）

公務員・教員等

1.7%（6名）

76.3%（267名）

就職者数

経済動向にかかわらず、
高い実績を残し続けています

97.8%2025年度就職率
2026年3月31日現在

成蹊大学では、一人ひとりと向き合う「個別相談」、

さらに、1年次から始まる体系化された「キャリア教育」と

「キャリア・就職支援プログラム」で確かなキャリア形成をバックアップしています。

また、企業や地域・行政と連携し、実社会と接する機会を多く用意するなど、

きめ細かく徹底したキャリア支援を行っています。

成蹊大学では、一人ひとりと向き合う「個別相談」、

さらに、1年次から始まる体系化された「キャリア教育」と

「キャリア・就職支援プログラム」で確かなキャリア形成をバックアップしています。

また、企業や地域・行政と連携し、実社会と接する機会を多く用意するなど、

きめ細かく徹底したキャリア支援を行っています。

成蹊大学では、一人ひとりと向き合う「個別相談」、

さらに、1年次から始まる体系化された「キャリア教育」と

「キャリア・就職支援プログラム」で確かなキャリア形成をバックアップしています。

また、企業や地域・行政と連携し、実社会と接する機会を多く用意するなど、

きめ細かく徹底したキャリア支援を行っています。

就職先企業規模
従業員1000名～

従業員
500～999名

従業員
100～499名

従業員
500～999名

従業員
100～499名

就職先企業規模
従業員1000名～

可能性をカタチにするキャリア支援

一人ひとりの進路を実現する個別相談1

段階的なキャリア教育で希望の進路へ2

企業と連携した実 践的プログラム3
Career  SupportCareer  SupportCareer  SupportCareer  SupportCareer  SupportCareer  Support

キャリア支援のPoint
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段階的なキャリア教育で希望の進路へ2
POINT

1・2年次は「キャリア教育科目」を中心に、自分自身がどのような人生を生きていくのか、社会で働くことの意味は何か、を考えることから
始め、業界の現状や企業のキャリア形成などについての理解も深めていきます。３年次からは就職活動を意識し、企業説明会やインター
ンシップ、各種試験対策講座などに参加し、希望する業界への就職に向けて準備を進めていきます。

4年間のキャリアステップ

1年次・2年次 3年次
自己発見・行動計画
自分自身を見つめ、
社会を知り、将来を見据えた
行動計画を立てる ・自己分析

・志望業界・企業研究
・就職支援プログラム参加
・OB・OG訪問

・インターンシップへの参加  ・エントリー  ・説明会参加

具体的な目標を定め、自分で考え、
行動を起こす

就職活動準備・就職活動開始

・キャリア教育科目受講
・グローバルキャリアセミナー受講
・キャリア支援プログラム参加

4年次
就職活動を通して自分を磨き、
希望の進路先を決定する

就職活動・進路決定

キャリア教育科目 成蹊教養カリキュラム［全学共通科目］

キャリア・就職支援プログラム

キャリアプランニング、キャリアセミナー、ビジネストレーニングセミナー、
桃李キャリア入門、イノベーション人材
丸の内ビジネス研修準備講座、日本企業の現状と展望、キャリア発展講義
丸の内ビジネス研修（MBT）▶P28

1年次対象

2年次対象
3年次対象

業界研究セミナー、公務員試験対策講座、就職四季報の読み方セミナー ほか
新入生進路・就職ガイダンス
進路・就職ガイダンス、学内企業セミナー、グループディスカッション対策講座、
筆記試験対策講座 ほか

全学年対象
1年次対象
3年次対象

・エントリー
・説明会参加

（3年次より継続）

内定

選考

一人ひとりの進路を実現する個別相談1
POINT

学生一人ひとりが納得した進路へ進めるよう、専門の相談員によるきめ細かな個別相
談を実施しています。将来のキャリアについて１年次から幅広く相談することができ、
３年次からはエントリーシートや面接対策など具体的な就職活動全般のサポートを
行います。また、学生が相談員を選択して予約するシステ
ムを採用しており、一人ひとりに合ったアドバイスを行え
るようになっています。 13,000回約

個別相談年間総数

就職活動を成功に導くための秘訣は、充実した学生生活を送るとともに、早めの準備を行うこと
です。そうはいっても、就職活動は人生初の経験になるので、どのような準備をすればよいか分か
らず不安に思うことでしょう。そうした不安を抱える皆さんを最大限支援するのが我々の役目で
す。是非ともキャリア支援センターを頼ってほしいと思います。

キャリア支援センター事務長
本郷 有充

キャリア支援センターの
学生への想い

年次や時期に対応した充実のプログラム
キャリア支援センターでは、企業や官公庁・自治体の人事担当者との情報交換で得た知見や社会状況を踏まえ、独自のイベントを企画・実施し
ています。毎年、実施時期や内容を見直し、学生にとって最適なプログラムを提供することで、就職活動を手厚くサポートしています。

■ 各種支援講座

各業界・企業の特徴や相互のつ
ながりを知り、業界研究の進め方
を学ぶセミナーです。学生の視野
や進路の選択肢を広げることを
目的として実施しています。

Pick UP 業界研究セミナー
優良企業とはどのような企業か、どのよう
に探せばよいのかなど、企業選択の視野
を広げることを目的として開催していま
す。企業理解を深めるための情報源の見
つけ方や、地方就職（U・Iターン）の進め方
なども紹介しています。

Pick UP 優良企業の探し方講座

オンラインツールを使用し、就職活動時期に合わせたトピック
スを生配信します。配信が一方通行にならないように、配信中
に学生の質問に回答し、双方向の
コミュニケーションを行っていま
す。何気ない疑問や不安を参加者
同士で共有することができ、就職
活動へのモチベーションアップに
もつなげています。

Pick UP キャリセンLIVE（年間約20回実施） Pick UP 学内企業セミナー

東京海上日動火災保険/あいおいニッセイ同和損害保険/三井住友信託銀行/ゆうちょ
銀行/千葉銀行/日本政策金融公庫/商工組合中央金庫/日本生命保険/明治安田生命
保険/三菱UFJモルガン・スタンレー証券/丸紅/三菱食品/伊藤園/カルビー/雪印メグミ
ルク/TOPPAN/東急エージェンシー/三菱電機/沖電気工業/村田製作所/三菱マテリ
アル/本田技研工業/鹿島建設/清水建設/三菱倉庫/三菱地所プロパティマネジメント/
SCSK/Sky/NTTデータアイ/NECネッツエスアイ/BIPROGY/東日本旅客鉄道/京成
電鉄/東武鉄道/日本航空/全日本空輸/日本通運/帝国ホテル など

参加企業（2025年度実績）  ※企業名・団体名は2026年4月1日現在

多分野の優良企業を招いて採用説明会を開催 150
参加企業

社以上

１年次からの体系化されたキャリア教育で
目指す将来像を早期に具体化する

キャリア教育科目では、社会で必要な力を身につけるために
大学で何を学び、行動するかを最初に学びます。学びを通し
て調査力、論理的思考力、傾聴力、自己発信力などを養い、企
業や地域・行政と連携したプロジェクトに参加することで、身
につけた力を実社会で生かす術を学びます。学びを通して目
指すべき将来像を明確にします。

三菱海外ビジネス研修（MOBT）は、グローバル意識を持ち、将来海外で活躍
するビジョンを持った学生を対象に実施されるプログラムです。希望者は選
抜の上、3年次に協力企業へ派遣され、現地スタッフや駐在員の方との交流、
ディスカッションなどを通して、文化・習慣・宗教・働き方・ビジネスモデルな
ど、多様な切り口から「グローバルマインド」を醸成し、将来的な人格形成や
キャリア形成につながる貴重な経験を積むことができます。

■ キャリア教育科目

三菱商事（Riverina社）/キリンホールディングス（Lion社）/三菱UFJ銀行（アユタヤ
銀行）/三菱自動車工業（ミツビシ・モーターズ・タイランド）/大正製薬（ハウザン製薬）

協力企業 ※2025年度実績

世界のビジネスに直接触れる本学独自の
人材育成プログラム

三菱海外ビジネス研修（MOBT）

MOBT
Mitsubishi
Overseas
Business
Training

TOPIC

成蹊のキャリア支援

3 Career Support

詳細はWebサイトをご覧ください。
本学Webサイト ▶ キャリア・資格 ▶ キャリア支援センター
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教員免許状取得・教員を目指す学生をサポート
教職課程センター

教職課程センターは、教員免許状の取得から教員採
用試験対策まで、実際に教職に就けるよう、きめ細か
なサポートを行います。学習スペースを提供し、教職
課程専任教員が教職に関する質問や相談に応じるオ
フィス・アワーを設けているほか、卒業生の現役教員
と懇談する機会を提供するなど、教員を目指す学生を
全面的に支援しています。

取得できる教員免許状とその教科

経済学部

経営学部

法学部

文学部

理工学部

学部・学科 学校図書館
司書教諭

経済数理学科
現代経済学科
総合経営学科
法律学科
政治学科
英語英米文学科
日本文学科
国際文化学科
現代社会学科
理工学科

中学校教諭
一種免許状

社会

社会

社会

英語
国語

社会

数学／理科

高等学校教諭
一種免許状
公民

地理歴史／公民
公民

地理歴史／公民

英語
国語

地理歴史／公民

数学／理科／情報／工業

4年間の
ステップ

教員採用・自主的な
活動への支援

教職課程
カリキュラム

教職課程の
主な行事

教員採用試験（公立、私立）
「教職特論演習」の履修など

免
許
状
の
授
与

1年次 2年次 3年次 4年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

TOPIC

1
授業におけるICT講座
近年、教育現場ではICT機器を活用した授業や
教材が求められています。電子黒板やタブレット
端末などを使った授業の展開を学びます。

TOPIC

2
成蹊教職研究大会・交流会
教職に就いた卒業生と在学生の交流の場とし
て研究大会と交流会を開催しています。実際
の教育現場を知る良い機会となっています。

講演会（上級生・卒業生の講話） 
研究大会（卒業生と在学生の研究交流の場）

基礎強化講座（ICT活用・ファシリテーションなどの基礎教養の強化）
卒業生・在学生交流会（卒業生との親睦を深める）

教育の基礎理論を学ぶ
教育方法、教科の指導法などを学ぶ

教育実習総合、特活などの教科外の指導理論を学ぶ
「介護等の体験」を行う【中学校免許】
（特別支援学校、社会福祉施設）

教職ボランティアなどへの参加
教員採用試験対策、卒業後の大学院（教職大学院）や他校種免許状取得に向けての情報提供

■ 教員免許状取得

成蹊大学では、資格試験専門学校が開講する資格試験対策講座の一部を、成蹊大生向
けの優待料金で受講することが可能です。計画的な学習で実力を蓄え、それぞれの進路
目標を達成する学生も着実に増えています。

■ 資格取得サポート

社会保険労務士／司法書士／行政書士／公認会計士／税理
士／日商簿記検定／ITパスポート／基本情報技術者 ほか

各種資格取得に向けて専門学校と提携し支援しています。

丸の内ビジネス研修（MBT）の流れ

●丸の内研修
東京・丸の内で企業課題のプレゼンテーションや討論などを行うほか、
第一線で働く企業の方を招き講義を聴いて質疑応答を行います。

●学内準備研修

●インターンシップ実習
営業同行（文系）、工場実習（理系）など各企業で就業体験をします。

●インターンシップ成果発表会／丸の内成果発表会
企業課題で取り組んだ課題についての成果発表や、各人がインターン
シップ実習にて実施した業務内容やその成果についての報告など、協
力企業の担当者や関係者に向けて発表します。

準備

実習

発表

※年度により内容やスケジュールは変更となる場合があります。

約7カ月間かけて行う成蹊大学独自の産学連携人材育成プ

ログラムです。多数の有力企業の協力の下、学内準備研修や

丸の内研修、インターンシップ実習に取り組みます。研修で

は文系・理系の学生が一緒に取り組むことで、異なる考え方

や専門分野への相互理解を深め、協働して課題を発見し解

決する力を身につけます。

MBTの特徴
1 多業種・多職種の企業とのコラボレーション

2 文理融合のプロジェクト

3 課題解決型プログラム

MBT協力企業
（2025年度実績）

※企業名・団体名は2026年4月1日現在

三菱電機/三菱地所プロパティマネジメント/
三菱重工業/東京海上日動火災保険/新菱
冷熱工業/三菱総合研究所/東京海上日動
システムズ/三菱地所リアルエステートサー
ビス/三菱ロジスネクスト/三菱食品/みずほ
フィナンシャルグループ/三菱UFJフィナン
シャル・グループ

最前線のビジネス現場を知る人材育成プログラム

丸の内ビジネス研修（MBT）
Marunouchi Business Training

MBT
実施例

MARUNOUCHI BUSINESS TRAINING

企業と連携した実践的プログラム3
POINT

企業と連携し、社会が抱える課題の解決に取り組む「丸の内ビジネス研修（MBT）」やプロジェクト型の授業を実施するほか、多くの企業と連
携してキャリア・就職支援を行っています。

本学Webサイト ▶ キャリア支援センター
 ▶ 丸の内ビジネス研修（MBT）

詳細はWebサイトをご覧ください。

免許・資格サポート

3 Career Support

公務員試験合格に向け、学内でもサポート
専門学校と提携して公務員試験対策講座を学内で開講し
ています。大学の学年暦に合わせたスケジュールのため、授
業や行事とも両立しながら無理なく公務員試験対策に取り
組むことができます。ほかにも説明会やグループガイダン
ス、内定者報告会など、さまざまな情報を収集できる機会
を用意しています。

公務員就職実績［2026年3月卒業生、大学院修了生］
厚生労働省/財務省/総務省/金融庁/警視庁/検察庁/国税庁/東京消防庁/公正取引
委員会/群馬県庁/埼玉県庁/静岡県庁/東京都庁/富山県庁/入間市役所/青梅市役
所/宇都宮市役所/横浜市役所/狛江市役所/三鷹市役所/小平市役所/川崎市役所/
船橋市役所/日野市役所/浜松市役所/武蔵野市役所/埼玉県教育委員会/神奈川県
教育委員会/東京都教育委員会/福島県教育委員会/川崎市教育委員会/さいたま市
教育委員会/埼玉県警察本部　ほか

■ 公務員試験対策
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■ 小学校教諭免許取得プログラム
佛教大学（通信教育課程）との協定に基づき、本学で教職課程を履修し中学校または高等学校の教員免許状の取得を目指す学生が、佛教大学通信
教育課程の特別科目等履修生として必要な科目の単位を修得することによって、卒業時に中学校教諭一種免許状または高等学校教諭一種免許状
と併せて、小学校教諭二種免許状を取得することができます。 ※本学の学費に加えて、佛教大学での学費が別途必要になります。
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学部別・業種別就職状況 2026年3月31日現在

金融業
16.6%（33名）

商業
11.1%（22名）

製造業
14.1%（28名）サービス業

32.7%（65名）

IT業
19.6%（39名）

公務員・教員等
6.0%（12名）

経済学部
199名

法学部
408名

金融業
21.8%（89名）

商業
9.6%（39名）

製造業
13.2%（54名）

サービス業
30.1%（123名）

IT業
10.3%（42名）

公務員・教員等
15.0%（61名）

経営学部
252名

金融業
21.4%（54名）

商業
10.7%（27名）

製造業
16.3%（41名）

サービス業
28.2%（71名）

IT業
20.2%（51名）

公務員・教員等
3.2%（8名）

文学部
384名

商業
13.3%（51名）

製造業
15.9%（61名）

サービス業
40.6%（156名）

IT業
13.0%（50名）

金融業
4.3%（15名）

商業
3.4%（12名）

製造業
31.4%（110名）

サービス業
21.4%（75名）

IT業
37.7%（132名）

公務員・教員等
1.7%（6名）

理工学部
350名

学部別就職先

●金融業
あいおいニッセイ同和損害保険
ＡＩＧ損害保険
オリエントコーポレーション
オリックス生命保険
かんぽ生命保険
共栄火災海上保険
城北信用金庫
常陽銀行
第四北越銀行
大樹生命保険
太陽生命保険

大和証券グループ
東海東京フィナンシャル・ホールディングス
東京海上日動火災保険
日本カストディ銀行
八十二長野銀行
みずほ銀行
三井住友銀行
三井住友ファイナンス＆リース
武蔵野銀行
ゆうちょ銀行
●商業
日本紙パルプ商事

ユアサ商事
良品計画
●製造業
熊谷組
五洋建設
清水建設
スズキ
住友林業
高砂熱学工業
竹中工務店
東芝
日本製紙

ミサワホーム
三菱重工業
ミネベアミツミ
明電舎
ＵＢＥ三菱セメント
雪印メグミルク
●サービス業
ALSOK
京王エージェンシー
ＪＣＯＭ
首都高速道路
スターツグループ

セコム
ソフトバンク
東急リバブル
日本通運
バンダイナムコアミューズメント
三井住友トラスト不動産
三井不動産リアルティ
三菱地所プロパティマネジメント
三菱商事フィナンシャルサービス
三菱電機デジタルイノベーション
三菱ＵＦＪトラストビジネス

●IT業
伊藤忠テクノソリューションズ
ＮＥＣソリューションイノベータ
ＮＴＴデータ・アイ
ＭＳ＆ＡＤシステムズ
シーエーシー
東芝デジタルソリューションズ
第一ライフテクノクロス
日立システムズ
日立ソリューションズ
三菱総研ＤＣＳ
三菱ＵＦＪインフォメーションテクノロジー

三菱ＵＦＪトラストシステム
明治安田システム・テクノロジー
●公務員・教員等
家庭裁判所
神栖市役所
埼玉県庁
成蹊学園
専修大学松戸中学校・高等学校
東京特別区（Ｉ類）
日野市役所
武蔵野市役所

●金融業
岡三証券
かんぽ生命保険
住友生命保険
損害保険ジャパン
第一生命保険
大樹生命保険
太陽生命保険
大和証券グループ
千葉銀行
東海東京フィナンシャル・ホールディングス
東京海上日動火災保険
日本生命保険

三井住友海上火災保険
三井住友信託銀行
三菱ＵＦＪ銀行
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券
明治安田生命保険
ゆうちょ銀行
りそな銀行
●商業
キヤノンマーケティングジャパン
国分グループ本社
セブン－イレブン・ジャパン
大丸松坂屋百貨店
ニトリ

日本紙パルプ商事
ファーストリテイリング
三菱商事パッケージング
良品計画
●製造業
アドバンテスト
ＮＴＮ
キーエンス
ＳＵＢＡＲＵ
住友金属鉱山
積水ハウス
大王製紙
太平洋セメント

東レ
ＴＯＴＯ
ＴＯＰＰＡＮ
日本精工
日本食研ホールディングス
富士電機
本田技研工業
三菱地所設計
三菱電機ビルソリューションズ
三菱マテリアル
ミネベアミツミ
明電舎

●サービス業
アクセンチュア
エイチ・アイ・エス
近畿日本ツーリスト
セコム
全日本空輸
東海旅客鉄道
東急エージェンシー
日本コムシス
日本通運
日本郵便
日本航空

日本旅行
東日本旅客鉄道
三菱地所プロパティマネジメント
●IT業
アルファシステムズ
ＮＥＣソリューションイノベータ
大塚商会
トランスコスモス
日本電気
日本アイ・ビー・エム
日立システムズ
日立ソリューションズ

●公務員・教員等
青梅市役所
神奈川県教育委員会
川崎市役所
厚生労働省
埼玉県教育委員会
埼玉県庁
東京都教育委員会
東京特別区（Ｉ類）
日野市役所
武蔵野市役所

●金融業
あおぞら銀行
アフラック生命保険
岡三証券
オリエントコーポレーション
クレディセゾン
大樹生命保険
大同生命保険
千葉銀行
東京海上日動火災保険
三菱ＵＦＪ銀行
明治安田生命保険
りそな銀行

●商業
キヤノンマーケティングジャパン
ニトリ
●製造業
アイシン
アマダ
ＳＭＣ
荏原製作所
大林組
沖電気工業
鹿島建設
キヤノン
コクヨ

清水建設
シャープ
スズキ
ＳＵＢＡＲＵ
住友金属鉱山
ゼネラル
ダイキン工業
大日本印刷
太平洋セメント
竹中工務店
ＴＤＫ
帝人
東芝

ＴＯＰＰＡＮ
日産自動車
フジクラ
富士電機
富士フイルムビジネスイノベーション
ブリヂストン
本田技研工業
三菱自動車工業
三菱重工業
三菱電機
三菱マテリアル
森永乳業
横河電機

ＹＫＫ
●サービス業
ALSOK
ＥＮＥＯＳ
オリエンタルランド
東京地下鉄
東京電力ホールディングス
日本郵政
日本総合研究所
野村総合研究所
東日本旅客鉄道
ベイカレント・コンサルティング
メイテック

●IT業
アルファシステムズ
伊藤忠テクノソリューションズ
ＳＣＳＫ
ＮＥＣソリューションイノベータ
ＮＴＴデータ
大塚商会
シーエーシー
Ｓｋｙ
日本電気
日立システムズ
日立ソリューションズ
ＢＩＰＲＯＧＹ

富士ソフト
富士通
みずほリサーチ＆テクノロジーズ
●公務員・教員等
厚生労働省東京労働局
財務省東京税関
東京都教育委員会
横浜市役所

●金融業
あいおいニッセイ同和損害保険
ＳＭＢＣ日興証券
かんぽ生命保険
クレディセゾン
ジェーシービー
静岡銀行
商工組合中央金庫
損害保険料率算出機構
大樹生命保険
太陽生命保険
千葉銀行
東京海上日動火災保険

東京センチュリー
日本生命保険
野村證券
みずほ銀行
みずほ信託銀行
三井住友海上火災保険
三井住友銀行
三菱オートリース
三菱ＵＦＪ銀行
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券
ゆうちょ銀行
りそな銀行

●商業
住商メタルワン鋼管
日本紙パルプ商事
ファーストリテイリング
マクニカ
三菱食品
●製造業
今治造船
キーエンス
熊谷組
ジェイテクト
スズキ
積水ハウス

ソニーセミコンダクタソリューションズ
宝酒造
田中貴金属グループ
東レ
日立製作所
丸大食品
三菱地所設計
三菱プレシジョン
明電舎
横河電機
●サービス業
アクセンチュア
ＮＨＫ

ＪＴＢ
セコム
ソフトバンク
ＴＭＩ総合法律事務所
ＴＯＫＡＩホールディングス
日本コムシス
日本通運
東日本旅客鉄道
三井倉庫ホールディングス
三菱地所コミュニティ
三菱地所プロパティマネジメント
三菱商事フィナンシャルサービス
三菱電機デジタルイノベーション

三菱ＵＦＪ不動産販売
ヤマト運輸
●IT業
伊藤忠テクノソリューションズ
インテック
大塚商会
Ｓｋｙ
スミセイ情報システム
トランスコスモス
日本電気
日本アイ・ビー・エム
日立システムズ
日立ソリューションズ

ＢＩＰＲＯＧＹ
三井住友トラスト・システム＆サービス
三菱総研ＤＣＳ
●公務員・教員等
狛江市役所
埼玉県警察本部
東京都庁
浜松市役所
三鷹市役所

経
済
学
部

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

理
工
学
部

公務員・教員等
6.8%（26名）

金融業
10.4%（40名）

●金融業
あいおいニッセイ同和損害保険
あおぞら銀行
ＳＭＢＣ日興証券
かんぽ生命保険
損害保険ジャパン
第一生命保険
大同生命保険
太陽生命保険
東海東京フィナンシャル・ホールディングス
東京海上日動火災保険
日本銀行
日本政策金融公庫

日本生命保険
農林中央金庫
みずほ証券
三井住友海上火災保険
三菱ＵＦＪ銀行
三菱ＵＦＪ信託銀行
三菱ＵＦＪニコス
明治安田生命保険
ゆうちょ銀行
りそな銀行
●商業
ニトリ
三菱電機住環境システムズ

良品計画
●製造業
いすゞ自動車
伊藤園
荏原製作所
大林組
沖電気工業
熊谷組
サントリーホールディングス
スズキ
住友金属鉱山
住友ベークライト
大王製紙

大日本印刷
太平洋セメント
千代田化工建設
ＴＨＫ
デンカ
東芝
日本発条
富士電機
本田技研工業
三井金属
三菱マテリアル
横河電機
横浜ゴム

ライオン
ＬＩＸＩＬ
ＹＫＫＡＰ
●サービス業
ALSOK
ＮＴＴドコモ
ＥＮＥＯＳ
全日本空輸
東映アニメーション
長島・大野・常松法律事務所
西日本鉄道
日本マクドナルド
三菱倉庫

●IT業
スミセイ情報システム
日立ソリューションズ
●公務員・教員等
川崎市役所
金融庁
群馬県庁
検察庁東京地方検察庁
公正取引委員会
国税庁東京国税局
さいたま市教育委員会
裁判所
財務省東京税関

静岡県庁
総務省
東京大学
東京都教育委員会
東京特別区（Ｉ類）
東京都庁
三鷹市役所
武蔵野市役所

＊国際共創学部は2026年4月に開設

就職実績

3 Career Support

詳細はWebサイトをご覧ください。
本学Webサイト ▶ キャリア支援センター ▶ 就職状況
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学部学科index

経営学部
▶P38

法学部
▶P42

文学部
▶P46

理工学部
理工学科

▶P58

学びのキーワード 卒業論文・研究テーマ例 取得を目指せる免許・資格学科・専攻名／学生男女比（2026年度） 将来

※1 「日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する法律」（令和５年法律第41号）に基づく「登録日本語教員養成機関」は登録済み。実習を行う「登録実践研修機関」は2028年度から開始の予定
ですが、文部科学省における登録申請審査の状況によっては、登録実践研修機関の開設時期等が変更となる可能性があります。　※2 卒業後に実務経験を経ることで、取得可能または受験資格を得られる資格　※3 第一種～第三種
※4 卒業時に受験資格を得られる資格

●金属3Dプリンタ製SUS316Lの機械的性質と結晶方位観察
●脳波を利用した認知機能訓練システムの構築とその実用化
●波動ダイオードによる音波の局所封じ込め制御
●IoTセンサを用いた建物内の環境モニタリングとCO2排出削減対策

●添い寝時のインタラクションにより入眠を促すペットロボット
●個人差を考慮した重量物取扱い作業の腰痛リスク評価式の構築
●自動運転車の機能限界におけるドライバへの運転交代支
　援システムの設計と評価

●教員免許状
　中学一種　数学・理科
　高校一種　数学・理科・情報・工業
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］
●技術士※2

振動制御／スピーカシステム／ヒューマンインタ
フェース／知能機械／環境問題／IoT／金属材料／食
品工学／生体医工学／リハビリ・スポーツ科学／人間
工学／動作計測／自動車

自動車・輸送機関連／建築関連／環境設備・機器関
連／産業機器関連／製造機器関連／ソフトウェア
開発／システムエンジニア

機械システム専攻
女子11%男子89%

▶P62

●教員免許状
　中学一種　社会
　高校一種　地理歴史・公民
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］●ロボット兵器と国際法
●完全自動運転車事故の法対策
●インサイダー取引における情報受領者規制について
●日本におけるメーガン法導入の可能性について

●労働者の利益代表システムの分析・課題とその法整備
●東京23区における地域別倒産傾向
●フランスの法制度と日本の少子化
●EUデータ保護規則の域外適用についての考察

人権と統治／ビジネス法務／契約と債権／結婚と
相続／金融と担保／雇用と労働／犯罪と処罰／
起業と会社経営／知的財産／民事裁判と刑事裁判／
経済法／行政法／環境法／国際紛争／国際貿易

国際化し価値観が多様化する社会で、ルールに基づ
き論理的・合理的に思考し、相手に伝わる適切な言
葉で表現するスキルを磨く

法律学科 ▶P44

女子47%男子53%

●教員免許状
　中学一種　社会
　高校一種　地理歴史・公民
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］●現代人に宿る『凡庸な悪』
　―ハンナ･アーレント的思考と理性の重要性
●戦後の管理社会化と大衆の受動性
●アメリカの単独行動主義の変容

●高度プロフェッショナル制度から考える働き方改革
●市町村合併の成果と課題
　―紆余曲折を乗り越えたさいたま市の姿―
●カンボジアの内戦とその経過について

政治思想・理論／政治史／政治制度／福祉／
行政／地方自治／財政／比較政治／国際政治／
外交／平和

問題が複雑化し価値観も多様化する世界にあって、
政治学の知識を基礎にして多様な他者との共存・協働
の条件と問題の解決策を探る人材へ

政治学科 ▶P45

女子35%男子65%

●教員免許状
　中学一種　外国語（英語）
　高校一種　外国語（英語）
　学校図書館司書教諭

●登録日本語教員※1

●社会福祉主事［任用］
●Vowels in Estuary English: A Comparison with 
　Contemporary Received Pronunciation
●グローバル人材育成と複言語主義の関連性について
●氷の精神分析─『アナと雪の女王』のクイア研究

●『夏の夜の夢』における自然と超自然
●アメリカ合衆国におけるアファーマティヴ・アクション
　をめぐる論争に関する考察
●Samuel Johnson の『英語辞典』

英語学／社会言語学／英語教育／音声学／精神分
析／ジェンダー／人種／舞台芸術／アメリカ文学／
イギリス文学／英語圏文化

外国語としての英語の運用能力を強化し、英語圏の
言語・社会・文化・コンテクスト・芸術・思想について
幅広い理解を得た人材へ

英語英米文学科 ▶P48

女子71%男子29%

●教員免許状
　中学一種　国語
　高校一種　国語
　学校図書館司書教諭

●登録日本語教員※1

●社会福祉主事［任用］
●古代和歌における「夢」の展開
●『源氏物語』藤壺論
●『宇治拾遺物語』における「笑い」
●黄表紙に描かれた妖怪

●芥川龍之介とキリスト教
●中原中也研究
●近代日本語の片仮名について
●命名論研究―ご当地キャラクターの名前の分析―

古典文学／近現代文学／日本語学／日本文化／
日本美術／日本民俗学／書誌学／レトリック／メ
ディア／映像／創作／編集

日本文学と、言語としての日本語を体系的に理解し、
深い専門知識と豊かな思考力を身につけた人材へ

日本文学科 ▶P49

女子74%男子26%

●教員免許状
　中学一種　社会
　高校一種　地理歴史・公民
　学校図書館司書教諭

●登録日本語教員※1

●社会福祉主事［任用］
●スポーツ選手からみる在日コリアンのアイデンティティ
●付加価値としてのハラールマーク
　─日本社会におけるイスラームと食生活─
●アメリカ映画にみる「人種」表象の変遷

●平安時代の結婚
●グアテマラ内戦とマヤ系先住民
　─ジェノサイドはなぜ起こったのか─
●茶会文化の歴史と現在 ─日・中・英比較の観点から─

国際関係／歴史・文化／宗教／平和／異文化理解／
文化人類学／移民・難民／ジェンダー

現代世界の複雑な動きを的確に理解し、社会と文化
が直面する諸課題に柔軟に対処できる人材へ

国際文化学科 ▶P50

女子74%男子26%

●登録日本語教員※1

●人工衛星データを用いた地球環境変動の研究
●地理情報システム等を用いた都市防災の研究
●統計・社会経済指標データ等を用いた地域格差研究
●バイオマス資源活用による持続可能な地域づくり

●食料安全保障と日本農業の再生
●数理モデルを用いた人口変動予測
●環境問題のトポロジカルなモデルの探求
●沖縄県読谷村におけるサステナブルツーリズム

グローカル経済空間論／サステナブル観光論／環境
学・地域研究／地形地質・防災論／気候変動論／グロー
バル地球環境学／情報環境学／フィールドワーク／環
境データ分析／環境数理科学／環境保全／国際協力

地理学や環境学などをベースに、文理の総合知と複眼的
思考から地域や世界の社会課題の解決に貢献できる
グリーン人材・サステナブル人材へ

●教員免許状
　中学一種　数学・理科
　高校一種　数学・理科・情報・工業
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］
●技術士※2

●Partial Team Swap による Kirkman スケジュールの
　グラフ初期遷移について
●階層的なカテゴリ分類項の追加によるGANの性能向上
●学生研究発表会における優秀発表者決定に対する最適化モデル

●おれだんごパズルのNP完全性と0-1整数計画法による解法
●正規化ネットワークによる歩容シルエット補正
●数独の整数計画問題における小数カット
●生物多様性ビッグデータ解析

データサイエンス／人工知能／最適化／モデリン
グ／オペレーションズ・リサーチ／離散数学／ア
ルゴリズム／確率統計／データ解析／ビッグデー
タ／機械学習／深層学習／映像解析

データ活用／情報マネジメント／情報システム／
データサイエンティスト／AIエンジニア／ ITコンサル
タント／システムエンジニア／データアナリスト／情
報教員／数学教員

データ数理専攻 ▶P60

女子20%男子80%

●放電プラズマによる免疫システムの活性化
●海洋プラスチック3次元測定データの機械学習による解析
●大電力パルス放電プロセスによる真空微小電子源の作製
●新トポロジカル絶縁体を用いた新規メモリデバイス

●ナノ粒子が銅酸化物超伝導薄膜の臨界電流密度に
　及ぼす影響
●複数台ロボット重機を用いた土工作業の自動化
●二足歩行ロボットの脚重心移動による自律歩行制御

●教員免許状
　中学一種　数学・理科
　高校一種　数学・理科・情報・工業
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］
●電気主任技術者※3

●エネルギー管理士※2

●技術士※2

電気電子制御／ロボティクス／エレクトロニクス／
高機能材料／超伝導／計測解析システム／電力市
場経済モデリング／プラズマサイエンス

エレクトロニクス関連／電子デバイス関連／電力・エネル
ギー関連／環境設備・機器関連／システムエンジニア／ロ
ボット・産業機器関連／精密機器関連／材料開発関連

電気電子専攻 ▶P63

女子8%男子92%

●遺伝子やタンパク質をターゲットに新規薬剤を開発
●電気の力で生体に学び生体を超える
●糖が制御する生体機能を解明し生命の理解や医療につなげる
●新たな構造と機能を持つ有機化合物の合成に挑戦

●触媒化学・無機材料に関する研究を通して
　持続可能社会に向けた環境・エネルギー技術に挑む
●地球環境から室内環境まで問題解決の技術を生み出す
●電池の化学で持続可能なスマートエネルギー社会を実現する

●教員免許状
　中学一種　数学・理科
　高校一種　数学・理科・情報・工業
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］
●毒物劇物取扱責任者
●危険物取扱者［甲種］※4
●技術士※2

物理化学／有機化学／無機化学／生物化学／
分析化学／化学工学／電気化学／触媒化学／マテ
リアルズインフォマティクス／バイオインフォマ
ティクス

製薬・医療関連／食品・化粧品関連／化学・マテリア
ル関連／環境・エネルギー関連／機械・精密機器・
エレクトロニクス関連

応用化学専攻 ▶P64

女子48%男子52%

経済学部
▶P34

●動く物体への投影型拡張現実感
●接客ロボットなどの対話システム
●早聴きのための音声合成システム
●大規模言語モデルを用いた文書自動要約

●ネットワーク上で作業を分担するエージェントシステム
●クラシックバレエ映像の振付検出
●3次元点群を用いた環境把握に基づく自動追従カート
●体感品質を高めるインターネット制御

●教員免許状
　中学一種　数学・理科
　高校一種　数学・理科・情報・工業
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］
●技術士※2

ソフトウェア開発／インターネット関連／スマホアプリ
開発／システムエンジニア／システムインテグレータ／
メディアエンジニア／セキュリティエキスパート／AIエン
ジニア／ITコンサルタント

コンピュータ科学専攻▶P61

女子21%男子79%

プログラミング／データベース技術／インターネット
技術／情報セキュリティ／人工知能／深層学習／
画像処理／音声処理／データマイニング／ユーザイ
ンタフェース／自然言語処理／情報処理

経済学・データ解析の専門家として、激変する時代の
中で社会を正しくリードしていく人材へ

マクロ経済学／ミクロ経済学／計量経済学／統計
学／プログラミング／経済数学／ゲーム理論／組
織の経済学／公共経済学／企業会計／金融

●教員免許状
　中学一種　社会
　高校一種　公民
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］●新卒就職活動による経済学的損失の推定
●ボードゲームとゲーム理論―チェスと将棋
●いじめ問題の解明・解決への経済学的アプローチ
●行動経済学で紐解くソシャゲのしくみ

●物価水準の財政理論の2期間モデルによる分析
●タイル尺度を用いた地域間格差変化の分析
●PFl方式による公共施設整備の課題
●パンデミック時における株価上昇要因

経済数理学科 ▶P36

女子29%男子71%

●教員免許状
　中学一種　社会
　高校一種　地理歴史・公民
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］●世界金融危機以降の株式市場とマクロ経済
●ASEAN自由貿易地域の発足と対内投資
●ガーナ共和国におけるe-waste問題
●日本の物流業界における雇用と労働

●伝統産業維持における職能集団コミュニティの役割
●ディアスポラの観点からみたアメリカの社会経済
●古民家活用シェアハウスを拠点とした二地域居住
●起業家精神を育む地域風土とは

サステナビリティ／グローバル経済／地域コミュニ
ティ経済／フィールドワーク／地域研究／情報分
析／制度・歴史／企業経済／金融経済／地域・環
境／公共政策

グローバル経済や地域経済における諸課題を発見し、
他者と協働して持続可能な経済社会づくりに貢献す
る人材へ

現代経済学科 ▶P37

女子32%男子68%

●教員免許状
　中学一種　社会
　高校一種　公民　
　学校図書館司書教諭

●社会福祉主事［任用］●消費者理解とマーケティング戦略
●企業行動・経営手法研究
●儲かり続けている会社のヒミツを探る
●経営心理と戦略

●企業組織と人材育成
●環境問題と消費者の心理・行動
●フィンテックに焦点を当て、経済問題を考える
●イノベーションのマネジメント

企業経営／組織と人間／マーケティング／消費者
行動／情報戦略／国際戦略／簿記・会計／ファイ
ナンス／コーチング／心理分析

経営学の基礎から応用までの十分な知識を持ち、高
い語学力や最新の情報機器に関するスキルを身に
つけた職業人として世界で活躍する人材へ

総合経営学科 ▶P40

女子51%男子49%

●教員免許状
　中学一種　社会
　高校一種　地理歴史・公民
　学校図書館司書教諭

●登録日本語教員※1

●社会調査士
●社会福祉主事［任用］

●恋愛と結婚の社会学
●スポーツのメディア表象に関する研究
●移行するファッションの発信地
●空き家問題の現状と活用における課題

●両親が離婚した子どもたち―結婚願望と理想の夫婦像
●モー娘。論―（ポスト）TV時代のアイドル
●アウトドアイベントとしてのロック・フェスティバル
●メディアイベントとしての箱根駅伝

社会学／メディア研究／家族／社会心理／都市／
コミュニティ／スポーツ／ジェンダー／福祉／社会
階層／ジャーナリズム／マス・コミュニケーション／
ネットワーク社会／サブカルチャー／社会調査

現代社会の諸問題を把握する問題発見力、分析する
リサーチ力、表現、実践する力を兼ね備えた人材へ

現代社会学科 ▶P51

男子25% 女子75%

●登録日本語教員※1

●社会福祉主事［任用］

●社会福祉主事［任用］

●多文化共生社会における地域コミュニティの構築
●伝統文化の継承とまちづくり
●文化財のデジタルアーカイブと活用
●ファッションと環境問題

●食文化とツーリズム
●海外における日本のマンガ・アニメの受容
●ポップカルチャーにおけるジェンダー表現
●異文化間コミュニケーションと日本語教育

生活文化／地域創生／共生社会／日本美術／ポップ・
カルチャー／異文化交流・比較文化／日本語教育／メ
ディア／歴史／グローバル・コミュニケーション／フィー
ルドワーク／国際協力／データ分析／情報リテラシー

国際的な視点から日本を学び、世界と結ぶ。文化学・
地域学を専門に、日本と世界の架け橋となるグロー
バル人材へ

国際
共創学部
国際共創学科

▶P52

女子69%男子31%

国際日本学専攻 ▶P54

女子52%男子48%

環境サステナ
ビリティ学専攻 ▶P56
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■ 経済数理学科
■ 現代経済学科経済学部

Faculty of Economics

学生インタビュー
教員紹介はこちら

本学Webサイト
学部・大学院
経済学部

現代経済学科では、 新たに「企業マネジメントコース」「ファイ
ナンスコース」「サステナビリティコース」「公共政策デザイン
コース」の4つのエキスパートコースを設置。2年次から選択で
き、より専門的かつ体系的に学びます。要件を満たした者には
エキスパート認定証を発行します。また、複数のコースへの挑
戦も可能です。

2年次で選べる選択制・少人数制の2つのプログラムを設置。
「フィールドワークプログラム」では、実際の地域や現場に出向
き、社会課題などの原因や解決に向けての考察をします。「情
報分析プログラム」では、ICTを活用し、データに基づく課題の
抽出・分析・解決などに取り組みます。要件を満たした者には
プログラム修了証を発行します。

4つのエキスパートコースの設置 2つの新たな実践プログラムのスタート

現代経済学科の新たな２つの取り組みNews

曜日による人動の推測

天候による生産量の予測

消費者の購買意欲の推移

経済数理学科からのアプローチ

多様かつ膨大なデータをモデル化してシミュ
レーションします。近年ではA Iの進化によ
り、複雑な計算を高速で行うことも可能にな
りました。

現代経済学科からのアプローチ

サプライチェーンの最適化

廃棄食材コストの全体可視化

産地の多様化と流通管理

企業や国・地域や消費者など市場に参加す
る多様なプレイヤーの立場で、各々の利益と
全体最適の関係を考察し持続可能な解を
探っていきます。

経済数理学科 ▲

 P36 現代経済学科 ▲

 P37

世界で
年間25億トンもの

フードロスを防ぐには？

学部にフォーカス 異なるアプローチで社会の課題と向き合う2学科

例えば

経済学とは、社会における経済活動のあり方を研究する学問です。グローバル化が進み、経済社会のさまざまな問題点が露呈する

今日。社会を豊かにするための効率性を求めるとともに、その豊かさを公平に分かち合いつつ、次世代に受け継いでいくためにはどう

したら良いのでしょうか。経済学部では経済学の基礎から応用までをしっかり学ぶとともに時間軸や空間軸、経済を支える制度や文

化の多様性などに目を配りつつ、分析力を高めて、私たちがいかに行動したら良いかを考えていきます。

論理的な思考力と分析力を磨き持続可能な社会づくりを目指す

学部の特徴 Features

お互いの顔が見える
少数精鋭の学び

大規模大学に比べて、コンパクト
な規模の経済学部です。学生同
士、また学生と教員がコミュニ
ケーションを取りやすい環境です。

社会と自分について
真摯に考える

社会問題を経済の視点から捉
えます。真摯に社会と自分自身
を見つめ、持続可能な未来への
構想力を大切に育みます。

実社会とつながる
生きた学びの場

地域社会や民間企業など、実
社会とのさまざまなつながりを
重視し、実践的な生きた学びの
場を提供します。

専門知識とともに
豊かな人間性を育む

経済学の専門知識をしっかり
学びます。そして、確かな教養と
豊かな人間性を基礎に、社会で
行動する力を手に入れます。

経
済
学
部
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営
学
部

法
学
部

文
学
部

国
際
共
創
学
部

理
工
学
部
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経済学の視座と手法を学ぶと同時に、隣接領域の学問の視座と
手法を学び、それを取り入れながら複雑多岐にわたる現代の社
会問題を探ります。原因の調査、分析などを行うことで、課題を
明確にする術を得ます。

多元的な視座から経済学を学ぶ

1

地域社会が抱える問題を解決へ導くには、国内外を比較・分析
するグローバルな視座を学ぶことも必要です。地域コミュニティ
経済領域、グローバル経済領域のふたつの科目群から多角的に
現代の社会問題を考察していきます。

国内と海外の比較から学ぶ

2

経済学への素養を深めるには、自らの目と耳で社会問題を直視
し、データを収集・分析し原因を明らかにする「複眼的視座」を
持つことが大切です。その目で他者と協働し、多種のデータ分析
に基づいて客観的かつ批判的に社会問題を直視します。

複眼的視座を持って実践的に社会問題を考察する

3

ゼミ紹介

導
入
期

1
年
次

ス
キ
ル
養
成
期

2
年
次

発
展
期

3
年
次

完
成
期

4
年
次

ゼミナール科目 基礎ゼミナール、プレゼンテーション演習、フィールドワークプログラム、
情報分析プログラム、政策課題演習、上級ゼミナールなど

卒
業
研
究

成蹊教養カリキュラム

総合科目

4年間の学修ステップ Four Years学科の特徴 Features

カリキュラムイメージ Curriculum Image

現代経済学科 Department of Contemporary Economic Studies

現代社会が抱える複雑な問題を発見・考察し他者との協働を通じて課題解決に立ち向かう

経済数理学科では数理的側面を重視し、ミクロ経済学とマクロ
経済学を系統的に学びます。経済数理モデルを構築・分析し、
国際貿易・企業間競争・金融マーケットなど諸分野の研究や少
子高齢化などの社会問題解決に応用します。

数理的に経済学を学び、社会問題の解決を目指す

1

高度情報化社会では膨大なデータから正しい知見を得ることが
大切です。経済数理学科では計量経済学をはじめとする講義や
ゼミで、データ収集・解析のための統計的思考力とプログラミン
グ技能を修得します。

膨大なデータを解析する統計的思考力を養う

2

経済数理学科では工夫を凝らしたカリキュラムにより「世界基
準の学問」であるミクロ経済学・マクロ経済学・計量経済学を無
理なく修得できます。3年次終了時には大学院初年度向けの英
語教科書が理解できる程になります。

世界標準の経済学を無理なく身につける

3

ゼミ紹介
■ 統計的モデリングとその応用
■ 計量経済学の理論と応用
■ マクロ経済学と経済政策

■ マクロ経済学と実証研究
■ 数理ファイナンスとデータサイエンス
■ マクロ経済モデルを用いた政策分析

■ 環境問題の経済学的分析
■ ミクロ経済学とゲーム理論

導
入
期

1
年
次

ス
キ
ル
養
成
期

2
年
次

発
展
期

3
年
次

完
成
期

4
年
次

経済学とデータ解析について
基礎から系統的に学ぶ
ミクロ経済学、マクロ経済学、計量経済学、経済数学の
基礎をしっかり固めます。併せて、大学での学びのスタイ
ルを身につけます。

●ミクロ経済学
●マクロ経済学

●計量経済学
●経済数学

授業
紹介

自分が選んだ専門分野に関して
授業で理解を深め
ゼミで研究・発表を行う
経済学の応用によって、さまざまな社会的事象を見つめる力
を身につけます。数理的スキルにもさらに磨きをかけます。

●産業組織論　●国際経済学　●財政学
●Advanced Microeconomics
●Advanced Macroeconomics
●Advanced Econometrics
●上級ゼミナール

授業
紹介

大学での4年間の勉学の集大成として
卒業研究に取り組む
自分の関心に基づいて、いっそう特化した専門科目を学び
つつ、卒業研究に取り組み、4年間の学びを集大成します。

●卒業研究　●経済理論ワークショップ
●計量経済学ワークショップ

授業
紹介

基礎の修得が一通り完了し
勉学の幅を応用分野へ広げる
経済学の体系的な理解を深めるとともに、計量分析などの
数理的なスキルを実際の分析に応用できるようにします。

●応用計量経済学
●プログラミング演習

授業
紹介

●情報の経済学
●国際マクロ経済学

基盤科目
初級・中級の経済理論と
経済数学を重点的に学修

ゼミナール科目 基礎ゼミナール、プログラミング演習、上級ゼミナール、
経済理論ワークショップ、計量経済学ワークショップ

応用科目
産業組織論、国際経済学、
財政学、労働経済学、
法と経済学、金融論、
公共経済学、都市経済学
などを配置

卒
業
研
究

成蹊教養カリキュラム

総合科目
発展科目
ミクロ経済学、マクロ経済
学、エコノメトリクスに関す
る上級科目

基礎力から応用力への積み上げ式の科目構成

4年間の学修ステップ Four Years学科の特徴 Features

カリキュラムイメージ Curriculum Image

経済数理学科 Department of Economics and Econometrics

データとモデルに基づいて「経済現象」を解き明かし立ちはだかる社会課題を解決へ導く

基盤科目
初級・中級の経済理論と
関連社会科学を重点的に学修

応用発展科目
・企業マネジメントコース　・ファイナンスコース
・サステナビリティコース　・公共政策デザインコース

多元的な視座から経済学を学び知識と応用力を深める

地域・グローバル研究科目 実践型の科目を配置
・地域コミュニティ経済科目　・グローバル経済科目

テーマ
オリエンテッドな
科目構成

■ マクロ経済学
■ 国際金融論
■ 日本経済論
■ 金融論　

■ 経済発展論
■ 産業組織論
■ 法と経済学
■ 地域経済論

■ 経済地理学
■ 社会保障
■ 労働経済学
■ 現代社会と社会学

■ 社会哲学
■ グローバル正義論
■ 経済発展の歴史
■ ヨーロッパ史

■ 社会文化論
■ 環境政策
■ 都市経済学

社会問題を分析するための
基礎的な研究方法を学ぶ
経済学の中級の理論を学ぶとともに、サステナビリティの観
点から問題意識をあたため、また、基本的な研究手法を身
につけます。

授業
紹介

●現代日本経済
●経済発展論

●人口学
●社会調査の技法

経済学の基礎、外国語
その他の学問を幅広く学ぶ
経済学や関連分野の基礎を学びながら、基本的視点や問
題意識を理解するとともに、 大学での学びのスタイルを身
につけます。

授業
紹介

●初級ミクロ経済学
●初級マクロ経済学

●初級統計学
●フィールドワークの技法

経済学的視点を踏まえ
自らの課題に関し調査する
経済学の応用によって、さまざまな社会的事象を見つめる力
を身につけます。同時に自らの問題意識に基づいて研究を
深めます。

授業
紹介

●労働経済学
●上級ゼミナール
●社会保障論

●国際経済学
●教育経済学
●環境経済学

●都市経済学

4年間の学びの集大成となる
卒業研究をまとめる
自分の関心に基づいて、いっそう特化した専門科目を学び
つつ、卒業研究に取り組み、4年間の学びを集大成します。

授業
紹介 ●卒業研究　●政策課題演習

経
済
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部
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部
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■ 総合経営学科経営学部
Faculty of Business Administration

学生インタビュー
教員紹介はこちら

本学Webサイト
学部・大学院
経営学部

効果的な企業経営を行うには、理論だけではなく直観や経験
が重要です。経営学部では豊富な実務経験を持つ専任教員や
実際に企業経営に関わる実務家の客員教員が教育に参加し
ています。実務経験の豊富な教員の授業を通じて、経営学の
理論を超えた深い実践ノウハウを学んでいきましょう！

2年次から始まる「マーケティング分析プログラム」は、マーケ
ティング分野の科目を体系的に学ぶことで、論理的思考力と分
析力を養います。市場の競争環境や消費者行動を把握するため
に、調査や実験を通じてデータを収集し定量的に分析したり、
実際のマーケティング事例を定性的に分析・評価したりします。

実務経験豊富な教員によって経営の今を学ぶ 「マーケティング分析プログラム」を新設

学部にフォーカス 専門性を深める段階的な学びと学生を支えるサポート体制

社会のグローバル化と情報ネットワーク化の進展によって、企業や官庁、非営利団体（NPO）など、多くの組織の活動は極めて複雑
になり、今まで以上に高度で幅広い専門知識が求められています。このような社会の変化に適応し、真に社会に貢献できる人材を育

成するために、経営学部では単に学問としての経営学だけではなく、企業経営に関わる重要な関連科目も豊富に設置して「総合」的

に経営を学べることを特長としています。

経営学の深い知識と実践力で組織のリーダーや起業家として活躍

学部の特徴 Features

経営学の専門知識を
段階的に学ぶ

社会で活躍する職業人となるた
めに不可欠な経営学の基本か
ら応用まで段階的に学べます。

ビジネスに直結する
語学力と異文化理解

グローバル時代に対応したビジ
ネスに直結する語学力を身につ
け、また異文化に対する理解を
深められます。

情報を自在に活用できる
スキルの養成

現代社会の企業経営に不可欠
なICT（情報通信技術）を活用で
きる能力を培うことができます。

キャリア教育で
経営の実践力を育てる

多くの実務的・実践的な科目を
通じて企業経営に必要な能力
や知識を身につけられます。

総合経営学科 ▲

 P40

マーケティング・
戦略

ファイナンス・
会計

組織・
人間心理

実際に企業経営を行う上で不可欠となる経営学の３領域の科目を基礎から応
用まで設置しているほか、経営学特殊講義として商法や労働法などの法律系科
目や、経営学の複数領域にまたがる科目など豊富な科目を設置しています。

■ 幅広い専門応用発展科目の提供

学際科目として、現代人に不可欠な英語力を培う科目としてビジネス英
語入門、ビジネス・コミュニケーションなどを設置しているほか、情報化社
会に対応する情報処理能力を養う科目として情報コミュニケーション技
術、ビジネス・モデリングなどの科目を設置しています。

■ 企業経営に関する実践的な学際科目の設置

企業が抱える実践的な問題を経営学の理論や手法で解決するためのプ
ロジェクト型演習を２年次向けに開設することによって経営学に対する
学生の関心をより高めます。

■ 戦略的問題解決型プロジェクト演習の開設

基礎から応用まで現代企業の経
営に関する複合的な知識を無理
なく体系的に修得できます。

■ 3領域を網羅的に学ぶ

1年次から少人数制のゼミ科目を開設し、その担当者が同時に学生の
指導教授を兼ねることで、学生一人ひとりの学びをサポートします。

■ 学生の学びをサポートする指導教授制

学びの仕組み特色ある学び

Topics
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済
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「マーケティングと戦略」「組織と人間」「ファイナンスと会計」の
３つの経営学の基本領域について基礎から応用発展まで体系
的に科目を配置。科目の選択自由度が高く、関心や将来設計に
合わせて学べます。

経営学の3つの基本領域を体系的に学ぶ

1

現代の企業経営に不可欠な語学能力やICT（情報通信技術）の
知識に関する科目、コンピュータを使った企画調査・分析・プレ
ゼンテーションの能力を培う科目を豊富に配置。これらの科目と
経営学を結ぶ科目も配置し、知を統合します。

企業経営に関連した語学科目や情報関連科目を配置

2

実務家の経験の蓄積から始まった経営学は、企業経営から離れ
た抽象論や分析論となる危険性もあるため、理論を補完する実
務的・実践的な科目を多く配置。理論科目と実践科目を「車の両
輪」として機能させ、真に活躍できる職業人を養成しています。

実務家による実践的な科目を通じて現代に役立たせる

3

導
入
期

1
年
次

成
長
期

2
年
次

発
展
期

3
年
次

4
年
次

経営学の基礎を学びながら
大学の勉強スタイルを身につける
経営学や会計学、経済学の最も基礎的な内容を学びながら、学
問の特徴を理解するとともに、大学の勉強スタイルを確立します。

●企業経営の基礎
●企業会計の基礎

●マーケティングの基礎
●ミクロ経済学の基礎

授業
紹介

経営学の各専門領域の基礎を
学んで、自分の関心の幅を広げる
経営学の各専門領域の基本をその領域間の相互関係を意
識しながら学びます。同時に学際科目を通じて、企業経営に
関する幅広い関心を培います。

●人間行動と組織
●ファイナンスの基礎

●ミクロマーケティング
●経営戦略

授業
紹介

4年間の学修ステップ Four Years学科の特徴 Features

学びのイメージ Image of Learning

総合経営学科 Department of General Business Administration

グローバルな視野とITリテラシーを備えた職業人として企業経営とこれからの情報化社会に貢献する
総合経営学科

目指せる人物像

マーケ
ティングと
戦略

組織と人間

ファイナンス
と会計

経営学の
基本領域

学際科目

情報分析

グローバルと文化

実践キャリア創造

真
に
活
躍
で
き
る

職
業
人
へ

経営学の中で自分の関心のある
専門領域の勉強を深めていき
ゼミを中心に研究を進めて
その成果を卒業研究としてまとめていく
2年次までで基礎的な内容が理解できた後には、それぞれ
の学生の関心や将来設計に合わせて、より高度で応用発展
的な経営学の科目を中心に勉強します。また3年次の「経営
専門演習 Ⅰ・Ⅱ」では特定の指導教授の下で専門領域の研
究を進め、さらに4年次の「経営卒業研究」では卒業研究を
研究論文や研究報告の形でまとめます。

授業
紹介

●イノベーションと製品開発
●消費者行動

●人的資源管理
●国際会計

3
年
次

●ベンチャー・ビジネス
●ブランド戦略

4
年
次

●組織の経済学
●証券市場

ゼミ紹介

■ 企業行動研究
■ 儲かり続けている会社のヒミツを探る
　 ～安心して働ける安定優良企業をさがそう～
■ パーソナルファイナンスと資産形成
■ 経営心理の研究～働き手や顧客の心理を理解する
■ 企業活動における生成AIの活用
■ 企業組織と人材育成～「やる気」の研究
■ 実証会計・ファイナンス研究

■ データから読み解く消費者行動
　 ～マーケティングにおける感覚訴求の効果とは～
■ 企業経営と人の心理・行動
■ 事例等から投資家・企業・マーケット・
　 金融機関・金融商品について多面的に学ぶ
■ マーケティングと地域の課題、データで解決！
■ ベンチャー・ラボ
■ イノベーションのマネジメント

■ グローバル産業としての観光：
　 その経営や文化交流について考える
■ 企業文化と戦略のテキストマイニング分析
■ BIツールを用いたデータ可視化の実践
■ 組織心理と人事管理
　 ～組織イノベーションの実証研究
■ デジタルエコノミーにおける企業・消費者行動研究
■ デジタル消費環境における心理と行動

国際文化の理解と語学力を備えた
起業家モデル

ファイナンス知識に長けた
職業会計人モデル

高度専門人材
高度専門人材（大学院進学）モデル

中学校・高等学校で活躍する
教員モデル

心理分析ができる
人事コンサルタントモデル

情報技術の知識を備えた
マーケティング・リサーチャー・モデル

国際的なビジネスの現場で活躍する
国際職業人モデル

人事コンサルタントとして、「組織と人間」領域の科目のうち、
単に人的資源管理や組織論の知識だけではなく、心理学に
より近い科目も履修し、さらに労使関係の重視から労働法関
連科目なども履修します。

主な履修科目例
● キャリア・マネジメント
● 組織の経済学
● コーチングの基礎

● 組織と管理
● カウンセリングの基礎
● 職場の心理学

税理士や公認会計士のような会計の専門家として会計科目
を中心に履修することはもちろんのこと、会計学と同じくカネ
（金銭）に関わる学問でありながら、通常は別の領域とされる
ファイナンス（企業ファイナンス）の科目も履修して、カネに関
する総合的な専門家となることを目指します。

主な履修科目例
● 管理会計
● コスト・マネジメント

● 資産選択の意思決定
● 国際会計

● 税務会計
● ファイナンスの基礎

マーケティングに関連する科目を体系的に学び、データ分析
に基づいた論理的な企画提案ができるマーケティングのスペ
シャリストを目指します。市場の競争状況や消費者の嗜好に
関するデータを収集・分析する能力を身につけ、企業の新製
品開発などで活躍します。

主な履修科目例
● 統計学
● マーケティング・サイエンス

● 情報分析特殊講義
● マーケティング・データ分析

● 多変量解析

大学院で経営学を専攻するために、学部の教育課程におい
て、経営学の各専門領域の科目を広く履修することで、大学
院での修学を基礎付けることを目指します。

主な履修科目例
● 消費者行動
● 意思決定科学
● コーポレート・ファイナンス

● ブランド戦略
● 組織と管理
● コスト・マネジメント

成蹊 Global Study Program（GSP）に参加して英語能
力の向上に努めると同時に経営学の基本も満遍なく履修し
て、国際的な舞台で活躍する職業人を目指します。

主な履修科目例
● 国際経営
● Japanese Economy
● Japanese Contemporary Issues

● 国際会計
● Regional Studies

● Topics in Business

中学校の社会科および高等学校の公民科の教員免許状を
取得し、実践的な教育を行える教員を目指します。

主な履修科目例
● 教職論
● 教育課程論
● 教育の方法と技術

● 教育相談
● 社会科・公民科教育法
● 教育実習

ベンチャー企業などを立ち上げる起業家として最も必要とな
る戦略とマーケティングの基礎知識を修得すると同時に国際
的に活躍できるように、学際科目の「グローバルと文化」領域
の科目を中心に履修します。

主な履修科目例

● 消費者行動
● イノベーションと製品開発
● ビジネス英語入門

● ベンチャー・ビジネス
● 企業の国際戦略
● 国際社会トピックス
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■ 法律学科
■ 政治学科法学部

Faculty of Law

学生インタビュー
教員紹介はこちら

本学Webサイト
学部・大学院
法学部

学部にフォーカス

未来の社会をデザインし、それを実現していく、クリエイティブで実践的な学問。それが法律学と政治学です。過去を振り返って検証

し、現実を直視して問題を掘り下げ、自由を尊び、多様な価値観を尊重し合いながら共に生きる方途を探ります。そこで求められるの

は「言葉と論理」の力。読みこなし、書き綴り、伝え、発信するための国際的視野と思考力、そして表現力です。ルールに則ってビジネス

を展開し、より良き人間関係を育むために、あらゆる分野で輝ける知的なスキルを磨いていきましょう。

複眼的思考力と豊かな表現力を有する、世界に通用する人の育成

学部の特徴 Features

少人数ゼミで
議論する力をつける

1年次より、少人数制のゼミで「議
論する力」を身につけていき、2・
3・4年次と段階的に専門性を高
めていきます。

学科の枠を越えた
多様な学びが可能

学科の枠を越え、法律学と政治学
両方の視点で立体的に学ぶ科目
履修が可能。視野が大きく広がり
ます。

卒業論文（ゼミ論文）
が必修

各自が問題意識に合わせて関心
のある研究分野を選び、卒業論文
（ゼミ論文）にまとめて論理的思考
力と論述力を鍛えます。

専門化やグローバル化に
対応したカリキュラム

エキスパート・コースと重点学修
認定制度を導入するとともに、一
部に外国語の運用スキルを磨くカ
リキュラムを編成しています。

リベラル・アーツと専門科目の融合を目指
し、教員のダブル配置による立体的・分野
横断的な授業です。専門を異にする教員
の、それぞれの専門性を生かした授業に
より、深い教養の獲得を目指します。

通常の専門科目で獲得した知識を基にしてさらに専門分野に関する学びを深めて
将来の進路に役立てたい、という学生に向けてLEコース、PSEコースを設置してい
ます。応用的な知識の伝達・少人数の学生を対象とした丁寧な添削指導など、満足
度の高いプログラムです。

クロスオーバー演習 公務員試験受験、法科大学院・大学院進学希望者などの
ニーズに合わせたプログラム

法律学科 ▲

 P44

高い専門性を実現し
高度職業人を養成する

2つの
プログラム
を導入

法律学・政治学の専門性を生かした道を目指
す、意欲の高い学生を対象としたコースです。

学びの軸を定め、体系的に学修を進めていくこ
とで、高度な専門性を身につける制度です。

エキスパート・コースprogram1

LEコース PSEコース

法律学科 政治学科
Legal Expert Political Science Expert

重点学修認定制度program2

2つのプログラムは併用可能

将来に備えてより体系的に学ぶ2つのプログラム
高度職業人養成システム

政治学科 ▲

 P45

Topics

法律学科 政治学科

政治理論・歴史

現代政治・行政

国際政治

金融と法

行政と法

国際関係と法

法律学科生と共に学ぶゼミも用意 法律学科生と共に学ぶゼミも用意
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授業紹介

礎となる科目
●基礎講義群
  現代日本の政治
  現代ヨーロッパ政治論
  現代東アジア政治論
  比較政治経済
  現代日本の行政　
  現代の国際関係
  政治思想の基礎
●政治学への案内
●基礎演習
●政治学原論

政治理論・歴史コース
●西洋政治思想史
●現代政治理論
●文化の政治学
●日本政治史

現代政治・行政コース
●政治過程論
●比較福祉政治
●行政学
●地方自治論

国際政治コース
●国際政治学
●国際政治史
●国際機構論
●中国政治外交論
●アメリカ政治外交論

政治学科では、経済的・社会的格差、ジェンダー平等、多文化共生、
気候変動、若者の投票行動、セキュリティと自由、平和構築など、現代
の課題について、①問題状況、②問題解決のための仕組み、③それら
に関わる根本原理の3点にわたる幅広い視野を身につけます。

現代社会の問題を多角的・立体的に学ぶ

1

政治学科では、1年次からの必修ゼミ、2年次のコース選択、3年次の
ゼミ論文執筆を通じて、多様な政治学上の専門を持つ教員の下で、
ほかの学生と共に、社会現象の表面だけでなく、歴史的経緯や構造
を分析・理解する力を身につけ、専門性を高めていきます。

少人数教育とコース選択で知識を深める

2

政治学科では、特にゼミでの実践を通じて、自ら立てた問いに答えつつ、
文章・報告・討論などで他者に自分の考えを論理的に表現する力も鍛
えます。そこで得られるのは、長期的な視野に立って他者と共に協力しな
がら課題を定め、その解決を目指す、社会人として最も必要な力です。

長期的視野に立ち、他者と共に社会を担う力を身につける

3

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

完
成
・
再
導
入
期

3
年
次

4
年
次

4年間の学修ステップ Four Years学科の特徴 Features

政治学科 Department of Political Science

グローバルな視野と豊かな発想力で未来を切り拓く

4年間の在学中、全期間にわたってゼミを履修できます（1年次
後期以降は各期ふたつまで）。各分野に精通した教員と共に、同
じ分野の学修・研究を志す仲間と議論しながら法的な思考力と
センスを磨きます。

ゼミ活動の充実した4年間

1

ビジネス、行政、法律実務、そして家庭生活に至るまで、あらゆる
分野で力を発揮する法的三段論法を、4年間かけて身につけま
す。単なる知識としての法律にとどまらず、条文を道具として実際
に使い、論述するために必須の思考スキルです。

法的三段論法に則った論理、読解、文章力を磨く

2

卒論執筆が4年間の目標。ゼミで教員や仲間たちと共に自分が
興味を持った分野の研究を深め、プレゼンテーションや書き方
の指導を受けながら論文として形にします。自分がアカデミック
な高みに至り、学位を得た証しとして、卒業論文（ゼミ論文）が一
生の宝になります。

卒業論文（ゼミ論文）で4年間の学修と研究を集大成

3

ゼミ紹介

導
入
期

1
年
次

ス
キ
ル
養
成
期

2
年
次

発
展
期

3
年
次

完
成
期

4
年
次

研究の集大成として卒業論文（ゼミ論文）
を執筆し法の未来を見定める
ビジネス、公務員、法科大学院進学、留学、起業など各自
の進路や問題意識に合った学修を進めるとともにゼミに
所属して仲間と共に卒業論文（ゼミ論文）を書きあげます。
（ゼミのテーマは下記を参照）

4年間の学修ステップ Four Years学科の特徴 Features

高度職業人養成システム Specialized Program

法律学科 Department of Law

深い専門知識と広い視野を身につけ法的思考で社会に貢献する

基礎知識を固め、自らの問題関心を
掘り下げる
1年次の学修を踏まえて深めたい問題関心を定め、それ
に沿って、設定された3つのコースのいずれかに所属し、
コースに関連の深い講義やゼミを通じて知識や問題意
識を深めます。

必要な基礎知識・技能を身につける
講義を通じて、政治という人間の多面的な営みについて
基礎知識を得ると同時に、1年次ゼミを通じて知識のイン
プットだけでなくアウトプットの方法についても学びます。

■ アメリカにおける生命倫理と法 ■ アメリカ民事訴訟法 ■ 国際的な私人間の様々な問題を解決する ■ 民法と著作権法（知的財産法）の
判例を研究して評釈を書く ■ 刑法各論の主要な論点に関わる重要な判例を学ぶ ■ 法的な知識からトラブル回避を考える ■ 労働法（会
社と社員のトラブルをどう解決するか） ■ 法の基礎理論と応用 ■ 現代の社会問題と法‒近代法の他者‒ ■ 日仏の近現代家族の特徴 
■ 現代の国際社会における諸問題をめぐる法と政策 ■ スポーツをめぐる法と政策 ■ 日本国憲法第21条に関連してメディアについて検討
する ■ 刑事手続法に関する重要判例 ■ ロボット・AIと法 ■ 警察行政について検討する ■ 英語文献を使用して憲法を学ぶ ■ 紛争解決
と民事司法について学ぶ ■ 行政法の重要問題について考える ■ 地方自治法に関する判例を検討する ■ 民法の司法試験問題を用いて
論述力を磨く ■ 民法判例研究 ■ 企業の合併や買収（M&A） ■ 会社（法制度）に関するトピックの検討 ■ 実際に株式会社を設立・運営し
てみよう！ ■ 企業の倒産 ■ 社会を動かした裁判-著名な訴訟事件の事実関係と法適用に関する研究

ゼミ紹介

■ 現代行政が抱える諸問題を取り上げ、改革を批判的に検証する ■ 少子高齢化社会の実態およびそれが国や地方自治体に与える影響 ■ 日本社会
における格差や分断を分析し、民主主義の将来を展望する ■ 戦後日本の政治システムおよび政治経済体制を理解する ■ 「明治維新」を通じた日本
の近代化とは何だったかについて考える ■ 沖縄と平和について考える ■ 中国・台湾・香港など激しく移ろうアジアの現状と歴史について学ぶ ■ ポー
ランドの医師・文学者J・コルチャクの時代と思想を通じて子どもの尊厳について考える ■ 保健衛生・環境・戦争をめぐる国際機関の可能性と実態を検
討する ■ 国際機関の現場で国境を越えた活動の実態を学ぶ ■ 現代世界における紛争・戦争と軍事力とがもつ意味を再検討する ■ 資本主義世界の
動揺が国際的な政治経済秩序に与える影響を理解する ■ 現代世界におけるデモクラシーの諸問題を考える ■ ジェンダーの視点から民主政治の現
実を問い直す ■ 戦後日本におけるデモクラシー、ナショナリズム、平和主義、ジェンダーの射程を考える ■ 戦争の記録／記憶の継承について考える 
■ エーリッヒ・フロム『自由からの逃走』を通じて民主主義と自由の関係について考える ■ 資本主義と環境問題と民主主義についての政治理論的考察

多様な法分野を知りゼミでの研究を深める
AI、金融、ICT、ジェンダー、企業経営など、一挙に広がる
多様な法分野から各自の興味にしたがって研究を深め、
未来志向のルールづくりを視野に展開します。

授業
紹介

●商法
●労働法
●環境法

●刑事手続法
●金融法
●国際私法

●知的財産法
●社会保障法
●経済法

法律による制度設計と
ルール形成の仕組みを探究する
1年次の基本を発展させ、国際的・行政的なルール形成、
裁判手続の仕組み、政治学まで隣接分野も学び、ルール
を応用する力を養います。

授業
紹介

●家族法
●行政法

●民事手続法
●国際法

●現代法過程論

ルールの仕組みは
知れば知るほど面白い
日常的な売買や債権・債務に関わる民法、国民の自由を保
障する憲法、そして犯罪と刑罰を定めた刑法を中心として、法
律というルールによる制度設計の基本と面白さを学びます。

授業
紹介 ●憲法　●民法　●刑法　●比較法

3年次では2年次までの学修を踏まえ、自らが設定した課
題を多角的・立体的に考察する力を鍛えます。特にゼミ論
文の執筆では、考察の成果を論理的に発信する力を身に
つけます。4年次では、ゼミ論文で十分に考察できなかっ
た問題や、そこから生まれた新たな問題関心を中心に、専
門知識を積み重ねます。その意味で、4年次は再導入期
になります。

多角的・立体的に政治や社会を
理解する目を養い、卒業後の進路を
見据えた専門知識と発信力を修得する

公務員／法科大学院進学／法律専門職／
企業の法務

LEコースLegal Expert

将来

全ての法分野の基礎となる民法を中心とした高度な学
修を通じて、法律のエキスパートを目指します。在学中
に難関資格試験の合格や企業の法務部を目指す学
生、そして法科大学院志望者などに最適なコースです。

銀行／保険／証券／広告／公務員／
情報・サービス

将来

金融と法
金融ビジネスに必要な法的
知識を学び、世界に通用す
る力をつけます。

行政と法
国や地方公共団体など公
共部門の組織や活動に関
する法を学びます。

国際関係と法
国際的な紛争や法的ルー
ルなど、国際関係と法の関
わりを学びます。

エキスパート・コース 重点学修認定制度

民法を中心とする重要分野を集中的・
発展的に学ぶ

高度職業人養成システム Specialized Program

公務員／商社／マスコミ／大学院進学／
国際機関／NGO／コンサルタント

将来

人権・環境・多文化共生などの課題を深く理解し、その
解決策を模索します。また、自由・平等・民主主義のよう
な政治学の古典的課題が、現代社会においてどのよう
にあらわれているのかを深く理解します。

商社／外資系企業／公務員／マスコミ
将来

政治理論・
歴史

政治・社会現象を理論的・
歴史的に捉え直して、ある
べき社会を模索します。

現代政治・
行政

現代政治・行政のダイナミ
ズムを多様な視点から学び
ます。

国際政治
国際社会の組織化の原理
と変化の動態を歴史的・理
論的に理解します。

エキスパート・コース 重点学修認定制度

政治の世界をより深く、多角的に学ぶ

PSEコースPolitical Science
Expert
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■ 英語英米文学科
■ 日本文学科

■ 国際文化学科
■ 現代社会学科文学部

Faculty of Humanities

学生インタビュー
教員紹介はこちら

本学Webサイト
学部・大学院
文学部

文学部で学ぶ学問は人文学と呼ばれます。学科ごとに研究の対象や方法論は異なりますが、目指すところは同じ。過去から現在まで

の多様な社会・文化と、その担い手である人間について探究します。人工知能研究の進展によって人間と技術の境界が曖昧になり

つつある現在、人文学の重要性はますます高まっています。広い視野と多角的な視点を獲得し、人間と社会・文化を柔軟な知性で捉

え、物事の本質を見抜く批判力を養います。

柔軟な知性で「人間の本質」を見抜く自立的人間、国際教養人を養成

学部の特徴 Features

少人数教育だから
生まれる人間的交流

1年次から少人数のゼミを設け、
きめ細かい指導を実施。教員と学
生、また学生同士の人間的交流
を重視しています。

自主性と考える力が
養われるゼミ

3・4年次のゼミは、卒業論文に向
けて、同じ教員が指導を行います。
自らテーマを探して問いを立て、
考える力を養います。

自由な科目選択で
広い視野を身につける

4学科の枠にとらわれない自由な
科目履修が可能。広い視野、多角
的な視点で物事を考えられる人
を育てます。

現代社会のニーズに
即した共通科目を設置

デジタル・ヒューマニティーズ科目
や文学部学際発展科目など、AIや
多様な人との共生を扱う科目で
今後の文化や社会を考えます。

日本語教員養成コースは、日本語を母語としない人の日本語学習を支援する「日本語教員」
を養成するコースです。本コースでは、日本語教授法や日本語の仕組み、歴史などを学び、日
本語や日本文化を教えるための知識とスキルを実践的に身につけます。日本語教員は、
2024年度から国家資格となり、本学の文学部または国際共創学部で所定の科目を履修
し、かつ、卒業後に文部科学省の定める試験に合格すると、登録日本語教員の資格が得られ
るようになります。

官民における芸術文化振興の
担い手を育成することを目的
として開設されたコースです。
行政やNPOによる芸術文化
振興の実務を学ぶとともに、芸
術文化を通じてさまざまな人
たちが共生できる社会を考え
ていきます。

日本語教員養成コース 芸術文化行政コース

英語学 近現代文学 異文化理解 社会学

文学研究
日本語学 国際関係 メディア研究英語教育
古典文学 歴史・文化 社会調査

文化研究 創作 地域研究 コミュニティ
通訳・翻訳 日本文化 文化人類学 サブカルチャー

学びのキーワード 興味のあるキーワードから学科を知ってください。

英語英米文
学科 ▲

 P48
日本文
学科 ▲

 P49

英語英米文学科 日本文学科 国際文化学科 現代社会学科

国際文化
学科 ▲

 P50
現代社会
学科 ▲

 P51

学部にフォーカス 学際的視点で、人間性を探究する

※「日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する法律」（令和５年法律第41号）に基づく「登録日本語教員養
成機関」は登録済み。実習を行う「登録実践研修機関」は2028年度から開始の予定ですが、文部科学省における登録申請審査の状況によっては、
登録実践研修機関の開設時期等が変更となる可能性があります。

Topics

グローバル化・多様化する社会に向けて学科横断型コースで学ぶ
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1～4年次までの基幹科目で、日本語・日本文学研究の基本知識を
段階的に身につけます。2年次の必修のゼミでは「古典文学」「近現
代文学」「日本語学」の3分野を全て学修して研究の基礎を幅広く
身につけ、3年次以降に専門的なテーマをより深く追究するための
知力を養います。

日本語・日本文学を広く深く学ぶ

1

美術、民俗、思想、演劇、暮らし、中国文学、翻訳、映像、メディア、
ジェンダー、データベースなど、日本の社会や文化、歴史を幅広く学
ぶことで、自らが探究していく日本語・日本文学の専門的なテーマ
を多角的な視野で捉えられるようにします。

日本の社会・文化・歴史を理解し自らの学びを相対化する

2

日本語・日本文学や日本文化への幅広い知識を生かしながら、現実社
会の問題に主体的・能動的に関わる実践力を身につけます。編集や創
作、話し方などを実践的に学ぶワークショップ科目や、日本語・日本文
学に関する特定のテーマを設定し、資料などの調査・分析を踏まえて、
その成果を展示・発表するプロジェクト型科目を用意しています。

主体的に学び、実践力を養う

3

ゼミ紹介

学科の特徴 Features

カリキュラムイメージ Curriculum Image

日本文学科 Department of Japanese Literature

日本語・日本文学を深く学ぼう 広い視野と実践力を兼ね備えた人になろう

学科の特徴 Features

英語英米文学科 Department of English

英語を通じて世界を知ろう 真に創造的な人間になろう

■ 和歌の鑑賞眼を養う 
■ 『源氏物語』を読む
■ 『宇治拾遺物語』を読む

■ 近世の怪談を読む
■ 芥川龍之介の短編小説
■ 「怪異」の想像力

■ 国語教育の近現代文学
■ 恋愛の近代文学
■ 資料から知る江戸語

■ 似た意味のことばの違いを分析
■ 日本語変化の実証的解明
■ レトリックの言語的分析

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

発
展
・
完
成
期

3
年
次

4
年
次

専門的な学問に取り組むための
基礎力を養う
大学での学修に必要な基本的な技術を学び、ネイティ
ブスピーカーによる学期中と集中講義期間中の英語授
業によって「英語漬け」を体験します。言語、文化、芸術
という3つの分野（フォーカス）の導入となる入門科目
を通して自分の学術的関心を磨きます。

●Integrated English I & II
●Summer Intensive

●セミナー I & II
●フォーカス入門科目*

授業
紹介

専門分野の理解を深め
議論の仕方を学ぶ
言語、文化、芸術という3つの分野（フォーカス）を専門
的に研究していくための基礎的な理解を深め、議論の
仕方を学びます。

●Integrated English III & IV
●セミナー III & IV　●フォーカス科目*

授業
紹介

4年間の学修ステップ Four Years

ゼミを中心に高度な専門能力を養い
その成果を卒業論文にまとめる
これまで学んできた知識をさらに発展させ、少人数制
のゼミで専門研究に携わり、未知のものに対処する創
造力を培います。そして、その成果をゼミの授業や指導
教授との対話を通して、卒業論文としてまとめます。

授業
紹介

●Integrated English V & VI
●セミナー V & VI　●フォーカス科目*

3
年
次

●セミナー VII & VIII ●フォーカス科目*
●卒業論文

4
年
次

■ Investigating Conversation; The Pragmatics of Communication
■ The interdisciplinary field of Gender Studies
■ Carl Gustav Jung’s theories of archetypical psychology
■ 英語圏の文化研究の基礎と応用として精神分析の理論を学ぶ
■ 第1および第2言語習得論の基礎的知識と教授法に関する理論を学ぶ
■ ミュージカル映画鑑賞を通じてどのようなイデオロギーを体現しているかを考える

■ アメリカ社会におけるレイシズム
■ 日本の英語教育における問題点
■ 第二次世界大戦を描いた英語圏文学
■ 言語から見える話者の「立ち位置」を読み解く
■ ポストコロニアル文学
■ 現代アメリカ文学　■ 言語とジェンダー

●言語学入門 ●英語圏文化入門
●英語圏芸術・思想入門

＊フォーカス入門科目
●言語学 ●翻訳・通訳学 ●社会言語学 ●英語学 ●英語教育 ●英語圏文化研究（ジェンダー）
●複言語・複文化主義 ●レイシズム ●アメリカ文学史 ●イギリス文学史 ●舞台芸術論　　  ●批評理論

＊フォーカス科目（例）

「英語ができるようになりた
い」という皆さんの願いを叶
えるための手助けを私たちは
します。なぜなら私たちもま
た、外国語の習得や外国人
との接触によって、自分のも
のの考え方が変わり、人間と
して成長できることを経験的
に知っているからです。英語
を学び、英語が話される地域
の言語・文化・社会・歴史に
ついて知ることで、もっと深く
世界を体験しましょう。

英語を通じて
世界を知ろう

1

Explore English,
Explore the World

英語を使って英語圏の言語、文化、
歴史を学び研究することを通して、自
ら問題を発見し、解決することのでき
る創造力を培いましょう。未だないも
のをつくりだすことのできる人間の創
造性は、人工知能にはない特性で
す。この普遍的な力を引き出しそして
磨く手助けを私たちはします。皆さん
は、4年間の学びを通して、学友との
相互作用の刺激を受けながら自律し
て問題を整理し、分析し、結論を導く
力をつけることができます。この力は、
将来を拓く糧になるでしょう。

真に創造的な
人間になろう

2

Unlock Your Creativity,
Make a Difference

Unlock Your Creativity, 
Make a Difference

Explore English, 
Explore the World

言語と
社会

文化と
歴史

芸術と
思想

英語

ゼミ紹介

4年間の学修ステップ Four Years

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

完
成
期

3
年
次

4
年
次

日本語・日本文学研究の基礎を修得
日本語や日本文学を研究するための基礎的な知識を幅広
く身につけます。また、入門的なゼミ（演習）で大学での学び
のスタイルを修得します。

●入門演習　●日本文学研究の基礎
●日本語研究の基礎　●日本語の構造

基幹
科目
（必修）

古典文学、近現代文学、日本語学
の３分野を学ぶ
古典文学、近現代文学、日本語学の３分野について、専
門的に研究していくための方法や考え方について基礎
から丁寧に学びます。

●古典文学基礎演習　●近現代文学基礎演習
●日本語学基礎演習

基幹
科目
（必修）

●日本文学演習／日本語学演習
●卒業論文

基幹
科目
（必修）

ゼミで専門テーマを深く掘り下げ
卒業論文にまとめる
専門のゼミに所属し、より深い知識や技術を学ぶと同時に、
教員の指導の下で、自ら設定したテーマについて調査し考
察を深めながら、じっくりと卒業論文の制作に取り組みます。

ゼ
ミ
で
見
つ
け
た
テ
ー

マ
を
掘
り
下
げ
て
論

文
に
ま
と
め
る

ゼ
ミ
を
選
択
し
、専
門

領
域
を
深
く
学
び
、自

ら
の
研
究
テ
ー
マ
を

模
索
す
る

日
本
語
・
日
本
文
学
の

3
分
野
を
幅
広
く
学

び
、自
分
の
興
味
・
関

心
を
見
定
め
る

日
本
語
・
日
本
文
学

を
学
ぶ
た
め
の
基
礎

を
修
得

日本語・日本文学を広く学ぶ 基幹科目

近現代
文学

古典文学 日本語学

俯瞰力

実践力

日本の社会・文化・歴史を理解し、自らの学びを相対化する 展開科目

身につけた知見を生かして主体的に学び、社会で役立つ力を養う 実践科目

卒
業
論
文

1年次 2年次 3年次 4年次
PICK UP 授業

留学 英語学

文学研究 インターン
シップ

教員免許 文化研究
基幹科目（選択）―日本語・日本文学を深く学ぶ
●日本語の表現　●日本語の文法　●日本語の歴史
●文芸の創作と技法　●源氏物語を読む　●中世の文学と文化
●近世の文学と文化　●近代文学を読む　●現代文学を読む

展開科目―現代から見る・視野を広げる
●現代日本語論　●コーパス日本語学　●ジェンダーで読む文学
●近現代文学とメディア　●映像作品と日本文学　●翻訳と文学
●古典文学と現代文化　●日本美術史　●日本民俗学　●日本演劇史

実践科目―実践力を鍛える
●プロジェクト演習　●編集ワークショップ　●創作ワークショップ
●話し方ワークショップ　●書誌学ワークショップ
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部
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複雑化する現代社会に「社会学」と「メディア研究」の2つの軸から
アプローチします。社会学では現代の社会現象と社会問題につい
て分析します。メディア研究ではメディアを分析し、そこに埋め込ま
れた価値観を読み解き、それらの受容過程を解き明かします。

社会学とメディア研究から現代社会にアプローチ

1

「社会調査演習」では日本全国を対象に社会調査を実施し、最終
的に「社会調査士」資格を取得します。「メディア・リテラシー演習」
ではラジオ番組や映像作品を制作します。「コミュニティ演習」では
フィールドワークを通じて地域の課題に取り組みます。

3つの実践科目で社会に直結する力をつける

2

現代社会をどう把握するかという「問題発見力」を身につけ、社会
調査やメディア分析を自力で行うための「リサーチ力」を養います。
その上で、論文やプレゼンテーションで研究成果を効果的に発信
するための「表現力」を鍛えます。

問題発見力・リサーチ力・表現力を鍛える

3

ゼミ紹介

学科の特徴 Features

現代社会学科 Department of Contemporary Societies

社会学とメディア研究の視点から問題解決能力を養成する

国際文化学科 Department of Cross-Cultural Studies

世界の多様性を学び 国際社会で活躍する人材へ

■ デジタルメディア論
■ 都市と地域の社会学
■ 情報のパーソナライズ
■ ジェンダー・メディア・歴史

■ 若者文化・教育・メディア・歴史
■ ライフスタイル・ウェルビーイング・
不平等の社会学

■ メディア環境を考える

■ 身体とスポーツの社会学
■ 家族・コミュニティ・
ライフコースの社会学

■ 福祉の社会学

■ 社会階層・ネットワーク・
社会的自由の社会学

■ ケアの社会学

国際文化学科は、歴史・地域文化研究、文化人類学、国際関係研究
にまたがる学際的なカリキュラムを提供しています。個々の学問分野
の境界が切り分けてきた、人や社会、文化、世界に関する「知」を、時
間と空間の広がりの中で統合的に再編することを目標としています。

世界の総合的な理解を促す学際的な学び

1

越境的現象と多文化的状況が日常化する現代世界。そこに生きる
私たちに何が必要かを考え、先駆的で幅広いカリキュラムを組んで
います。社会の中での学びや時代を先取りする研究を促し、学生と
教員がタッグを組んで今日的な「実践知」を創成します。

学生と教員が協働してつくり出す、「実践知」の創成現場

2

国際文化学科のカリキュラムは、複数の学問分野を組み合わせ、履
修者が関心に応じて学びの射程を決められる自由度の高さを備え
ています。新鮮で建設的な視野を育み、「世界とは、人間とは何か」
という深遠なテーマに果敢に取り組んでほしいと願っています。

学生の探究心を支援する、自由度の高いカリキュラム

3

ゼミ紹介

学科の特徴 Features

■ アジア・アフリカの歴史と文化
■ 権力政治的・地政学的な視点から
国際関係を見る術を学ぶ

■ 文化人類学
■ 国際関係論の基本事項や重要論点

■ ヨーロッパの歴史と文化
■ 国際関係に文化の視点から取り組む
■ イギリス史を多面的に研究する
■ アメリカ合衆国における文化的多様性と国民統合
■ アメリカ合衆国の社会・文化史・日米関係

■ 日本を中心とする東アジア近現代史の
歴史・社会・文化

■ 歴史研究の基礎的手法を習得する
■ 日本・東アジア社会の歴史と文化
■ 文化人類学およびジェンダー

4年間の学修ステップ Four Years

導
入
期

1
年
次

発
展
期

2
年
次

完
成
期

3
年
次

4
年
次

現
代
社
会
の
総
合
的
理
解

社会学

メディア
研究

2
つ
の
軸
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

社会調査
演習

メディア・
リテラシー
演習

コミュニティ
演習

3
つ
の
実
践
科
目

問題発見力

リサーチ力

表現力

3
つ
の
力
を
身
に
つ
け
る

学科の専門科目を発展的に学修し
研究テーマを絞る
学科専門分野の発展的かつ実践的な知識や研究手法
を身につけます。英語を含むさまざまな外国語の学修も
奨励されます。多様な学問分野の重なり合いを踏まえ、
自分自身の研究の射程を定めます。

授業
紹介

●国際文化英語演習
●国際文化論

●文化人類学特講 Ⅰ・Ⅱ
●アメリカの歴史と文化A・B

ゼミで研究テーマを掘り下げ
卒業論文を執筆する
ゼミで各自の研究テーマに本格的に取り組み、担当教
員や仲間との対話や交流を重ねながら卒業研究を進
めます。同時に、各人の関心に応じて専門性を高め、研
究に広がりや深みを持たせます。4年間の学修の集大
成として、学術的意義のある独創的な卒業論文の完
成を目指します。

授業
紹介

3
年
次

4
年
次

●演習 Ⅰ・Ⅱ
●平和学特講A・B

●グローバル化の人類学
●日本文化・
  文化史特講A・B

●演習 Ⅲ・Ⅳ
●卒業論文

●アジア文化・
  文化史特講A～D

学科の専門科目の基礎を学ぶ
歴史・地域文化研究、文化人類学、国際関係研究に
またがる学科専門分野の基礎的な知識と研究手法
を講義で学び、その成果を発信するスキルをゼミで磨
きます。

授業
紹介

●入門演習 Ⅰ・Ⅱ
●平和学入門

●文化人類学入門 Ⅰ・Ⅱ
●歴史学入門

4年間の学修ステップ Four Years

導
入
期

1
年
次

発
展
期

2
年
次

完
成
期

3
年
次

4
年
次

社会学とメディア研究の専門知識を
体系的に学ぶ
家族、ジェンダー、社会階層、福祉、労働、都市などの社
会学、雑誌、テレビ、広告、インターネットなどのメディア
研究から、各自の関心に沿って学びます。

授業
紹介

●メディア文化論
●コミュニティ演習

●メディア・リテラシー演習

ゼミで研究テーマを深く掘り下げ
卒業論文にまとめる
各自の研究テーマに取り組みながら、理論や概念、調査
法や分析法など、専門研究のための高度な能力を身に
つけ、それらを基にゼミでの議論を通じて問題意識を深
めます。その上で、アンケートやインタビュー、資料分析
やメディア分析など、必要な調査や分析を実施し、卒業
論文にまとめます。

授業
紹介

3
年
次

4
年
次

●社会階層論
●身体とスポーツ
  の社会史

●映像メディア論
●社会調査演習

●演習 Ⅲ・Ⅳ ●卒業論文

現代社会をめぐる研究テーマと
分析の方法論を学ぶ
さまざまな社会現象やメディア表現に幅広く目を向けな
がら、現代社会にアプローチするための視座と方法を学
び、基礎的なスタディ・スキルを身につけます。

授業
紹介

●現代社会入門
●コミュニケーション論入門

●社会学入門
●メディア論入門

学びのイメージ Image of Learning

卒業

1
年次

2
年次

3
年次

4
年次

国際関係科目

歴史・文化研究科目

広域科目

文化人類学科目

卒業論文

学びのイメージ Image of Learning
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国際共創学科
■ 国際日本学専攻
■ 環境サステナビリティ学専攻国際共創学部

Faculty of Global Studies and Sustainability

国際共創学部の詳細は
Webサイトをご覧ください。

本学Webサイト
学部・大学院
国際共創学部

学部にフォーカス 文理の複眼と、総合知を活用し物事の本質を捉える

国際共創学部は、「今」そして「この先の未来」における社会課題を解決するための知識や技能、思考力を身につける学部です。グ

ローバルな文化交流、共生社会や環境保全などの具体的な分野において、文理の枠を越えた複眼思考を養い、また理論と実践、

ローカルとグローバルを往復する学びを通して、現代社会の課題に対する解決策を提案し、実際に貢献する力を育みます。

持続可能な地球・社会の実現を「文理複眼」
他者との「共創」をテーマに探究する

学部の特徴 Features

グローバル･
コミュニケーション

卒業に必要な単位の約1/4は英
語力強化を中心とした言語･グ
ローバルスキル育成科目です。充
実した英語学修や留学などを通
して語学力、異文化･多様性理解
などのグローバル社会で必要な力
を身につけます。

フィールドワーク

日本各地にとどまらず、多様な言語
が飛び交う海外も学びの舞台。「国
内フィールドスタディ」では地方の
都市部や農村などが、「海外フィー
ルドスタディ」では他国がそれぞれ
直面している現実の課題などにつ
いて現地の協力を得て学びます。

データ分析･活用力

「データサイエンス基礎」「統計学
基礎」など、データサイエンスやAI
技術の基礎になる授業を通して、
今後あらゆる領域において必須と
なるデータ分析・活用力を修得。
未来社会の中核として活躍できる
人材の育成を目指します。

少人数制の
ゼミ教育

少人数の学生同士が互いに学び
合う「双方向対話型」の授業を実
施。多くの時間をかけてひとつの
テーマを掘り下げていくプロセス
を通じ、知識を身につけ、専門分
野の学びを深めていきます。

日本語教員養成コースは、日本語を母語としない人の日本語学習を支援する「日本語教員」を養成するコースです。本コースでは、日本
語教授法や日本語の仕組み、歴史などを学び、日本語や日本文化を教えるための知識とスキルを実践的に身につけます。日本語教員
は、2024年度から国家資格となり、本学の文学部または国際共創学部で所定の科目を履修し、かつ、卒業後に文部科学省の定める試
験に合格すると、登録日本語教員の資格が得られるようになります。
※「日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する法律」（令和５年法律第41号）に基づく「登録日本語教員養成機関」は登録済み。実習を行う「登録実践研修機関」は
2028年度から開始の予定ですが、文部科学省における登録申請審査の状況によっては、登録実践研修機関の開設時期等が変更となる可能性があります。

環境サステナビリティ学専攻 ▲

 P56国際日本学専攻 ▲

 P54

～人の営みからの理解
国際日本学からのアプローチ

～人を取り巻く世界の理解
環境サステナビリティ学からのアプローチ

文
化
、芸
術
、信
仰
の

対
象
と
し
て
の
富
士
山

豊
か
な
自
然
、観
天
望
気
、

科
学
の
対
象
と
し
て
の
富
士
山

Topics

日本語教員養成コース

富士山を知る
とは？

例えば

物事はさまざまな側面を持つ。
見方によって、違った姿が浮かび上がるが、どれも真実。
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国際日本学専攻 Major in Global Japanese Studies

国際的な視点から日本を学び、世界と結ぶ。文化学・地域学を専門に日本と世界の架け橋となるグローバル人材へ

英語コミュニケーション能力を鍛え、異文化理解・
コミュニケーションに関する基礎的な知識や具体例
を学びます。海外留学や研修も視野に入れ、自分と
は異なる背景を持った他者とのコミュニケーション
において留意すべき事項を実践的に学びます。

Intercultural Communication

PICK UP! 成長を支える学び・科目紹介

なぜ国際日本学を学ぶのか

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

世界の中の日本という視点に立ち、「日本文化と
は何か」という問いを、歴史、言語、芸術、思想、社
会、政治、経済など、人文・社会科学にまたがるさ
まざまな観点から学際的に検討します。

国際日本文化論

日本における地域資源の「発見」の歩み、また世界
文化遺産や日本遺産の取り組みと意義を学んだ
上で、現代の地域創生の動きの中で文化財などの
利活用について考えていきます。
学部を特徴付ける共創プロジェクトでは、二つの
専攻の文理融合の集大成として、地域における社
会課題や、地域のさまざまな特徴や価値を見出
し、課題の解決や地域の魅力の発信などに取り組
むプロジェクトを実施します。

地域資源論、共創プロジェクト

卒業研究は、学生が自ら選んだテーマを深く探
究し、独自の視点で考察する学びの集大成です。
研究計画の立案、先行研究のレビュー、調査・分
析方法の修得、論文執筆技術を学びます。文献
調査やフィールドワークなど多様な手法を駆使
しながら、定期的な進捗報告を通じて研究を発
展させ、最終的に論文などに総括します。

卒業研究 Ⅰ・Ⅱ

異文化理解を目的に、グローバル人
材に必須となる英語コミュニケーショ
ン能力を身につけ、多様なコミュニ
ケーションスタイルに対応できる実践
力を育成します。

成長目標・身につける力

グローバル社会において、日本と世界の
つながりの中で「日本文化」の特徴を複
眼的に理解する知識を身につけます。

成長目標・身につける力

成長目標・身につける力

研究計画の策定、実行、結果のまと
めといった一連の取り組みを主体的
に行うことにより、確かな問題解決
能力を身につけます。また、他者から
のフィードバックを受けることにより
考察をより深化させます。

成長目標・身につける力

グローバルな社会課題に
文化と地域から挑む

地球環境、文化多様性、地域社会、国際理解
など、私たちが生きる現代社会はグローバル
化が進むとともに複雑性も増しています。これ
らの諸課題を日本と世界の「文化」「地域」か
ら探究し、グローバルな文化の交流、持続可
能な社会、より良い未来の構築を考えます。

日本と世界の地域資源や文化財に焦
点を当て、これらが地域社会の持続的
発展にいかに活用されてきたのか、地
域創生のあり方を考察します。
共創プロジェクトでは、プロジェクトデザ
イン・マネジメントの基礎力を整えます。

国際的な視点から日本の文化・地域について学び、文化多様性
や地域の諸課題を捉えます。文化学では、生活文化、日本美術、
ポップ・カルチャー、異文化交流・比較文化など、文化を通じた
世界とのつながりを学びます。また地域学では、地域創生、共生
社会など、グローバル化する地域の諸課題に取り組みます。さら
にフィールドワークや共創プロジェクトを通じて専門分野の理
解を深め、実践力を養います。

「文化」「地域」を専門に学ぶ

1

英語で専門分野を学ぶ「グローバル科目」を中心に、国際社会への発信力
や情報収集力、さまざまな国や地域の人 と々協働できるグローバルコミュニ
ケーション力を育成します。また、初修外国語（フランス語、中国語など）を学
ぶことで、多様な地域の文化・社会をより深く理解することができます。海外
留学やフィールドワークを通じ、これらの言語スキルを実践的に生かしなが
ら、グローバルな視点から研究を深化させていくことを推奨しています。日本
語教育では、こうした複言語コミュニケーションや異文化理解の経験を生
かし、国家資格である登録日本語教員の資格取得も目指すことが可能です。

日本と世界の架け橋となるグローバル人材を育む

2

基
礎
力
涵
養
期

1
年
次

発
展
期

3
年
次

完
成
期

4
年
次

4年間の学修ステップ Four Years専攻の特徴 Features

ゼミなどで確かな専門性を獲得
1・2年次の基盤科目および発展科目の知識・スキルを前
提にした「国際日本文化特殊講義」など、専門性を高めた
学びが中心に。ゼミ活動によるディスカッション能力向上
のほか、副専攻の履修など、国際日本学領域における内容
をより複眼的な思考で深めていきます。

授業例

●演習 I・Ⅱ　●共創プロジェクト
●Topics in Japanese Culture
●Language and Literature
●国際日本文化特殊講義　●地域資源論　など

発展的な思考を身につける
「文化」「地域」の専門的な学びを深める「発展科目」、国内
や海外のフィールドスタディなどを通じ、実践的な知識・ス
キルの修得を目指します。また「グローバル科目」では文化・
社会・環境など幅広い専門分野を英語で学びます。さらに
学部横断型の選抜型プログラムGSP（

▲

P22）で英語力と
専門性を一層磨くことも可能です。

授業例
●英語文献講読　●国際日本文化論
●多文化共生論　●Japanese Popular Culture
●Regional Studies　●海外フィールドスタディ など

卒業研究を通して学びの総仕上げ
4年間の学びの集大成と位置付け、自ら設定したテーマを
より深く学び、掘り下げながら、学生一人ひとりが「卒業研
究」をまとめ上げます。専門性の体系化はもちろん、培って
きたアカデミックな表現力や思考力を活用していくことも
重要に。社会人になったあとも活躍していけるよう、将来を
見据えたこれまでの学びの総仕上げを行います。

授業例 ●卒業研究 Ⅰ・Ⅱ　など

4年間の学びの基礎づくり
独自の教養カリキュラムや基盤科目をはじめとする、基礎
的な科目を幅広く履修。「国際共創入門」「フィールドワー
ク入門」や「データサイエンス基礎」など、4年間の学びの
礎となる知識・スキルを身につけていきます。また英語や初
修外国語の科目も履修し、希望者は短期留学にもチャレ
ンジ。グローバルな学びに向けた基礎を固めます。

授業例

●Intercultural Communication
●現代社会とアート　●アカデミック・スキルズ Ⅰ・Ⅱ
●国際共創入門　●フィールドワーク入門
●国際協力論　●データサイエンス基礎　など

想定される
将来像

■ 民間企業のグローバル部門・サステナビリティ（CSR）部門・企画部門　■ 国家公務員・地方公務員（国際交流部門や環境保全部門など）
■ 独立行政法人（国際協力機構[JICA]など）　■ 国際交流基金等国際交流機関　■ 地域づくりなどの団体や社会的企業
■ 登録日本語教員　■ 大学院進学

ゼミナール科目
（アカデミック・スキルズ I・II、英語文献講読、演習 I・II）

基盤科目
（共通文理、人文学系、自然科学系）

発展科目
（文化、地理・地域）

国際日本学

グローバル科目
（英語を学ぶ、英語で学ぶ）

実行力・コミュニケーション力

基礎知識やスキル社会人基礎力 論理的思考や分析力高度な専門性

フィールド・実践科目
（実験・実習、国内・海外フィールドスタディ、共創プロジェクト）

日本語教員養成コース科目

卒業研究
 I・II

専
門
技
能
の
導
入
と
ス
キ
ル
養
成
期

2
年
次
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環境サステナビリティ学専攻 Major in Environmental
Sustainability Studies

社会・自然環境理解に基づくグリーン人材を育成し文理の総合知と複眼的思考から持続可能社会の実現に貢献する

PICK UP! 成長を支える学び・科目紹介

なぜ環境サステナビリティ学を学ぶのか

自然とともに生きる知恵を
未来へつなぐために

私たちは、四季折々の美しく豊かな自然の恵
みを受ける一方で、地震や風水害など自然の
脅威とともに生きています。人・社会・自然と向
き合い、より良く生きるための知恵を磨き、
ずっと先の未来の子どもたちに「自然の恵み」
と「知の力」を残す義務があります。

例えば、気候変動や資源の枯渇、廃棄物の増加といった課題。
これらは単なる環境問題にとどまらず、経済や人々の健康、地域
社会のあり方にまで影響を及ぼします。
さまざまな要因が絡み合うこれらの社会問題の本質を理解し、
自分たちの日常とのつながりを知ることを通して、未来社会に必
要な課題探究力を身につけます。

個人を取り巻く社会課題を学び
本質を見抜く探究を

1

世界的課題に対する課題解決策を導くためには、多角的な視点
からの学びが必要不可欠です。
本専攻では、地理学や環境学をベースに自然科学だけでなく文
化的側面からも課題解決力を修得。複眼思考による課題への
深い理解を通して、企業や自治体、国際機関など、さまざまな分
野で活躍しながら未来社会をリードする力を身につけます。

地理学や環境学、文化的側面を
理解し、課題解決策を導き出す

2
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4年間の学修ステップ Four Years専攻の特徴 Features

ゼミなどで確かな専門性を獲得
1・2年次の基盤科目および発展科目の知識・スキルを前
提にした「地理学・地域学特殊講義」など、専門性を高め
た学びが中心に。ゼミ活動によるディスカッション能力向
上のほか、「グローバルスタディプログラム」および副専攻
の履修など、環境サステナビリティ学領域における内容を
より複眼的な思考で深めていきます。

授業例
●演習 I・II　●環境データ解析　●データサイエンス発展
●海外フィールドスタディ　●地理学・地域学特殊講義
●地球環境学特殊講義　●都市防災学 など

発展的な思考を身につける
「環境」および「地理」に関連する学びをさらに深める「発
展科目」や積極的なフィールドワークなどを通して、より実
践的な知識・スキルの修得を目指します。また、英語科目で
はトピック演習として「英語文献講読」を履修するなど、専
門分野・専門用語に触れながら、論理的思考や批判的な
読解能力などを身につけます。

授業例

●英語文献講読　●地理情報科学　●現代地域論
●地域創生論　●気候変動論
●自然環境フィールド調査法　●観光地理学
●気象学 など

卒業研究を通して学びの総仕上げ
4年間の学びの集大成と位置付け、自ら設定したテーマを
より深く学び、掘り下げながら、学生一人ひとりが「卒業研
究」をまとめ上げます。専門性の体系化はもちろん、培って
きたアカデミックな表現力や思考力を活用していくことも
重要に。社会人になったあとも活躍していけるよう、将来を
見据えたこれまでの学びの総仕上げを行います。

授業例 ●卒業研究 Ⅰ・Ⅱ　など

4年間の学びの基礎づくり
独自の教養カリキュラムや基盤科目をはじめとする、基礎的な
科目を幅広く履修。「フィールドワーク入門」や「サステナビリ
ティ概論」といった科目は、当学科・専攻ならではの学びの入
り口にもなるなど、4年間の学びの礎となる知識・スキルを身に
つけていきます。また、学生のレベルに合わせた英語関連科目
も履修し、グローバルな学びに向けた基礎を固めていきます。

授業例

●人文地理学　●環境科学基礎
●サステナビリティ概論　●アカデミック・スキルズ I・II
●データサイエンス基礎　●統計学基礎
●フィールドワーク入門　●国内フィールドスタディ など

想定される
将来像

ゼミナール科目
（アカデミック・スキルズ I・II、英語文献講読、演習 I・II）

基盤科目
（共通文理、人文学系、自然科学系）

発展科目
（環境、地理・地域）

環境サステナビリティ学

グローバル科目
（英語を学ぶ、英語で学ぶ）

実行力・コミュニケーション力

基礎知識やスキル社会人基礎力 論理的思考や分析力高度な専門性

フィールド・実践科目
（実験・実習、国内・海外フィールドスタディ、共創プロジェクト）

日本語教員養成コース科目

卒業研究
 I・II

専
門
技
能
の
導
入
と
ス
キ
ル
養
成
期

2
年
次

■ 民間企業のグローバル部門・サステナビリティ（CSR）部門・企画部門　■ 国家公務員・地方公務員（国際交流部門や環境保全部門など）
■ 独立行政法人（国際協力機構［JICA］など）　■ 地域づくりなどの団体や社会的企業　■ 気象（環境）コンサルタント　■ 登録日本語教員
■ 大学院進学

実際の現地調査を通じて、データ収集、観察、測
量、地図作成などの実践的なスキルを修得しま
す。北海道や北陸地方などで現地研修を行い、
その後調査結果の報告プレゼンテーションを行
います。

国内フィールドスタディ

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

地理情報を（コンピュータで）系統的に処理・表示・
分析し、自然環境や人間活動の空間的な傾向や
変化を学修します。地図などのGIS（Geographic 
Information System）の概念や基礎的な知識
を学修します。

地理情報科学

地球温暖化の原因としての人為的な温室効果ガ
ス排出や自然変動、そしてそれが引き起こす極端
な気候現象に焦点を当てます。気候変動の科学
的根拠やメカニズム、さらには地域ごとの影響と
その対策について学修します。

地球環境学特殊講義

これまでに身につけた専門的知識を基に、独自の
研究プロジェクトを計画し実行します。策定した
研究計画に基づいて、データの収集・分析を行い
ながら課題に取り組み、必要に応じて実地調査や
実験を行い、得られた結果を評価・解釈します。

卒業研究 I・II

実地調査やフィールドワークの基礎
的なスキルを身につけ、景観と人間の
営みを結びつけて考察する力を養い
ます。また、フィールドワークの目的や
意義、計画や準備の重要性について
理解を深めます。

社会のさまざまな分野で整備されて
いる空間データを、GISソフトで地図
化するスキルを身につけ、作成した地
図から、多様な自然環境や人間活動、
自然と人間活動の相互関係を読み取
るスキルを修得します。

科学的なデータを使用して気候変動
の予測や影響を分析し、対策を検討し
ます。また、気候と人間社会との関係
を、気候変動や気候変化の観点から取
り上げ、地域社会への影響と影響緩和
について考察、提言する力を養います。

研究計画の策定、実行、結果のまとめ
といった一連の取り組みを主体的に
行うことにより、確かな問題解決能力
を身につけます。また、他者からの
フィードバックを受けることにより考察
をより深化させます。

成長目標・身につける力

成長目標・身につける力

成長目標・身につける力

成長目標・身につける力

カリキュラムイメージ Curriculum Image
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理工学科
■ データ数理専攻
■ コンピュータ科学専攻

■ 機械システム専攻
■ 電気電子専攻
■ 応用化学専攻理工学部

Faculty of Science and Technology

学生インタビュー
教員紹介はこちら

本学Webサイト
学部・大学院
理工学部

学部にフォーカス 未来が求める「新しい理系」の3つの資質

情報技術を中心とした基礎教育、各専攻分野に立脚した専門教育、専門の垣根を越えた融合教育の３つの教育の柱により、現代

社会が抱える複雑な課題に果敢に取り組める人材を養成します。新たな学びの場として、2024年に大学11号館が完成し、理工学部
の教育・研究拠点として活用しています。

ICT活用力と専門性を駆使して
社会課題に果敢に取り組む「新しい理系」を養成

学部の特徴 Features

1学科5専攻

学問分野を明確にした５つの専
攻を設置。自分に合った専攻分
野で深い専門知識を身につけ、さ
らに専攻の垣根を越えた科目の
履修により、学びの幅を広げます。

特別プログラム

学修意欲の高い学生を対象に、
「経営科学」「生命科学」「教育手
法」という、各専攻分野にとらわ
れない社会的要請の高いテーマ
について重点的に学びます。

ICT活用力

全ての専攻で確かなICT活用力
を身につけます。各専攻の専門知
識とICTを高度に駆使して、実社
会における課題を解決できる力
を養います。

連携プロジェクト

「連携プロジェクト」科目では、専
攻の垣根を越えて学生同士が協
働し、企業や地域における課題を
チームで解決するための実践力
を鍛えます。

３つの力を鍛えるカリキュラム

専門性 専門性 専門性

データ数理
専攻 ▲

 P60
コンピュータ科学
専攻 ▲

 P61

応用化学
専攻 ▲

 P64
電気電子
専攻 ▲

 P63

機械システム
専攻 ▲

 P62

ICT
基礎力

理工学
基礎力

社会人
基礎力

5つの専攻全てに必要な3つの力を鍛える

さらに専攻融合型の先進教育へ

特別プログラム 経営科学
プログラム

生命科学
プログラム

教育手法
プログラム

データ数理専攻

コンピュータ科学専攻

機械システム専攻

電気電子専攻

応用化学専攻

数学 物理 化学 生物

読解力 文章作成力 プレゼンテーションスキル コミュニケーション力

社会の変化に最適なカタチで
自らの力を発揮できる

専門の垣根を越えた融合教育で
新しい価値を創造できる

専門の異なる人 と々連携して
社会課題を解決できる

コラボレーション 融合分野 ICT
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コンピュータ科学専攻 Computer Science

I  C T  ヒューマン・メディア技術の革新を促進して未来を築く

学びのイメージ Image of Learning

データを活用して複雑な問題を解決するため、本専攻では、
データを解析し知見を見出す「データサイエンス」、データに基
づく最適な意思決定を行う「オペレーションズ・リサーチ」、デー
タを効率的に処理する「アルゴリズム」の3分野を体系的に学修
します。

データ活用に必要な専門知識を体系的に学修

1

実世界の問題を解決するため、本専攻ではまず、基礎として
PythonとC++によるプログラミングを学修します。次に発展と
して、データの収集方法、それに、統計的な解析方法、最適化手
法、アルゴリズムの設計手法を実習を通して学修します。

実習を通してプログラミングスキルや
実践的な技能を修得

2

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

3
年
次

完
成
期

4
年
次

4年間の学修ステップ Four Years専攻の特徴 Features

データ数理専攻 Data and Mathematical Sciences

数理科学と情報科学でビッグデータを使いこなし実世界の問題を解決する

数理科学
情報科学

プログラミング

デ
ー
タ
活
用
の
専
門
家
へ

基　礎

アルゴ
リズム

オペレー
ションズ・
リサーチ

データ
サイエンス

発　展

データ解析の基礎となる数理科学と
情報科学を学ぶ

ICT基礎科目や社会人基礎力科目の履修に加え、今後の基
礎となる数理科学的な知識およびプログラミング技能を、
座学と実習の双方を通して修得します。

授業
紹介

●アカデミックスキルズ Ⅰ
●離散数学
●確率統計

●プログラミング基礎
●C++プログラミング Ⅰ

さらに専門的な知識を修得し
教員の指導の下で
卒業研究に取り組む

3分野について中核的および発展的な知識を学んでいきま
す。また、実習を通してデータ活用の手法を修得します。3年
次後期以降は研究室に所属し、教員の指導の下、輪講や卒
業研究を通して実践的な課題に取り組みます。

授業
紹介

●ビッグデータ解析
●応用機械学習
●統計モデリング
●最適化理論
●オペレーションズ
　リサーチ

●メカニズムデザイン
●計算理論
●PBL Ⅰ・Ⅱ
●輪講
●卒業研究 Ⅰ・Ⅱ

データを活用し問題解決するための
専門知識を学ぶ

「データサイエンス」「オペレーションズ・リサーチ」「アル
ゴリズム」の3分野の土台となる専門的な知識を学んで
いきます。

授業
紹介

●アルゴリズムと
　データ構造
●C++プログラミング Ⅱ
●データ解析法

●最適化モデリング
●アルゴリズムデザイン
●数理計画法
●確率論

ソフトウェア、ネットワーク、並列・分散、Web技術、人工知能、
自然言語処理、映像・画像・音声といったメディア技術など、現
在はもちろん未来を支える要素技術について、基礎から応用
による現実社会の問題解決まで、実践を通じて体系的に学修
します。

コンピュータ科学全般に関する専門知識を
体系的に学修

1

数学力や論理的思考力を高めながら、PythonやC++などの代
表的なプログラミング言語を通じてプログラミング技術を実践
的に学修していきます。そしてさらに規模の大きなソフトウェアシ
ステムを構築する手法を学修し、さまざまな産業界で活用できる
能力を修得します。

プログラミングからソフトウェア開発までの
実践的能力を獲得

2

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

3
年
次

完
成
期

4
年
次

4年間の学修ステップ Four Years専攻の特徴 Features

カリキュラムイメージ Curriculum Image

数学とプログラミングを中心に
情報科学の基礎を学ぶ

ICT基礎科目や社会人基礎力科目の履修に加え、情報技
術の修得に必須となる数学的な要素とデータ処理の基礎、
プログラミングの基礎を学びます。早期に情報科学の基礎
を身につけることにより、2年次以降、広範な専門分野を学
べるようにするための準備期です。

授業
紹介

●アカデミックスキルズ Ⅰ
●離散数学
●確率統計

●プログラミング基礎
   （Python）
●C++プログラミング Ⅰ

さらに専門的な知識を修得し、
教員の指導の下で
卒業研究に取り組む

各自の専門分野の発展的な知識を学ぶとともに、実習を通
じて自ら解決する能力を高める時期です。3年次後期以降
は研究室に所属し、教員の指導の下、輪講や卒業研究を通
して実践的な課題に取り組みます。

授業
紹介

●人工知能
●データマイニング
●ソフトウェア設計
●IPネットワーク
●情報セキュリティ

●IoTプログラミング
●並列分散処理
●PBL Ⅰ・Ⅱ
●輪講
●卒業研究 Ⅰ・Ⅱ

ソフトウェア、情報ネットワーク、
メディア技術などの基礎を学ぶ

ソフトウェア、情報ネットワーク、メディア技術など、広範なコ
ンピュータ科学分野の専門的な知識をバランス良く学び、自
身の将来の専門性を形成し始める時期です。

授業
紹介

●アルゴリズムと
　データ構造
●C++プログラミング Ⅱ

●情報通信
●画像処理
●Javaプログラミング

コンピュータ科学基礎力
●数学力　●論理的思考力　●プログラミング

システムソフトウェア技術
●高性能・高信頼性システム
●高速ネットワーク

メディア技術
●映像・画像・音声・テキスト処理
●知的インタフェース

● 新たな情報科学の要素技術
● 各種アプリケーション
● 持続可能な未来を支える情報技術

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

社
会
へ
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電気電子専攻 Electrical and Electronic Engineering

社会・産業・情報基盤を支える“幅広く柔軟な”人材育成

学びのイメージ Image of Learning

現代のモノづくりにとって、ITを活用することはとても重要になっ
ています。機械システム専攻では、機械工学と人間工学を基盤と
し、ハードウェアとソフトウェアの知識と技術を学び、「デジタル
エンジニアリング人材」の育成を行います。

ハードウェア（モノ）とソフトウェア（IT）の
融合した人材育成

1

ハードとソフトの両方を身につけたデジタルエンジニアリング人
材は、多くの企業が必要としています。また、機械システム専攻で
は、多くの優良企業と共同研究を行っています。このことから、自
動車、重工業、総合電機、インフラ、ITメーカーなど就職に強い
のが機械システム専攻の特徴です。

デジタルエンジニアリング人材は
強い社会的要請

2

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

3
年
次

完
成
期

4
年
次

4年間の学修ステップ Four Years専攻の特徴 Features

機械システム専攻 Mechanical Systems Engineering

IT技術を基に産業界における最先端の技術課題を解決できる人材を育成

理工学の基礎知識とともに
専門分野の基礎知識を学ぶ

ICT基礎科目や社会人基礎力科目の履修に加え、理工学の
基礎となる数学、物理、化学、生物などの科目とともに専門
分野の基礎科目をバランス良く学修します。

授業
紹介

●アカデミックスキルズ Ⅰ
●熱力学 Ⅰ
●人間工学

●インダストリアル・
  エンジニアリング
●CAD／CAM Ⅰ

専攻の応用・発展科目で
さらに専門的な知識を修得し
学んだ知識の集大成として
卒業研究に取り組む

応用・発展科目を通して、さらに専門的な知識を修得すると
ともに、3年次後期より研究室に所属し、学んだ知識の集大
成として、教員の指導の下でプロジェクトや卒業研究に取り
組みます。

授業
紹介

●シミュレーション基礎
●認知工学
●生産システム工学
●実験計画法
●センサデータ処理

●音響工学
●金属材料工学
●PBL Ⅰ・Ⅱ
●輪講
●卒業研究 Ⅰ・Ⅱ

専攻の主要科目を通して
専門的な知識を深める

主要科目を中心に学び、ふたつの専門分野の知識と技術を
複数の授業を通して学ぶことで視野を広げ、専門的な知識
を深めます。

授業
紹介

●機械力学 Ⅰ
●材料力学 Ⅰ
●流体力学 Ⅰ

●設計工学
●機械工学実験

近年、電気を用いない製品・システムはないと言っても過言で
はありません。特に家庭用機器、産業用装置などさまざまな分
野で電気工学に基づく技術開発・製品適用が進んでいます。こ
れらの分野で活躍できる広い基礎知識と深い応用力を両立す
る人材を養成します。

広い基礎知識と深い応用力を両立する人材を養成

1

自然科学の基盤である数学やプログラミング科目と並行して電
気電子・機械制御系科目を網羅して履修します。これにより数
学的な思考に長け、モデリングやプログラミングに習熟し、高度
な理論的知識・実践的技能を身につけた専門家の養成を目指
します。

電気電子・機械制御・情報処理を有機的に網羅

2

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

完
成
期

3
年
次

4
年
次

4年間の学修ステップ Four Years専攻の特徴 Features

学びの領域 Area of Learning

数学・物理とプログラミングを中心に
電気電子工学の基礎を学ぶ

ICT基礎科目や社会人基礎力科目の履修に加え、電気電
子工学の修得に必須となる数学・物理とプログラミングの
基礎を学びます。専門分野を学ぶための基礎を身につける
ことで、2年次以降の広範囲な応用専門科目を理解できる
ようになります。

授業
紹介

●アカデミックスキルズ Ⅰ
●確率統計基礎
●プログラミング基礎

●線形代数学 Ⅱ
●電気回路 Ⅰ

専門性の高い科目を学び
3年次後期から研究室に所属
4年次では指導教授の下
卒業研究に取り組む

3年次ではより専門性の高い科目を学びます。3年次前期の
PBL Ⅰでは各専門分野の実験実習を、後期のPBL Ⅱでは
所属した研究室の専門分野の導入を学修します。それらを
身につけた上で4年次では研究室教員による個別指導の
下、卒業研究に取り組みます。

授業
紹介

●電気電子材料
●プラズマ理工学
●モーション
  コントロール
●集積回路
●パワーエレクトロニクス

●電気制御
  シミュレーション
●電力システム
●PBL Ⅰ・Ⅱ
●輪講
●卒業研究 Ⅰ・Ⅱ

電気電子工学の応用科目を学び
専門分野の特徴を把握する

1年次に学んだ基礎科目を踏まえて電気回路・電磁気学・
電気材料・ロボット工学・電気計測など分野ごとの応用科
目をバランス良く修得します。

授業
紹介

●電磁気学 Ⅰ・Ⅱ
●電子固体物性
●ロボット工学

●電気電子計測
●電子回路 Ⅰ

専
攻
コ
ア
科
目

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
人
材
へ

機械工学・人間工学を基盤とし、
ハードとソフトを融合

IT

機械 人

センシング技術など

設計技術
など

人間計測・
評価技術など

シミュレーション
技術など

学びの領域

電気電子制御
太陽光
発電パネル

電力システム
電力市場経済
シミュレーション

プラズマ
サイエンス
至近未来
プラズマ医療

ロボティクス
二足歩行
ロボット

パワー
エレクトロニクス

電気自動車

計測・解析
システム
AIシステム

高機能材料
超伝導

経
済
学
部

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

国
際
共
創
学
部

理
工
学
部
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人が健康に暮らせる社会を実現するためには、生命科学の解明
と健康で豊かな生活を実現するための食品・医療技術の進歩が
必要です。バイオテクノロジー・ケミカルバイオロジーといった専
門分野の深化とともにAIも活用した異分野とのコラボによるブ
レークスルーを目指していけるように、基礎から応用までを幅広
く学び、研究活動として実践していきます。

健康・医療を拓くライフイノベーション

1

これまでと変わらない生活を維持するためには、二酸化炭素の
排出削減と太陽光や風力からのエネルギー獲得が必要です。そ
のような新しいエネルギー利用システムを広げるために、また、
AIも活用した材料・触媒・電池技術のブレークスルーを目指し
ていけるように、基礎から応用までを幅広く学び、研究活動とし
て実践していきます。

持続可能社会を拓くグリーンイノベーション

2

導
入
期

1
年
次

形
成
期

2
年
次

完
成
期

3
年
次

4
年
次

4年間の学修ステップ Four Years専攻の特徴 Features

応用化学専攻 Applied Chemistry

化学の学問探究を通して人と暮らしの未来に貢献

化学・情報科学の基礎知識を学ぶ

ICT基礎科目や社会人基礎力科目の履修に加え、生命科
学や環境工学を学ぶために必要な化学の基礎を修得し
ます。また、それらと情報科学を融合するための基礎知識
や、基本的な科学的思考力を養います。

授業
紹介

●アカデミックスキルズ Ⅰ
●コンピュータ基礎
●基礎化学のデータ解析

●無機化学基礎
●応用化学実験 Ⅰ

専門応用科目を学び
卒業研究により
実践的な研究力を身につける

自身の興味に応じて応用科目を学び、専門性を高めます。
また、３年次後期からは研究室に所属し、卒業研究や輪講
を通して先端科学に対する実践的な研究力を養います。

授業
紹介

●バイオ
  インフォマティクス
●マテリアルズ
  インフォマティクス
●電気化学
●食品化学

●環境工学
●生物医薬工学
●PBL Ⅰ・Ⅱ
●輪講
●卒業研究 Ⅰ・Ⅱ

生命科学や環境工学へ進むための
専門知識を学ぶ

物理化学、有機化学、無機化学、生物化学、分析化学、化
学工学など細分化した専攻科目について学び、それらを
実験科目により実践することで専門的な知識の定着を目
指します。

授業
紹介

●化学工学基礎
●化学熱力学
●有機反応機構

●細胞生化学
●応用化学実験 Ⅱ・Ⅲ

関連講義科目の受講と、グループワークや
ディベートなどのアクティブラーニングを通し
て、企業活動（経営）に科学的方法を活用し
解決する経営科学の素養を身につけます。

関連講義科目の受講と、グループワークや
ディベートなどのアクティブラーニングを通し
て、超高齢社会に重要な健康・医療の理解に
資する生命科学の素養を身につけます。

関連講義科目の受講と、グループワークや
ディベートなどのアクティブラーニングを通し
て、次世代教育に重要なICTなどを活用した
教育手法の素養を身につけます。

研究活動の成果

科学の知識

自
然
界
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

実
験
に
よ
る
定
着

次世代医療 持続可能社会

理工学部の学びのTopics

時代のニーズを捉えた専攻融合型の先進教育
各専攻の主要分野にとらわれない社会的要請の高いテーマについて重点的に学
ぶ、学修意欲の高い学生に向けたプログラムです。異分野からの視点への気付き
や、異分野の学生との知的交流を通して、社会で活躍するための広い視野や柔軟な
発想を養います。

専門を越えて協働し、社会課題に挑む「新しい理系」の実践型学び
本プロジェクトでは、異なる専攻の仲間と協働し、企業や地域の課題に挑戦します。専門性×コラボレーションと専門性×融合分野
を実践しながら、社会で通用する課題解決力を磨きます。

特別プログラムTopic 1

教材開発／ ICT／ディープ・ア
クティブラーニング／ファシリ
テーション技術

学びの
キーワード

健康／医療／創薬／高齢化対
策／感染症対策／バイオテクノ
ロジー／食品

学びの
キーワード

企業／経営／経営工学／人間
工学／生産工学／AI （人工知
能）／ IT

学びの
キーワード

連携プロジェクトTopic 2

大学院の早期修了制度Topic 3

身につく力・スキル

リーダーシップ 論理的思考力 実践的な課題解決能力 異分野をつなぐ協働力

プロジェクトの特徴

専攻横断のチーム学習
異分野の知識を持つ
学生による協働

実社会との連携
企業や地域と共に
リアルな課題解決に挑戦

教員が伴走し、
着実な成果と学びをサポート

少人数指導

経営科学プログラム生命科学プログラム 教育手法プログラム

5年間で
2つの学位を取得！

最短５年で「学士」と「修士」の
両方の取得が可能です。

学部４年次から大学院の授業に
チャレンジできる！

高度な知識や研究スキルをいち早く
身につけることで、将来の選択肢が広がります。

就職・キャリアで
大きなアドバンテージ！

専門性の高さを武器に、同世代よりも
1年早くキャリアをスタートできます。

学びのイメージ Image of Learning

学部と大学院をシームレスに学び、最短5年で学士と修士を取得できる仕組みです。4年次から大学院科目に挑戦できるため、
専門性をいち早く高められ、修士号を武器に就職やキャリア形成で大きなアドバンテージを得られます。

プロジェクト
テーマ

（2023年度実施）

●リアルタイム生体信号解析技術による身体・脳機能訓練のための実用的システム実装
●成蹊学園コミュニティのエネルギーマネジメント
●成蹊大学内での課題の機械学習による解析（学生食堂利用の改善）
●カーボンニュートラル実現に向けた再生可能エネルギーの高効率活用のためのソリューション提案

●LCAによる環境対策の定量的評価
●AIプログラミングとその応用
●自動車インテリアのスイッチ配置の人間工学的検討

経
済
学
部

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

国
際
共
創
学
部

理
工
学
部
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各研究室の詳しい研究内容は
こちらをご覧ください。

理工学部Webサイト ゼミ・研究室紹介

理工学部の研究室
デ
ー
タ
数
理
専
攻

アルゴリズム応用研究室
アルゴリズムを工夫することでプログラムの速度は
何百倍も速くなることがありますし、使用するメモリ
の量を劇的に減らすこともできます。従来のやり方
では現実的に解くことのできなかった問題をアルゴ
リズムの工夫によって解くことを目指します。

アルゴリズム ビッグデータ プログラミング

グラフ 列挙 パズル・ゲーム

データサイエンス研究室
データに基づき自然現象の背後にある仕組みを捉
え、それらを解明することを目指します。そのために
統計科学、機械学習、深層学習、情報幾何学、コン
ピュータサイエンスを網羅的に扱うデータサイエン
スの研究を行っています。

確率統計 機械学習 データサイエンス

深層学習 生物統計 情報幾何

知能数理研究室
データの中にひそむ知識やルールを自律的に学習
し利用する人工知能の研究を行っています。数理
的な手法に基づく基礎理論構築と、実際の文書分
析などの応用技術開発の、ふたつの側面から研究
を進めています。

データ解析 ビッグデータ 機械学習

人工知能 情報数理学 数理統計学

学習型知覚データ処理研究室
映像などのデータを解析し、認識・理解する技術の研
究を行っています。主に、人を対象とした映像における
認証・行動理解・状態推定などを行う技術を、人間の
知恵と利用可能なデータを融合させる機械学習アル
ゴリズムを構築することで、実現を目指します。

データ解析 機械学習 人工知能

バイオ
メトリクス

コンピュータ
ビジョン 映像解析

アルゴリズム論研究室
アルゴリズムとは、問題を解くための機械的手順
のことです。アルゴリズムの良し悪しで問題を解く
「効率」に大きな差が生じてきます。どのように設
計したら計算の効率が良くなるか、アルゴリズム
の設計および解析を行っています。

離散数学 アルゴリズム 数理科学

プログラミング 乱択計算 計算科学

オペレーションズ・リサーチ研究室
少子高齢化社会を迎えた日本では、資源の有効
活用と生産活動の効率化は喫緊の課題です。最
適化技術の研究・開発を通して課題解決し、持
続可能な社会を実現し、生活の質の向上を目指
します。

アルゴリズム データ解析 数理科学

スマート
ものづくり

オペレーションズ・
リサーチ 最適化

数理最適化研究室
世の中の多くの問題が、最適化問題とよばれる、満た
すべき条件の下で費用の最小化もしくは利益の最大
化を行う数学的な問題として表現できます。本研究室
では、最適化問題へのモデル化や最適解を効率的に
求めるためのアルゴリズムの開発を行います。

アルゴリズム 機械学習 数理科学

プログラミング 数理最適化 モデリング

パワーエレクトロニクス研究室
電気エネルギーを自在に操り、安全に無駄なく届
ける「電力変換」を研究しています。独自の回路トポ
ロジーや制御・変調原理を駆使し、各種電源回路
やモータ駆動システム、再生可能エネルギーシステ
ムの高効率化・低騒音化・低ノイズ化を追求して
います。

パワー
エレクトロニクス 次世代自動車

メカトロニクス 電気電子制御 振動音響

電子材料プロセス研究室
原子・分子から堆積させる固体表面のコーティン
グや微細構造作製について研究しています。真空
電子放出源、スマートウィンドウ、超低ガス放出
コーティングなどへの応用に向けて、製膜技術と評
価技術の向上に取り組んでいます。

電子材料 高機能材料 薄膜作製技術

プラズマ
サイエンス 真空工学 エレクトロニクス

応
用
化
学
専
攻

バイオエレクトロニクス研究室
生物と電気。一見無関係のようですが、そう考えている
あなたの頭も実は電気で動いています。生物と電気の力
を使って、医療診断から視覚・聴覚変換装置、植林によ
る二酸化炭素削減まで、さまざまな分野の技術を研究・
開発するのがバイオエレクトロニクス研究室です。

生物化学 環境 生命

ヒューマン
インタフェース 医療テクノロジー エレクトロニクス

細胞分子デバイス研究室
病気の発症や進行には細胞中の遺伝子やタンパク
質の変化が関係しています。本研究室では、未知の
遺伝子やタンパク質の新たな機能の発見に取り組
み、病気の発生原因の解明や効率的な治療薬、再
生医療への応用を目指しています。

生物化学 医療／創薬 生命

ビッグデータ 分子標的薬 診断

生体分子化学研究室
糖鎖は身体の機能を調節する生体情報分子です。糖鎖
情報は各種疾患の発症にも関与するため、その解明は
疾患の予防・診断・治療につながります。糖鎖機能の分
子レベルでの理解を目指し、糖鎖生命現象を化学的に
探るケミカルバイオロジー研究を展開しています。

有機化学 生物化学 医療／創薬

医療テクノロジー 糖鎖 ケミカル
バイオロジー

生命機能化学研究室
化学の力を使って、天然の機能を超える新しいタンパク質
の合成を行います。遺伝子を設計図として生産されるタン
パク質は、糖の付加など、体内でさらなる修飾を受け機能
しています。化学の力で未知の修飾タンパク質を創造し利
用することで、生命現象を理解し制御するための基礎研究
や、新しい薬の開発などの応用研究に挑みます。

タンパク質合成化学

生命

医療テクノロジー

有機化学研究室
私たちの身の周りには医薬品やプラスチックなど数
多くの有機化合物が存在し、日常生活において重
要な役割を果たしています。これらの効率的で新し
い合成方法の開発や、興味深い構造や機能を持つ
新規化合物の合成に挑戦しています。

有機化学 分析化学 機能分子

高機能材料 高分子化学 合成化学

環境材料化学研究室
2050年の二酸化炭素排出実質ゼロを目指し、再生可
能エネルギーの利用拡大とカーボンリサイクル技術に取
り組みます。再エネ電力からの水素の製造と二酸化炭素
の水素化による液体燃料製造など、カーボンニュートラ
ルな社会の構築に向けた研究開発を行っています。

物理化学 無機化学 カーボン
リサイクル

再生可能
エネルギー 次世代燃料 触媒化学

学
際

電気化学研究室
スマートフォンやタブレットなどの携帯機器だけでなく、
電気自動車や再生可能エネルギーの利活用、ロボティ
クスなど、電池の活躍の場はますます広がりを見せてい
ます。電気化学研究室は、スマートエネルギー社会の構
築へ向けて『電池の化学』で貢献します。

無機化学 エネルギー 次世代自動車

次世代電池 スマートグリッド 電気化学

ナノ物性研究室
ナノ系や孤立量子系における非平衡過程の解
析。分子機械系における揺らぐ輸送や冷却原子
系の熱平衡化などについて解析しつつ、非平衡
統計力学の構築を行います。熱力学第二法則や
時間不可逆性に関する原理的問題の解明にも
取り組みます。

数理科学 確率統計 電気電子制御

非平衡 統計力学 量子物理学

画像センシング研究室
カメラはこれまで対象物体の空間や色情報を取得す
ることが主な目的でした。本研究室では、光学および
情報技術を基礎として、カメラで取得した情報を有効
に利用したヘルスケア、医工学、情報セキュリティなど
のさまざまな分野の研究を展開していきます。

機械学習 画像処理 映像処理

システムデザイン 医療テクノロジー 生命

機能性分子触媒研究室
有機金属を基盤とし、新しい機能を発現する触媒
をデザインし、その設計指針の確立を目指してい
ます。有機配位子と金属を組み合わせた有機金属
錯体は、分子触媒、医薬品、金属材料などさまざ
まな用途に利用可能であり、まだまだ未開拓な領
域です。この分子の設計を自在かつ精密に行い、
新しい有機金属分子の機能を開拓する研究を進
めています。

有機金属化学 均一系触媒 光化学

多核金属錯体 ポリヒドリド錯体 遷移金属

※この表では研究室と専攻を結びつけて表示していますが、履修などの条件によっては、所属している専攻にかかわらず興味のある研究室への配属希望を出すことができます。
※2026年4月現在

有機化学 生物化学

化学反応工学研究室
化学反応工学を基盤に、持続可能な資源循環
プロセスの構築を目指します。本研究室では、ナ
ノレベルの触媒設計から、電気やマイクロ波を用
いた特殊反応場の制御、実用化を見据えた反
応器設計までを一貫して行います。廃棄物から
有価物へのアップサイクル技術により、環境 ·エ
ネルギー問題の解決に挑みます。

化学反応工学 資源循環 触媒化学

炭素材料 特殊反応場カーボン
リサイクル

再生可能
エネルギー

電
気
電
子
専
攻

データ駆動計測研究室
高機能性材料やデバイスおよび生体組織中の分
子分布や化学構造を明らかにできる先端計測手
法からは有用なデータが得られますが、計測データ
が含む情報が極めて豊富で複雑なため、そのまま
では読み解けません。そこで、AI技術を用いて計測
データから最大限の情報を引き出し、さまざまな物
理化学的性質を明らかにします。

計測解析
システム スマートセンシング 機械学習

AI 技術 イメージング データ駆動

スマートニューロ
リハビリテーション研究室
脳活動や身体動作など、さまざまな生体信号を計測
解析することで、ヒトの脳の仕組みを解明し、その知
見に基づく新しいリハビリテーション機器の提案をし
ます。またIoT技術により、医療現場や家庭でも使いや
すい脳機能訓練システムの開発も行っています。

システムデザイン ヒューマン
インタフェース

脳機能
イメージング

リハビリ
テーション スポーツ心理 スマート

センシング

プラズマエネルギーデザイン研究室
光・原子・分子レベルの小さな世界を扱うプラズマ科
学の超領域モデリングにより未踏のバイオ・医療分野
を切り拓きます。工学的側面だけでなく社会的・経済
的側面も包括する超領域モデリングにより再生可能
エネルギーの普及する至近未来を予測します。

プラズマ
サイエンス 超領域モデリング 医療テクノロジー

再生可能
エネルギー

未来予測
シミュレーション

電力市場経済
モデリング

産業人間工学研究室
働く人の安全性の確保と業務の効率化について
研究しています。人の姿勢・動作の生体力学的解
析や、バーチャル環境でのシミュレーションなどを
用いて、腰痛や転倒・転落が発生しにくい環境構築
を目指しています。

システムデザイン 人間工学 シミュレーション

VR 行動計測 スマート
ものづくり

情報メカトロニクス研究室
メカトロニクス（機械と電気）技術と情報処理技術
を合わせて、土木建設作業・高所作業などの人間に
は大きな負担と危険が伴う作業を自動化するロボッ
トとその技術、そして、人間の触感を増幅させる触力
覚技術について研究を行っております。

メカトロニクス 情報処理 知能移動ロボット

触力覚 触覚デバイス フィールド
ロボティクス

ロボティクス研究室
搭乗できる大型の二足歩行ロボットの動作制御、
動作計画やロボットビジョンによる高速物体認識
などに取り組んでいます。実機の開発・製作を行い
試験動作における検証を重ねて、実用を見据えた
研究を展開しています。

ロボティクス 機械学習 シミュレーション

次世代自動車 画像処理 自動制御

超伝導研究室
「電気抵抗ゼロ」の特徴を持つ超伝導でしか実現できな
い高度医療や低炭素社会に役立つ応用に向け、ナノテ
クノロジーを駆使した世界最高レベルの超伝導材料お
よび機器開発に取り組んでいます。また、その知見を生か
し、さまざまな高機能材料の研究開発も行っています。

超伝導 再生可能
エネルギー

医療
テクノロジー

高機能材料 次世代自動車 強磁場

振動音響制御研究室
機械システムの価値を損なう振動・騒音現象を解
明し、その物理的特性に特化した新しい制御法を
提案しています。また、スピーカアレイによる局所音
場の生成や超音波による非接触物体搬送などの
音響利用技術にも取り組んでいます。

システムデザイン 振動音響 環境

スマート構造 楽器 超音波スピーカ

知能機械研究室
工学的・心理学的アプローチを融合してヒトの持
つ知能や技能などの特性についての理解を深め、
応用する研究を行っています。経営工学・ロボット・
教育工学など、さまざまな分野のシステム構築に役
立てることを目指します。

システムデザイン 知能機械 ヒューマン
インタフェース

人工知能 VR 行動科学

材料力学研究室
全ての機械構造物は材料（主に金属）で構成されて
います。この材料の性質が向上すれば、それからでき
る各種構造物の性能は飛躍的に向上します。本研究
室では、産業界と連携して、金属3Dプリンタ、鍛造用
金型、インプラント、などを研究対象としています。

システムデザイン 金属材料 高機能材料

医療用材料 金属3Dプリンタ 金属結晶

熱・エネルギー研究室
機械や航空機の性能向上や電動化を目指し、数値
シミュレーションと実験を用いて熱流動制御や伝
熱量の高精度予測手法に関する研究を行っていま
す。加えて、風力発電などの再生可能エネルギー設
備の発電効率向上にも取り組んでいます。

システムデザイン 熱流動制御 再生可能
エネルギー

航空工学 シミュレーション データ解析

流体力学研究室
水や空気の「流れ」について理論・実験・数値シミュ
レーションを駆使して現象を明らかにし、その知見
を基に環境問題をはじめとするさまざまな問題の解
決に企業や自治体と連携して取り組んでいます。

システムデザイン 高速鉄道 人流解析

シミュレーション プログラミング 流体制御

ヒューマンファクター研究室
ヒューマンファクターズは、使いやすさを追求する人
間工学を包含し、人間特性やヒューマンエラーの特
徴・要因を分析して、安全で快適なものづくりを目指
す学問です。特に、自動車の安全システムの開発に
向けてシミュレータを用いて研究しています。

システムデザイン 自動車 人間工学

行動計測 人的要因 ユーザ
インタフェース

機
械
シ
ス
テ
ム
専
攻

情報通信ネットワーク研究室
インターネット上で発生する情報の流れである通信ト
ラヒックをはじめとした、さまざまなネットワーク情
報を可視化および分析し、その結果に基づいて情
報通信ネットワークを最適化する研究を進めてい
ます。

インターネット技術 データマイニング ビッグデータ

情報通信 ネットワーク トラヒック制御

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
専
攻

知的インタフェース研究室
人と接するようにコンピュータとコミュニケーショ
ンがとれれば、直感的なコンピュータの操作が可
能です。音声言語とジェスチャーや表情など非言
語情報を使って人とコミュニケーションがとれるア
ニメエージェントなどの研究に取り組みます。

人工知能 ユーザ
インタフェース 機械学習

会話エージェント 知識獲得 コミュニケーション
支援技術

音声情報研究室
音声には、感情などの非言語情報を包含し、短時
間で多くの情報を伝えられるといった利点がありま
す。音声の性質を利用し分かりやすい情報提示を
実現することを目的として、音声合成や音声認識な
どの音声処理技術の研究に取り組みます。

プログラミング 音声処理 機械学習

音声合成 音声認識 音楽情報処理

言語情報研究室
インターネットの急速な発展と大容量記憶装置の
低価格化により、膨大なテキストデータへのアクセ
ス、収集が可能になりました。Web上にあふれる情
報に溺れることなく積極的に活用するための情報
技術を、自然言語処理を基に研究します。

データマイニング 自然言語処理 ビッグデータ

情報抽出 テキストマイニング 情報検索

コンピュータシステム研究室
高速な有線とどこでも利用できる無線のインターネッ
トでコンピュータ環境が便利に利用できる時代。研究
室では、Webサーバ連携、仮想マシン環境、プログラ
ミング言語の研究を中心に、さらに生活を豊かにする
コンピュータシステムのあるべき姿を模索しています。

プログラミング インターネット技術 機械学習

負荷分散 IoT 対話型アニメ

プログラミング言語研究室
交通・金融・医療など主要な社会基盤がソフトウェ
アにより制御される現在、その信頼性の確保が厳
しく問われています。プログラミング言語理論を基
礎に、言語処理系拡張による不正動作防止、セ
キュリティ検査技術などの研究に取り組みます。

データベース技術 並列・分散処理 知識情報処理

プログラム解析 言語処理 自律制御システム

量子コンピューティング研究室
量子コンピュータは量子力学の性質を活用する新
しいタイプのコンピュータです。量子回路の設計や
アルゴリズムの実装を行い、量子コンピュータの実
機やシミュレータを用いた研究に取り組みます。

情報処理 最適化プログラミング

機械学習 データ解析 数理科学

大規模分散システム研究室
複数のコンピュータがネットワーク上でメッセージ
を送受信して協調動作するシステムを、分散システ
ムと呼称します。本研究室では、分散システムの活
用や課題解決について考えます。

分散システム

情報流制御 耐障害性 コンピュータ
ネットワーク

データベース技術 並列・分散処理

経
済
学
部
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営
学
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学
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国際共創学部

教員紹介

経営学部

文学部

理工学部

大学共通

法学部

小林 英里 英語圏文学

小林 盾 社会学、社会的不平等

権田 建二 アメリカ文学、アメリカ研究

見城 武秀 コミュニケーション論

佐々木 紳 アジア・アフリカ史

澁谷 智子 福祉社会学

中野 由美子 アメリカ社会史、先住民史

西 兼志 メディア論

庄司 宏子 アメリカ文学・文化

浜田 雄介 日本近現代文学

日比野 啓 アメリカ演劇、演劇学

墓田 桂 国際政治学、安全保障研究

平野 多恵 日本中世文学

細谷 広美 文化人類学、中南米地域研究

松沼 光泰 教育心理学

教授
有富 純也 東アジア文化論、日本古代史

伊藤 昌亮 デジタル・メディア論

今田 絵里香 メディア史

岩田 淳子 臨床心理学

遠藤 不比人 イギリス文学・文化

M. ジャマール 語用論

大橋 崇行 日本近現代文学

内藤 準 社会階層論

岡部 嘉幸 日本語学

小野 尚美 英語教育、第二言語習得論

川村 陶子 国際文化論、ドイツ地域研究

喜岡 淳治 教育学
木谷 眞理子 日本古代文学

久保田 篤 日本語学

小武海 櫻子 中国近現代史

助教

田中 佑 日本近現代史

大学講師
鈴木 孫和 イギリス文学・文化

日尾野 裕一 イギリスを中心とした異文化間関係
（イギリス帝国史、ヨーロッパ文学研究、
  開発協力など）

牧 藍子 日本近世文学

樋口 真魚 日本近現代史、東アジア国際関係史

熊 可欣 心理言語学

客員教授

吉田 昌平 日本語教育

嶺崎 寛子 文化人類学、ジェンダー学

森 雄一 日本語学

森住 史 通訳論、社会言語学

八木橋 宏勇 英語学、言語学、認知言語学

吉田 幹生 日本古代文学

渡邉 大輔 家族社会学、ライフコース論

准教授

金 善美 都市社会学

稲葉 佳奈子 スポーツ社会学

客員講師

前山 和喜 自然言語処理、機械学習

石橋 鼓太郎 文化政策学、アートマネジメント

経済学部

鈴木 恵美子 スペイン語学

高橋 耕史 企業の国際戦略、マクロ経済学

小林 めぐみ 社会言語学、英語教育

鷹岡 澄子 法と経済、産業組織論

田口 誠　 環境経営論

林 潤一郎 臨床心理学

時岡 規夫 金融経済学、国際経営

林 千賀 英語教育

P.D.エヴァン 英語学、英語教育 福澤 光啓 経営戦略論、技術経営論

長島 健介 キャリア教育

早川 由美子 メディアと映像表現

吉間 めぐみ 戦略的教育充実科目

山崎 由香里 経営組織論、意思決定論

義村 敦子 人的資源管理論、組織行動論

教授
伊藤 克容 管理会計論

伊藤 公哉 租税法、国際租税法

井上 淳子 消費者行動論、ブランド・マネジメント

上田 泰　 経営組織論

北川 浩 金融論、人材育成論

准教授
河塚 悠 マーケティング

客員講師
吉田 裕貴 キャリア教育

調 勇二 財務会計

浜松 翔平 経営戦略論

客員教授
天野 裕美 国際課題と産官民の取り組み

池側 千絵 実務家教育

助教
生方 裕一 会計学

大学講師
藤原 直輝 ゲーム理論、組織の経済学

野際 大介 マーケティング、データサイエンス 吉見 憲二 情報コミュニケーション、情報社会学、経営情報学

福田 怜生 マーケティング

牛窪 万里子 自己表現力と対人スキル

河路 武志　 会計情報システム論 田中 研太郎 統計学 藤田 玲子 国際文化・ビジネス英語 田原 麗衣 健康・スポーツ

（2026年4月1日現在）

教授

小田 宏信 人文地理学、経済地理学

植木 岳雪 地形学、地質学

大槻 茂実 地域社会学、共生社会論

石井 卓 保型形式の整数論
財城 真寿美 自然地理学、気候学、地理情報学（GIS）

髙橋 珠州彦 歴史地理学、歴史景観論
高瀬 将道 微分位相幾何学

藤原 均 地球・惑星超高層物理学
平山 美樹子 日本近代美術史 小室 譲 観光地理学、持続可能観光論

准教授

ヴェラスコ 團志郎 英語、異文化コミュニケーション論 トゥーレン サスキア 生活文化

三宅 良尚 環境生態学、農業地理学

大学講師

バラニャク平田
ズザンナ 日本のポップ・カルチャー

戸川 正人 国際開発、国際協力

客員教授

ベイリス ジェフリー ポール 日本史、東洋史、地域研究

佐藤 義明 国際法

里村 和秋 ドイツ・オーストリア文化論

境 広志 健康教育学

塩澤 一洋 民法、知的財産法、著作権法

瀨戸 一夫 科学基礎論、政治思想史

空井 護 政治過程論

髙橋 脩一 比較法

武田 真一郎 行政法

建部 雅 民法

新村 とわ 憲法

西村 美香 行政学

西山 隆行 アメリカ政治外交論

野口 雅弘 政治理論、思想史

羽賀 由利子 国際私法

原 昌登 労働法

坂野 由紀子 近現代英詩

本間 学 民事訴訟法

馬上 美知 教育学、教育哲学

光田 剛 東洋政治史

平石 耕 西洋政治思想史

宮崎 悠 国際政治史

桃尾 美佳 イギリス・アイルランド小説

山田 崇人 イギリス・ロマン派詩

湯原 心一 商法、会社法、金融商品取引法

横山 裕人 フランス文学

李 林静 言語学・記述言語学
教授
吾妻 聡 法社会学

浅羽 隆史 財政学、地方自治論

今井 貴子 比較福祉政治論

遠藤 誠治 国際政治学、国際政治経済学、平和研究

北川 徹 商法、会社法

北島 典子 民事手続法

金 光旭 刑事法

准教授
帶谷 俊輔 国際関係論、グローバル・スタディーズ

神田 雅憲 刑事手続法

斎藤 賢 中国古代史

崎濱 紗奈 文化の政治学

田中 裕登 行政法

福薗 晴也 民法

大学講師佐藤 陽子 刑法 李 セボン 日本政治思想史、比較政治思想

宍戸 聖 経済法

助教

小棚木 公貴 法律学

三代川 夏子 政治学

渕 史彦 民法

藤井 樹也 憲法

西尾 悠 熱・エネルギー工学
千代 英一郎 プログラミング言語処理

松田 源立 人工知能、機械学習、数理情報学丸吉 一暢 場の量子論、超弦理論

山本 真基 アルゴリズムの設計と解析

和田 有司 計算工学・CAE

山野井 瞳 情報基盤、データサイエンス、天文学

村上 朝之 プラズマ、エネルギーシステム
宮﨑 直 数学
三浦 正志 超伝導工学、電気電子材料、電磁気学

村松 大吾 知覚情報処理、バイオメトリクス

茂木 進一 パワーエレクトロニクス

横山 明弘 有機化学

竹本 雅憲 人間工学、ヒューマンファクターズ
鎌村 星平 情報通信、情報ネットワーク

岡本 亮 生体関連化学

小森 理 データサイエンス

菅間 敦 人間工学、安全工学

奥野 貴之 連続最適化、数値計算
大島 一真 環境・化学工学

上西 慧理子 量子コンピューティング

准教授

青柳 里果 表面分析、データ駆動計測、機械学習

浅野 雅子 素粒子論

岩本 宏之 振動音響工学
入江 博 数学

岡本 秀輔 情報科学

小方 博之 ロボット工学、行動計量学

小川 隆申 流体力学

清見 礼 アルゴリズム

小川 貴宏 英語辞書学、応用言語学

齋藤 守弘 電気化学

教授 門内 隆明 非平衡統計力学、物性基礎論

越智 拓也 科学教育、理科教育学

中村 繁成 並列分散処理

大学講師
稲垣 昭子 有機金属化学、錯体化学

中野 和也 光情報処理、生体医用光学

里川 重夫 無機材料化学、触媒化学、環境工学

酒井 浩之 自然言語処理

柴田 昌明 ロボット工学、制御工学

鈴木 誠一 生体工学

世木 寛之 音声情報処理

戸谷 希一郎 生体分子化学

中野 武雄 薄膜工学、応用物理学

中野 有紀子 人工知能、ユーザインタフェース

久富 寿 生化学、医薬学

関谷 和之 オペレーションズ・リサーチ

櫻田 武 生体医工学、ブレインテック

酒井 孝 材料力学、材料工学、塑性加工学

竹囲 年延 ロボット工学、メカトロニクス

沖 光脩 応用化学全般、特に有機化学

明石 基洋 分子生物学、生化学、医療化学、生物工学

浅井 佑仁 電気電子工学、制御工学、計測・センサ技術、
ロボット工学、およびこれらの関連分野に
関連する分野

助教

蘆田 茉希 材料力学、材料工学、塑性加工学

東 翔太 電気化学、バイオテクノロジー、環境エネルギー

小林 光木 確率過程における統計的推測

坂本 昇一 物性物理

加藤 宇温 コンピュータビジョン、画像認識

クリスティン Dwi A. P. ウィヨノ
バイオテクノロジー、化学測定、細胞工学

謝 文昂 流体力学、熱力学

富田 基裕 電気電子工学、応用物理学

林 大介 表面科学、物性物理学

塙 大樹 生体医工学、ライフサイエンス
二瓶 芙巳雄 人工知能、ユーザインタフェース

仁科 慧 人工知能、議論分析

津垣 正男 グラフ理論

曹 贇健 数理情報学、組合せ最適化

土肥 康輔 情報科学、人間科学

薛 菲 スケジューリング、数理最適化

松野 悠希 数理最適化

山内 智之 生体計測、作業負担

眞木 準平 生物有機化学、ケミカルバイオロジー、
創薬化学

廣瀨 光了 生物有機化学

岩田 理 分子制御化学

枝本 雅史 メカトロニクス、航空宇宙工学

吉田 純 トポロジカルデータ解析、数理論理学

林 珂任 プラズマ科学およびプラズマ分光

叶 洪 無機機能材料

石井 涼太 材料工学、超伝導、機能性酸化物、物性基礎

石井 貴昭 稲生 知子 菅原 岳人 渡邉 優
客員教授

松本 高興
客員准教授

文 珍瑛 東アジア近代史、韓国語

全学教育講師 丸尾 明美 キャリア開発、キャリア教育

川上 麻理 日本語教育

土居 奈生子 日本文学、日本語学、日本語教育

数野 恵理 日本語教育

藏本 真衣 英語教育
バーン デンバー 英語教育

ピエールウィニキ マイケル 英語教育
フェレイラ ダニエル イナシオ 英語教育

リアン チ ヤン リッキー 英語教育

常勤講師

印田 佐知子 英語教育

アラン ゴードン 英語教育

アンドリューアーサ ティモシー ジェームズ 英語教育

客員教授
石川 純生 マクロ経済サーベイランス

中島 正博 地方財政論、地域振興、地方自治

永野 護 数理ファイナンス、国際経済学

松本 貴典 日本経済史、数量経済史

山上 浩明 公共経済学、環境経済学

吉田 由寛 ミクロ経済学、ゲーム理論

教授
井上 潔司 統計学、離散分布論

井上 智夫 マクロ経済学、応用計量経済学

大野 正智 国際金融論、マクロ経済学

勝野 喜以子 自然科学一般、情報学基礎論

鈴木 史馬 マクロ経済学、金融経済学
清水 政行 経済発展論、開発経済論

内田 雄貴 マクロ経済学、公共経済学、政治経済学
志賀 俊介 アメリカ文学

鴨野 洋一郎 西洋経済史

助教
地主 遼史 ゲーム理論、産業組織論

大学講師
相場 郁人 都市経済学

小此木 悟 統計学

挾本 佳代 社会学

二井 正浩 社会科教育学（歴史教育）
渡邉 知行 民法、環境法

准教授
岩城 志紀 社会哲学、グローバル正義論、英語教育

庄司 俊章 マクロ経済学、計量経済学

内藤 朋枝 社会保障論、公共経済学、労働経済学

原 尚子 データサイエンス、マクロ経済学

矢作 健 産業組織論、法と経済学

カーター山下 順子 日本語教育学
山崎 亜希子 韓国語学、言語学

寺本 敬子 ヨーロッパ文化・文化史研究

増田 斐那子 第二言語習得、音声知覚

ナラサキ ブランドン スコット 英語教育 菱山 アディエネ スペイン語教育
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LifeCampus

1924（大正13）年建築の歴史ある学園本館は、テ
レビドラマのロケにも使用されている名建築です。

学園本館A

1924（大正13）年に植樹された欅並木は
四季折々に美しい風景を見せます。1996
（平成8）年、環境庁（現・環境省）の「残し
たい“日本の音風景100選”」に認定され
ました。

学園欅並木K

学生相談室ではさまざまな悩み
や心配事に対してカウンセラー
（臨床心理士・公認心理師）が相
談に応じ、障がい学生支援室で
は障がい（身体・発達・難病など）
のある学生に必要な支援や配慮
を学修支援コーディネーターが
コーディネートします。

J 学生サポートセンター1号館2階
（学生相談室・障がい学生支援室）

学生会館I

3つの食堂をはじめ、ブックセンター（購売）、部室、音楽練習室など
を備えた、学生たちのくつろぎとコミュニケーションの空間です。

「中庭、憩いの場」という意味のイタリア語で呼ばれる、キャンパ
ス中央部の芝生の庭。安らぎと語らいの場です。アトリオH

大画面ディスプレイやステージの設
置も可能な多目的ホール。カフェも
併設し、講演会や演奏会などさまざ
まな用途で使用されます。

大学6号館地下
カフェ＆ホール
COMMichi

F

急な病気やケガの応急処置のほか、
定期健康診断、医療機関の紹介な
ども行っています。そのほか、健康
応援セミナーや救命講習会の開催
など、学生が健康的に生活できるよ
うサポートしています。

大学保健室G

1928（昭和3）年に体育館として建てられ、現在はコンビニ
エンスストア併設のカフェテリアとして利用されています。

トラスコンガーデンB

スポーツ施設E

キャンパス内にけやきグラウンド
（400m競技場、ラグビー場）、野
球場、サッカー場、テニスコート、
ハンドボールコート、馬場、弓道
場、アーチェリー射場、卓球場、体
育館、プールを完備しています。

テニスコート

野球場 サッカー場

馬場

けやきグラウンド

27万m²の広大なキャンパスは、欅並木をはじめ四季折々に表情を変える自然豊かな環境。

大正時代からの伝統的な建物と近代的な教育施設、キャンパス内にスポーツ施設を整えています。

全ての学部・学年が4年間過ごすワンキャンパスでは、さまざまな出会いと交流が生まれています。

広いワンキャンパスでのびのび過ごす4年間

新しい仲間の
みんなと

キャンパスで会えるの
を待ってるよお！

1 大学1号館

～

12 大学12号館

14 西1号館
13 情報図書館

16 学園史料館
15 国際交流会館

17 大学体育館
18

19

南体育館
部室棟（西部室）

成蹊大生専用の
学生寮があります

●寮長、寮母が常駐しておりセキュリティも万全、
　日常の困りごとも気軽に相談可能
●家具家電付きで、引っ越し準備がスムーズ
●寮ならではのさまざまなイベントを開催

ドーミー吉祥寺
マンションタイプの自炊寮で、大学から徒歩7分
というアクセスの良さが魅力です。

マスコットキャラクター

ピーチくん
オフィシャルサイト

Campus Map

13

15

54
6

3
8

7

19

9

1
2

10

11
18

16

テニスコート
サッカー場

野球場

中高門
西門

正門

けやきグラウンド

成蹊小学校ハンドボールコート

アーチェリー射場

弓道場

E
C

G
H

F

D

J
A

I B

K

卓球場

北プール

成蹊中学校
成蹊高等学校

14

12

馬場

南プール

総合体育館（2028年秋完成予定）
詳しくはP05へ

17

学生寮（仮称）
（2027年9月完成予定）

詳しくはP05へ

大学11号館大学11号館C ▲

 詳しくはP73へ

▲

 詳しくはP73へ

▲

 詳しくはP73へ

▲

 詳しくはP73へ

▲

 詳しくはP73へ

▲

 詳しくはP73へ 情報図書館D ▲

 詳しくはP72へ

Kichijoji Campus
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文理の垣根を越えるイノベーションエリア
11号館

2024年に、最先端の研究環境を備えた理工学部研究室や、文系・理系の学生が交流し、自発的な学びを促進するためのラーニ
ングコモンズなどを備えた大学11号館が誕生しました。理工学部の「創造的テクノロジー拠点」になるだけでなく、文系と理系の
学生が学び合い、共同で社会課題に取り組む「コラボによるアイデアの泉」になっています。

成蹊大学の「知の拠点」
情報図書館

130万冊の蔵書と電子資料､850席の快適な学びの空間を誇る｢知の拠点｣｡学園創立100周年記念事業として日本有数の建築家
である坂茂（ばん・しげる）氏により､｢明るく､美しく､暖かい建物｣をコンセプトに設計されました｡2008年度グッドデザイン賞を受
賞した美しい図書館で､未来への学びを支えます｡

研究エリアの中心に配置された施設で、中央の光庭からの光が心地
よい空間。各研究室からのアクセスがしやすい環境にすることで、学
生は研究室間の垣根を越えて交流を深めることができ、シナジーが
生まれることが期待されます。

交流プラットフォーム

最先端の未来を生み出す研究空間

理工学部研究エリア

約40の理工学部研究室が集結し、最先端の研究
設備を備えるとともに、研究空間の垣根を越える
交流プラットフォームも設置。異なる研究室に所属
する学生同士が交流することで、「この研究室のこ
の研究は面白そう」という予想外の刺激が生ま
れ、未来の研究につながるアイデアや可能性を生
み出します。

POINT

1

国際交流の拠点

グローバルスクエア

留学生をはじめとする学生たちが自由に集う異文化交流エリアで、会話や学び合いなどの交流の場です。国際教育センターが併設されて
おり、留学や語学学習サポート、国際交流に関する情報収集、相談をすることができます。

POINT

3

詳しくは
こちらへ

未知への蹊の交差点
みち

ラーニングコモンズ トーリウム
POINT

2

専属のアカデミック・インストラクターによる、レポートや
論文などの文章作成を支援する『ライティングサポート』
とPCやOfficeアプリの操作方法、プレゼン資料の作り方
などを支援する『ICTアカデミックサポート』があります。

アカデミックサポートエリア

学修成果の発表やイベントで使用できるエリア。
半円形のオープンなつくりにすることで誰でもプ
レゼンの様子を見ることができ、新たな気付きや
出会いの場にもなります。

プレゼンテーションエリア

グループワークエリア／マルチユーススペース

グループでのディスカッションや課題に取り組むこと
ができるエリアで、利用人数に応じてテーブルや椅子
を自由に動かしレイアウトを変えることができます。

休憩や気分転換したいときに活用できるエリアで、1階に
は地元店舗のパンやおにぎりなどの軽食が購入できる
ショップやコーヒーマシーン、自販機も設置されています。

リフレッシュエリア

出典：旺文社「2026年度用 大学の真の実力 情報公開BOOK」
※出典を基に関東私立大学18大学を対象にランキング
対象大学：青山学院大学、学習院大学、慶應義塾大学、國學院大学、芝浦工業大学、上智大学、
成蹊大学、成城大学、中央大学、東京都市大学、東京理科大学、獨協大学、法政大学、武蔵大学、
明治大学、明治学院大学、立教大学、早稲田大学

「大学別年間図書貸出数ランキング」※
学生一人当たりの年間貸出数 3位

■ プラネット（グループ閲覧室）
アトリウムの中空に浮かぶ５つのグループ閲覧室はゼミや授業にも利
用されています。「PLANET」には「プランの創造（PLAN）」＋「情報を
活用（NET）」の意味が込められています。

■ クリスタルキャレル（個室閲覧室）
1階から5階まで、書架を取り囲むように266室を設置しています。資料
にアクセスしやすく、必要な情報を手に取りながら学習できます。

3̃5F 1̃5F

設備紹介

芝浦工業大学
東京理科大学
成蹊大学
学習院大学
早稲田大学

17.63
9.66
8.47
8.43
8.34

上智大学
慶應義塾大学
獨協大学
武蔵大学
東京都市大学

1
2
3
4
5

6
7
8
9

10

7.91
7.58
7.01
6.85
6.30
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Circle
成蹊大学では約80の正規クラブと、約40の届出団体（サークル）を、学
生が主体的に運営しています。キャンパス内に部室棟・スポーツ施設が併
設されており、学業と両立しやすいのも大きな魅力。全学部ワンキャンパ
スなので、学部・学科、学年の枠を越えた幅広い交流が生まれます。

■ 課外活動団体一覧

欅祭本部／学生ボランティア本部（Uni.）／
新聞会

應援指導部 リーダー部／應援指導部 チア
リーダー部／アーチェリークラブ／合氣道
部／アメリカンフットボール部／居合道研修
会／空手道部／弓道部／剣道部／硬式庭球
部／ 硬式野球部／ゴルフ部／自転車部／自
動車部／蹴球部／柔道部／準硬式野球部／
少林寺拳法部／水泳部（競泳班）／水泳部
（水球班）／スキー部／漕艇部／ソフトボー
ル部男子／ソフトボール部女子／卓球部／
軟式庭球部／軟式野球部／馬術部／バドミ
ントン部／バレーボール部男子／バレーボー
ル部女子／ハンドボール部／ボクシング部／
ヨット部／ライフセービング部／ラクロス部
男子／ラクロス部女子／ラグビーフットボール

体育会所属団体 届出団体

スポーツ系
●テニス…ラブフォーティー硬式テニス同好
会／ACE硬式庭球同好会
●サッカー・フットサル…アースエラティック
スサッカークラブ／フットサルクラブ／ la 
rovina（ロビーナ）／FC Violet
●ゴルフ…キャスパーゴルフ同好会
●バスケットボール…パンプキンバスケット
ボールクラブ／ウインド ミル バスケットボー
ルクラブ／ルミナス
●バレーボール…エステラスバレーボール同
好会／Physical Education／バレーボール
チームPiece
●その他…ラウンドザヘッドバトミントン

チーム／Laugh バドミントンクラブ／アル
ティメットチーム リベロス／ダブルダッチ
サークルDouble Eight／スキューバダイ
ビングチーム／DANCE TEAM JAM〔Z〕／
Baila／成蹊大学No.1サークル／成蹊ス
ポーツサークル funs／新体操同好会／ア
バランチ／ラチェルタ／アローナ

文化系
成蹊手話サークル Mint／成蹊大学ポケモン
サークル～蹊モンガ～／ボードゲーム会／
Share-国際交流サークル／成蹊大学お笑い
サークル・トンチキ／Peach. Tech／お芋堀り
の会／成蹊大学クイズ研究会／Root Seikei／
Robust／パンフルートサークル／アカペラ
サークルpesca／SKD-Fans／e-Sports
サークルSEC／Spica／Seikei Startup 
Studio/かわいい研求部/紅茶研究会/成蹊DJ
サークル/ゴラッソ/TEDxSeikei U/Pre-Lab

歩く会／囲碁・将棋部／裏千家茶道研究会／
AMP ロック研／FAC電子計算機研究会／
F・S・S／映画研究部／英語会／華道部／管
弦楽団／ギターソサエティー／汽車旅倶楽部／
競技ダンス部／軽音楽部／劇団円想者／写
真部／書道部／デザイン研究部／成蹊ゲーム
スタジオ／陶芸研究会／美術部／フォークタ
ウン／文芸倶楽部／法学研究会／放送研究
会／成蹊ラジオクラブ／漫画研究会ペルシャ
猫／モダンジャズグループ／ユースホステルク
ラブ／蹊法会（S.L.A）／コンパルサウンズ
ジャズオーケストラ／広告研究会／混声合

文化会所属団体

部／陸上競技部／レスリング部／籠球部男
子／籠球部女子／ワンダーフォーゲル部／
理工学部 硬式庭球部／理工学部 サッカー
部／理工学部 バスケットボール部

唱団／茶道部／吹奏楽団／政治学研究会 ／
アニ研フリーク

一年を通してほぼ毎日活動し、当
番制で馬の世話と練習を行ってい
ます。学内に馬場がある環境を生
かし、授業と両立しながら継続的
に取り組めるのが特徴です。部員
同士で声を掛け合い、経験に関係
なく助言し合いながら、大会での
成長と四大戦優勝を目標に活動し
ています。

馬術部

元水球日本代表の指導者から直接指
導を受けられ、国内外での強化合宿・
遠征で豊富な実践経験を積めるのが
特徴です。また、オンオフが明確でメ
リハリがあり、集中して競技に取り組
むシーン、皆で楽しむオフとで良い雰
囲気と高いパフォーマンスを実現して
います。今は、関東学生水球リーグ戦
一部昇格を目標に活動しています。

水泳部（水球班）

ボートは究極の団体スポーツ。全
日本大学ローイング選手権入賞を
目標に、意見を出し合い練習の質
を高めています。全員が未経験で
の入部ながら三大学対校戦で2年
連続総合優勝、全日本大学選手権
で個人決勝進出など、大きな大会
で活躍するまでに成長しています。

漕艇部

関東大学リーグ1部・BIG8復帰を
目標に、週5～6日キャンパス内の
グラウンドで、戦術練習やトレーニ
ングに励んでいます。指導者の助言
を受けながら基礎を大切にし、少人数
ならではの密度の高い練習を実施
しています。学年を超えた結束力を
生かし、日々課題と向き合いながら
強豪校に挑み続けています。

アメリカンフットボール部

年2回の定期演奏会を中心に、週3
日の部活動で合奏やパート練習を
行っています。経験者・未経験者が
共に各楽器のプロ演奏者の下で、
基礎から専門的な指導を受けられ
る環境が整っています。学部や学
年を超えた一体感のある演奏を追
求する中で、音楽を通じて表現力
と協働の力を育んでいます。

管弦楽団

7～10月のリーグ戦に向け、日々練
習に取り組んでいます。昨年は一部
昇格を果たし、今年は一部リーグ
でのFINAL4（関東リーグベスト4）
進出を目標にしています。大学から
始める人が多いカレッジスポーツ
で、部員数も多く、学年や学部を超
えたフレンドリーな雰囲気の中、全
員が本気で勝利を目指しています。

ラクロス部男子

思いきり打ち込める何かを見つけよう！

Equestrian

戸田公園のボートコースで行われ、ゼミ、クラブ、サーク
ル、研究室など毎年多くの団体が参加します。

■ 成蹊レガッタ（学内競漕大会）
「けやきグラウンド」などで開催される恒例行事。クラブ、サー
クル、研究室などさまざまな団体が参加する大運動会です。

■ 学内運動競技大会
成蹊、学習院、成城、武蔵の東京四大学が合同で開催する運
動競技大会。会場は、四大学の持ち回りで開催されます。

■ 四大学運動競技大会（四大戦）
毎年11月に開催されます。キャンパス内
ではクラブやサークルによる展示発表が
行われ、模擬店も多く出店しています。

■ 欅祭（大学祭）
「学術」「芸術」「スポーツ」「文化活動」
「社会活動」の各部門別に成蹊大学賞
と特別奨励賞を授与しています。

■ 成蹊大学賞表彰式 ■ 学位授与式

■ 入学式
■ クラブ・サークル勧誘

4 April

■ 成蹊レガッタ
　 （学内競漕大会）

5May

■ 学期末試験

7 July6 June

■ 学内運動競技大会 ■ 夏期休業

8 August

■ 夏期休業
■ 学位授与式

9 September

■ 欅祭（大学祭）

11 November

■ 四大学運動競技大会
　 （四大戦）

10 October

■ 成蹊大学賞表彰式
■ 冬期休業

12 December

■ 学期末試験

1 January

■ 春期休業

2 February

■ 春期休業　　■ 桜祭
■ 学位授与式

3March

※行事内容やスケジュールは変更となる場合があります。

■ 桜祭
成蹊大学の春を告げる恒例行事。3月の
最終日曜日に、卒業生や在学生、そして武
蔵野市民がキャンパスに集います。

大会の
詳しい様子は
こちらから

年間行事

ネタ作りやライブ出演に向けた練
習を中心に、学生主体で活動する
お笑いサークルで、M-1グランプ
リなどで結果を残すことを目標に
活動しています。学部の異なる学
生が集まり、多様なアイデアと意
見を出し合いながらネタを磨き、
舞台での表現力を高めています。

成蹊大学
お笑いサークル・トンチキ

学内にアーチェリー射場があり、空
きコマや放課後など練習しやすい
環境が整っています。大学から競
技を始める部員もおり、先輩やコー
チの指導を受けながら安心して取
り組めるのも特徴です。今は男女
ともに関東学生アーチェリー連盟2
部リーグ所属ですが、1部昇格を目
指し活動しています。

アーチェリークラブ

Water polo American football Archery

Comedy Rowing boat Orchestra Lacrosse
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学資援助を必要とする学生や成績優秀な学生を支援するために、成蹊大学では、本学独自の奨学金制度を多数用意しています。

多彩な奨学金制度で充実した学生生活を応援

※1：入学前または入試出願前に採用が決定（内定）する地方出身者対象の予約型給付奨学金です。  ※2：毎年度成績および家計基準の継続審査があります。

種別 備考（対象など）

全学部1～4年次が対象。学業成績・人物ともに優秀であって、
学資の援助を必要とする者。

全学部2～4年次が対象。学業成績・人物ともに優秀であって、
学資の援助を必要とする者。

成蹊大学地方出身学生予約型奨学金
（成蹊大学吉祥寺ブリリアント奨学金）

成蹊大学給付奨学金

岡野奨学金

関育英奨学金

成蹊会育英奨学金

清水建設奨学金

成蹊大学入学試験特別奨学金

成蹊大学学業成績優秀者奨励奨学金

成蹊大学社会人入学生奨学金

理工学部／理工学研究科対象。
電気・原子力関係を専攻する学部生、大学院生。

全学部2～4年次・大学院1年次が対象。

全学部2～4年次・大学院1年次が対象。
地方出身者に対し、生活支援制度あり（月額30,000円給付）。

全学部3・4年次の学業成績上位者が対象。
清水建設の寄付金を資金とした奨学金制度。

S方式の入学者全員が対象。

全学部2～4年次の学業成績上位者が対象。

総合型選抜社会人特別受験に合格し、入学した全学部2～4年次が対象。
学業成績・人物ともに優秀であって、学資の援助を必要とする者。

●成蹊大学独自の奨学金

給付

給付

給付

給付

給付

貸与

給付

給付

給付

給付

授業料の半額相当

金額（年額）

450,000円

300,000円

90,000円

120,000円

480,000円

600,000円

200,000円

100,000円

300,000円

期間

4年間
（継続審査あり）

1年間

1年間

1年間

最短修業年限

最短修業年限

1年間

1年間

1年間

1年間

採用予定数

300名
（採用候補者）

160名

10名

若干名

10名

15名

28名

S方式入学者

120名

15名程度

一般選抜の入学試験または総合型選抜入学試験を受験する者で、
学業成績・人物ともに優秀であって、学資の援助を必要とする地方
出身（東京〔島しょ部を除く〕・神奈川・埼玉・千葉以外）の者。入学前
または入試出願前に採用が決定（内定）。

2027年度一般選抜入学試験または総合型選抜入学試験に出願する（した）者

①給与・年金収入のみの場合：給与・年金収入金額（控除前）が900万円未満  ②給与・年金収入以外の所得のみの場合：所得金額が394万円未満
③給与・年金収入とその他の所得の両方がある場合:①の収入金額と②の所得金額を合算した金額が900万円未満

父母両方の最新の所得証明書記載の給与・年金収入金額とその他の所得金額を合算した金額が、以下①～③のいずれかに該当する者。

申請資格など

※高等教育の修学支援新制度に採用となった場合は、授業料減免とのみ併給が可能です。  ※高等学校等における、全体の学習成績の状況による審査はありません。

入学金 200,000円

授業料 427,500円 427,500円 855,000円 855,000円 855,000円

施設費 105,000円 105,000円 210,000円 210,000円 210,000円

設備費 45,000円 45,000円 90,000円 90,000円 90,000円

合計 1,355,000円 777,500円 577,500円 1,155,000円 1,155,000円 1,155,000円

経済学部
経営学部
法学部
文学部

理工学部

国際共創学部

項目 初年度合計額 入学手続時 10月上旬 第2年度 第3年度 第4年度

入学金 200,000円

授業料 540,000円 540,000円 1,080,000円 1,080,000円 1,080,000円

施設費 182,500円 182,500円 365,000円 365,000円 365,000円

設備費 77,500円 77,500円 155,000円 155,000円 155,000円

合計 1,800,000円 1,000,000円 800,000円 1,600,000円 1,600,000円 1,600,000円

※第2年度以降の納入は前・後期分納となります。 ※第2年度以降の納付金は、変更することがあります。
※一般社団法人成蹊会（同窓会）の入会金として、入学年度後期の学費納入時に36 ,600円の納入をお願いしています。

入学金 200,000円

授業料 477,500円 477,500円 955,000円 955,000円 955,000円

施設費 105,000円 105,000円 210,000円 210,000円 210,000円

設備費 45,000円 45,000円 90,000円 90,000円 90,000円

合計 1,455,000円 827,500円 627,500円 1,255,000円 1,255,000円 1,255,000円

納付金（2027年度）

兄弟二人がすでに上京しており、これ以上親に経済的負担をかけたくないと考え、本奨学金に応募しました。大学入学後
は、将来国や立場を越えて人と関われる仕事に就きたいという思いから、英語学習に力を入れてきました。授業外でも
継続的に学習を続けた結果、中期協定留学が決まりました。奨学金の支援があったことで、学業だけでなく部活動などの
課外活動にも取り組むことができ、充実した大学生活を送っています。今後は留学で得た経験を生かし、多様な価値観を
尊重しながら他者と向き合える人材へ成長していきたいです。 文学部 英語英米文学科 Aさん

奨学金の支援を力に変え、充実した大学生活を。
夢へと近づくために留学に挑戦

●財団関係の奨学金
種別 期間 採用予定数 備考（対象など）金額（年額）

三菱UFJ信託奨学財団 給付 最短修業年限 経済学部・経営学部・法学部2年次が対象。2名840,000円

小田急財団 給付 最短修業年限 全学部3年次が対象。1名264,000円

日揮・実吉奨学会 給付 1年間 理工学部2～4年次・理工学研究科博士前期課程1年次が対象。1名400,000円

オーディオテクニカ奨学会 給付 最短修業年限 理工学部2～4年次が対象。  ※募集のない年、年度もあり1名240,000円

OBC和田財団 給付 最短修業年限 全学部2年次が対象。1名480,000円

野﨑わかば会 給付 最短修業年限 理工学部理工学科データ数理専攻もしくは
コンピュータ科学専攻の2・3年次が対象。

2名360,000円

春秋育英会 給付 最短修業年限 全学部2～4年次が対象。360,000円 2名

※上記に載っていない奨学金は公募となるため、大学を通じてではなくご自身で直接申請していただきます。募集のない年、年度もあります。

成蹊大学の

奨学金 PICK
UP

パンフレットは
こちら

※2027年度予定の奨学金制度です。規則改正により変更となる場合があります。奨学金 の学生
が利用約13

In
te

rview

学生の
「声」

●日本学生支援機構奨学金（貸与）

国の奨学金事業を行う日本学生支援機構の奨学金です。無利子貸与の「第一種」と有利子貸与の「第二種」があり、原則として修業年限の終期まで継続
して貸与することが可能です。

詳しい情報はこちら

POINT

1
POINT

2
POINT

3
POINT

4
POINT

5
最大4年間
　　継続※2

年額45万円の
給付

300名
採用

地方出身者が
対象

関彰育英会 給付 最短修業年限 全学部2～4年次・大学院博士前期課程1年次が対象。1名600,000円
中村積善会 給付 最短修業年限 全学部2～4年次が対象。1名600,000円

●高等教育の修学支援新制度
詳しい情報はこちら

成蹊大学は、文部科学省による「高等教育の修学支援新制度」の対象校となっています。申請によりこの支援制度の対象者となった場合は、日本学生支援
機構給付奨学金の受給と授業料などの減免を合わせて受けることができます。また、2025年度からは多子世帯への授業料等減免支援も始まりました。

世帯収入の上限が
緩和※2

800万円 900万円に！

申請時および入学時に生計維持者（原則父母）が東京都（島しょ部を除く）、神奈川県、埼玉県および千葉県以外に居住し、
成蹊大学に入学できる者（地方出身）

成蹊大学吉祥寺ブリリアント奨学金※1
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成蹊大学の入学者受入れの方針
（アドミッションポリシー抜粋）

I, IIA方式 3教科型学部個別入試

I, IIE方式 2教科型全学部統一入試

I, IIC方式 3教科型入試

I, IIP方式 5科目型国公立併願アシスト入試

S方式 4教科6科目型奨学金付入試 I, II

成蹊大学では、多様性に配慮しつつ、本学で学ぶために必要とさ
れる基礎的学力や適性、学習歴などをそれぞれの入学試験で多面
的に判断しますが、その際、下記の「求める学生像」を重視します。

入学者選考方針

成蹊大学では、本学で学ぶために必要な学力を下記の3点と捉え、
各入学試験において各学部・学科の人材育成・教育研究上の目的
に基づき、右記の点を中心に評価をしています。

入学試験

向上心を持ち、大学で学んだ知識を活かして
社会に貢献したいという意欲がある。

希望する専攻分野で学修することができる
基礎的学力を有する。

求める学生像

希望する専攻分野のみならず、広く自然・社会・
文化に旺盛な好奇心がある。1

2

3

十分な知識・技能

それらを基盤として問題に対する解を自ら見出
していく思考力・判断力・表現力等の能力

これらの基になる主体性を持って多様な人々と
協働して学ぶ態度III

II

I

独自入試

共通テスト利用入試

共通テスト・独自併用入試

総合型選抜・学校推薦型選抜

入試情報2027 成蹊大学は、受験生一人ひとりの努力と真摯に向き合えるよう、

個々の能力を最大限に生かすことができるさまざまな

入試方式を実施しています。

入学検定料（2027年度）

入試方式 検定料

C方式 共通テスト利用 3教科型入試

S方式 共通テスト利用 4教科6科目型奨学金付入試

1学部につき 35,000円

1学科・1専攻につき 15,000円

P方式 共通テスト・独自併用 5科目型国公立併願アシスト入試 1学部につき 25,000円

A方式 3教科型学部個別入試 1学部・1専攻につき 35,000円

E方式 2教科型全学部統一入試

I, II, III

成蹊大学吉祥寺ブリリアント奨学金
（成蹊大学地方出身学生予約型奨学金）

TOPIC

総合型選抜 基礎学力型

現地選抜型外国人特別入試
学校推薦型選抜

総合型選抜 自己推薦型
総合型選抜 帰国生特別受験
総合型選抜 社会人特別受験
総合型選抜 外国人特別受験

総合型選抜 基礎学力型

総合型選抜 帰国生特別受験、社会人特別受験、外国人特別受験

35,000円1学科・1専攻につき
35,000円
35,000円

総合型選抜 自己推薦型

仙台

さいたま

吉祥寺
（本学）

千葉

横浜

静岡

福岡

学外会場
2つの入試方式を
学外会場で受験できます

2教科型全学部統一入試E方式

共通テスト・独自併用 5科目型
国公立併願アシスト入試 P方式

2/3（水）

試験日

本学試験会場（吉祥寺）以外に仙台、さいたま、千葉、横浜、静岡、福岡の全国6会場で
受験することができます。

併願割引制度

同時に複数の出願で、2つ目以降の入学検定料が 一律10,000円割引

主に3教科型で学習した受験生に推奨する受験パターン。 共通テストと本学独自入試を活用した受験パターン。割引を活用することで、
受験機会が増加。

成蹊大学と国公立大学を併願する受験パターン。共通テスト利用と本学独自入試
の併願。また、全学科・専攻を併願できるC方式とS方式でさらに割引額を拡大。

11/28（土）実施の基礎学力型入試で３学部を受験するパターン。

2/3（水）実施の2教科型全学部統一入試を受験するパターン。
最大5学部の併願が可能。

例 1 3教科得意科目タイプ

例 3 共通テスト利用（理系）タイプ

例 2 共通テスト利用（文系）タイプ

例 4 2教科型全学部統一入試活用タイプ

C方式
［法律学科］
¥15,000

C方式
［政治学科］
¥15,000

A方式
［法律学科］
¥35,000

¥65,000

¥45,000
C方式

［日本文学科］
¥15,000

E方式
［日本文学科］
¥35,000

P方式
［日本文学科］
¥25,000

¥75,000

¥55,000

C方式
［電気電子専攻］
¥15,000

S方式
［電気電子専攻］
¥15,000

A方式
［電気電子専攻］
¥35,000

¥65,000

¥45,000
E方式

［政治学科］
¥35,000

E方式
［国際文化学科］
¥35,000

E方式
［国際日本学専攻］
¥35,000

¥105,000

¥85,000

基礎学力型
［総合経営学科］
¥35,000

基礎学力型
［政治学科］
¥35,000

基礎学力型
［現代社会学科］
¥35,000

¥105,000

¥85,000

例 文系3学部受験タイプ

● 総合型選抜 基礎学力型

● 一般選抜

本奨学金は、入学前または入試出願前に採用が決定
（内定）し、入学後に手続きすることで奨学金の給付を
受けることができる制度です。

1 給付金額 年間 万円45

※毎年度成績および家計基準の継続審査があります。

2 給付期間 年間継続※4

3 採用候補者数 名300

より詳しい内容は
P77およびこちら

一般選抜
総合型選抜 基礎学力型

一部を除く各入試方式間での併願が可能
理工学部を除く実施学部間での併願が可能

※出願の際は、本学入試情報サイト（S-NET）掲載の「2027年度 入学試験要項」を必ず確認してください。入試に関する情報が変更となる場合は、同サイトでお知らせします。

Entrance Exam Information
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入試日程・募集人員

2027年度募集人員

※総合型選抜の募集人員には、帰国生特別受験、社会人特別受験、外国人特別受験、および現地選抜型外国人特別入試の募集人員を含みます。
＊外国人特別受験に定めている募集人員（国際日本学専攻7名、環境サステナビリティ学専攻5名）を含みます。

入試方式
経済学部 経営学部 法学部 文学部 理工学部

データ
数理専攻

コンピュータ
科学専攻

機械
システム
専攻

電気電子
専攻総合経営 応用化学

専攻経済数理 現代経済 法律 政治 日本文 国際文化 現代社会英語
英米文

募集人員合計
学科・専攻計

学部計

80 170 274 156 106 84 105 105 75＊75＊ 420

250

3教科型
学部個別入試A方式 22 30 30 22 2626 58 107 58 38 32 36 43 2323120
2教科型
全学部統一入試E方式 6 8 8 6 76 9 14 6 4 5 7 3 5515

3教科型入試C方式 14 18 18 14 1613 23 30 20 10 6 9 5 101020
4教科6科目型
奨学金付入試S方式 4 4 4 4 4─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ───
5科目型国公立併願
アシスト入試P方式 ─ ─ ─ ─ ─3 7 24 16 8 6 6 4 5510

─ ─ 10 6 10 10 10 10 ─ 6 6 6 6 6─10

154 10 9 6 ─ ─ ─ ─ 7525

20 24 24 20 2228 63 80 44 36 25 37 40 2020120

320

320 430 400 420150

総合型選抜※

学校推薦型選抜（指定校および成蹊高校）

学部個別の日程で実施される3教科型入試
●全学部で実施。3教科の合計点で合否を判定。
●1学部につき1学科（国際共創学部は1専攻）まで出願可能。
　理工学部は2専攻まで併願可能。
●経済学部と国際共創学部は同一日程、同一試験問題で実施。
　経済学部と国際共創学部の併願は不可。

3教科型学部個別入試

A方式
▶ P82
独自入試

共通テストの3教科で合否を判定
●全学部で実施。全ての学科・専攻に併願可能。
●共通テストの3教科の合計点で合否を判定。
●理工学部は「国語」と「外国語」から選択可能。3教科型入試

C方式
▶ P84

共通テスト利用入試

共通テストの6科目で合否を判定
●理工学部で実施。全ての専攻に併願可能。
●共通テストの6科目の合計点で合否を判定。
●入学者全員が「成蹊大学入学試験特別奨学金」の給付対象。1年次に年間授業料の半額相当を給付。
●共通テスト受験後でも出願可能。入学手続締切日は3月11日で、国公立大学との併願に最適。4教科6科目型奨学金付入試

S方式
▶ P85

共通テスト利用入試

多元的な評価を行う入試
●「求める学生像」に基づき、学部ごとに異なる選考方法で実施。
●教科重視の入試では測ることのできないさまざまな個人の能力を、総合的に審査。

自己推薦型
総合型選抜

▶ P88

共通テスト・
独自併用

※帰国生特別受験、社会人特別受験、外国人特別受験、現地選抜型外国人特別入試の詳細については、入試情報サイトS-NETをご確認ください。
＊1：入学手続締切日までに延期申請をした場合、入学金のみを納入の上、入学手続期間を延期することができます。方式によって3/16（火）までの場合と、3/24（水）までの場合があります。
＊2：入学手続締切日までに延期申請をした場合、入学金のみを納入の上、入学手続期間を3/1（月）まで延期することができます。

入試日程
入試方式 学部 試験日 合格発表日出願期間

（消印有効）
入学手続締切日
（消印有効）

独
自
入
試

共
通
テ
ス
ト
利
用

共
通
テ
ス
ト・

独
自
併
用

国際共創学部
国際
日本学
専攻

環境
サステナ
ビリティ学
専攻

入試方式一覧

5科目型国公立併願アシスト入試

P方式
▶ P86

共通テスト・独自併用入試

共通テストの5科目に独自試験の得点を加算し判定
　経済学部、経営学部、法学部、文学部、国際共創学部で実施。
　1学部につき1学科（国際共創学部は1専攻）まで出願可能。
　共通テスト5科目の得点に独自試験（E方式と共通）＊1教科の得点を加算し合否を判定。
　独自試験は「外国語」（日本文学科のみ「国語」）を使用。
　共通テスト受験後でも出願可能。入学手続締切日は3月11日で、国公立大学との併願に最適。
＊英語外部検定試験のスコアは利用不可。

2教科型全学部統一入試

E方式
▶ P83
独自入試

●全学部で実施。2教科の合計点で合否を判定。全学部共通の試験問題。
●1回の試験で複数学部に併願可能。
　「国語」を課す学科・専攻と「数学」を課す学科・専攻との併願は不可。

全学部同じ日程で実施される2教科型入試
「外国語」において、英語外部検定試験のスコアを
利用可能（換算点方式）

基礎学力型

自己推薦型

総
合
型
選
抜

独自入試

共通
テスト
利用

学校推薦型選抜 ■全学部 指定校および成蹊高校からの推薦入学を実施します。

■経済学部

■経営学部

■法学部

■文学部

■理工学部

■経営学部

■法学部

■文学部

A方式 3教科型
学部個別入試

1月5日（火）～
1月26日（火）

■法学部 2月14日（日） 2月20日（土）

■文学部 2月12日（金） 2月19日（金）

■国際共創学部 2月13日（土） 2月20日（土）

■理工学部 2月10日（水） 2月19日（金）

3月1日（月）＊1

■経営学部 2月11日（木） 2月19日（金）

■経済学部 2月13日（土） 2月20日（土）

■全学部E方式 2教科型
全学部統一入試

1月5日（火）～
1月20日（水）

2月3日（水） 2月9日（火） 2月26日（金）＊1

■理工学部S方式 4教科6科目型
奨学金付入試

1月5日（火）～
1月20日（水）

1月16日（土）、17日（日）
共通テスト試験日

2月9日（火） 3月11日（木）＊1

9月23日（水）～
10月7日（水）

P方式
5科目型
国公立併願
アシスト入試

1月5日（火）～
1月20日（水） 2月9日（火）

1月16日（土）、17日（日）
共通テスト試験日
ならびに 2月3日（水）

3月11日（木）＊1

C方式 3教科型入試 1月5日（火）～
1月15日（金）

1月16日（土）、17日（日）
共通テスト試験日 2月9日（火） 2月16日（火）＊1■全学部

■国際共創学部

■経済学部

■経営学部

■理工学部

■国際共創学部

一次 書類審査
二次 11月14日（土）

一次 11月6日（金）
二次 11月20日（金） 12月7日（月）

一次 書類審査
二次 11月14日（土）

一次 11月6日（金）
二次 11月20日（金） 12月7日（月）

■法学部 一次 書類審査
二次 11月28日（土）

一次 11月6日（金）
二次 12月5日（土） 12月18日（金）

基礎学力試験と書類審査で評価を行う入試
●基礎学力試験は、「外国語」を必須とし、「国語」または「数学」のうち、学部が指定する1教科を課す
　2教科マークシート方式で実施。
●「外国語」において、英語外部検定試験のスコアを利用可能（換算点方式）。
●1回の試験で複数学部に併願可能（理工学部は併願不可）。
　1学部につき1学科・1専攻まで併願可能。
●入学手続は3月1日まで延長可能。

基礎学力型
総合型選抜

▶ P87

※帰国生特別受験、社会人特別受験、外国人特別受験、現地選抜型外国人特別入試の詳細については、入試情報サイトS-NETをご確認ください。

自己推薦型

9月23日（水）～
10月7日（水）基礎学力型 11月28日（土） 12月5日（土） 12月18日（金）＊2

出願の際は、本学入試情報サイト（S-NET）掲載の「2027年度 入学試験要項」を必ず確認してください。
入試に関する情報が変更となる場合は、同サイトでお知らせします。

出願の際は、本学入試情報サイト（S-NET）掲載の「2027年度 入学試験要項」を必ず確認してください。
入試に関する情報が変更となる場合は、同サイトでお知らせします。
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●いずれかのスコアを証明する証明書の原本、または、Certified True Copy（出身学校等により原本から正しく複製されたものであることの証明を受けた書類）を提出すること。 利用できる検定
試験のスコアは1つのみとする。　●英語外部検定試験は、2025年1月以降に受験したものを有効とする。　●英検(従来型)、英検S-Interviewについては、二次試験を2025年1月以降に受験
したものを有効とする。　●証明書が未提出の場合、基礎換算点は0点とする。
●異なる実施回の各技能スコアを組み合わせることは不可。同一実施回のスコアのみ有効とする。
＊実用英語技能検定の一次試験免除者については、二次試験受験時に申請した一次試験受験回のスコアと、二次試験のスコアを組み合わせることは可とする。
＊TOEIC® L&RとTOEIC® S&Wは異なる実施回のスコアの提出可とする（LとR、SとWはそれぞれ同一実施回のスコアのみ有効）
●ケンブリッジ英語検定は、受検レベルは問わず、Cambridge Englishスケールスコアを基準とする。　●ケンブリッジ英語検定は、中高生対象のCambridge English for Schoolsも利用可とする。　●実用英語技能検定
は、級の合格・不合格ではなく、CSEスコア（CSE2.0）を基準とする。　●実用英語技能検定は、英検（従来型）の一次試験のスコア（3技能スコア）のみ提出することは不可。　●GTEC®は、検定実施で返却される
OFFICIAL SCORE CERTIFICATEのスコアのみ提出可とする。　●TEAPは、4技能受験パターンのスコアのみ提出可とする。　●TOEFL iBT®は、Educational Testing Servicesから直送手続きを行う（「2027年度 入学
試験要項」を参照）。また、My TOEFL HomeからダウンロードしたTest Taker Score Reportも送付する。　●TOEIC® L&RとTOEIC® S&Wは必ず両方の公式認定証（Official Score Certificate）を提出すること。

英語外部検定試験換算表（E方式利用）

A方式 3教科型学部個別入試

※1：数学Aの出題範囲は、全分野とする。
◎選択科目において、科目間の難易度の差による有利・不利をなくすため、得点調整を行う場合がある。なお、得点調整時に生じた小数点以下の得点は小数第3位で四捨五入する。

学部 学科・専攻 教科 出題科目 配点 満点 試験時間 解答形式

経
済
学
部

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

国
際
共
創
学
部

理
工
学
部

経済数理学科 400点

500点

300点現代経済学科

350点総合経営学科

600点総合経営学科

320点法律学科
政治学科

500点法律学科
政治学科

国際文化学科
現代社会学科

日本文学科

英語英米文学科
日本文学科
国際文化学科
現代社会学科

450点
国際日本学専攻

環境サステナビリティ学
専攻

360点

データ数理専攻
コンピュータ科学専攻
機械システム専攻
電気電子専攻
応用化学専攻

国語 100点 マーク60分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）、論理国語

E方式 2教科型全学部統一入試 1/20（水）
消印有効

出願締切 2/3（水）試験日

学部 学科・専攻 教科 出題科目 配点 満点 試験時間 解答形式

経
済
学
部

経済数理学科 500点

500点現代経済学科

数学 200点 マーク75分数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A※1、数学B（数列）、
数学C（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

国語 200点 マーク75分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）

外国語※2 300点 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語※2 300点 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

国語 200点 マーク75分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）

国語 200点 マーク75分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）

国語 300点 マーク75分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）

数学 300点 マーク75分数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A※1、数学Ｂ（数列）、
数学C（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

数学 300点 マーク75分数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A※1、数学Ｂ（数列）、
数学C（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

外国語※2 400点 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語※2 400点 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語※2 300点 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語※2 300点 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

国語 100点 マーク60分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）、論理国語

国語 100点 マーク60分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）、論理国語

国語 100点 マーク60分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）、論理国語

国語 100点 マーク60分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）、論理国語

国語 150点 マーク＋記述60分現代の国語、言語文化（漢文を除く）、論理国語、文学国語、
古典探究（漢文を除く）

数学 200点 マーク60分数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A※1、数学B（数列、統計的な推測）

数学 120点 記述90分数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A※1、数学B（数列）、
数学C（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

理科 120点 マーク＋記述80分「物理（物理基礎、物理）｣、｢化学（化学基礎、化学）｣、
｢生物（生物基礎、生物）｣のうちから1科目選択。

100点 マーク60分
地理歴史または
公民または数学

「日本史探究」、「世界史探究」、「地理総合、地理探究」、「政治・
経済」、「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A※1、数学B（数列、統計的な推測）」
のうちから1科目選択。

100点 マーク60分
地理歴史または
公民または数学

「歴史総合、日本史探究」、「歴史総合、世界史探究」、「政治・経済」、
「数学Ⅰ（データの分析を除く）、数学Ⅱ、数学A※1」のうちから
1科目選択。

100点 マーク60分地理歴史または
数学

「日本史探究」、「世界史探究」、「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A（図形の
性質、場合の数と確率）、数学B（数列）」のうちから1科目選択。

150点 マーク60分
地理歴史または
公民または数学

「日本史探究」、「世界史探究」、「地理総合、地理探究」、「政治・
経済」、「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A※1、数学B（数列、統計的な推測）」
のうちから1科目選択。

1/26（火）
消印有効

出願締切 文2/12（金）理工2/10（水）
経済2/13（土）

経営2/11（木）
国際2/13（土）法2/14（日）試験日

＊上表未満のスコアの場合は換算点はなし（0点）。基礎換算点をもとに、各学部の配点に合わせて再計算する。（例）配点300点の場合、基礎換算点の得点を3倍にする。
※1：英検S-CBT、英検S-Interviewを含む。　※2：Advanced、Basic、CBT　※3：アカデミック・モジュールのみ利用可。One Skill Retake は不可。
※4：TOEFL iBT®のTest Dateスコアのみ利用可とする（My Best Scores 、Home editionのスコアは利用不可）。2026年1月21日以降に受験した場合は、「2027年度 入学試験要項」を参照。 ※5：IPテストは不可。　

外国語 100点 マーク60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語 100点 マーク60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語 150点 マーク60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語 200点 マーク60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語 120点 マーク60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語 120点 マーク＋記述60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

400点地理歴史 「歴史総合、日本史探究」：マーク＋記述
「歴史総合、世界史探究」：マーク60分「歴史総合、日本史探究」、「歴史総合、世界史探究」のうちから

1科目選択。 100点

外国語 マーク＋記述60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ） 150点

※1：数学Aの出題範囲は、全分野とする。　※2：英語外部検定試験のスコアを証明する所定の書類を提出した者が、本学独自問題の外国語（英語）も受験した場合は、いずれか高得点のものを合否判定に利用する。英語外部
検定試験のスコアは、下表に定める基礎換算点をもとに、各学部の配点に合わせて再計算する。

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

国
際
共
創
学
部

理
工
学
部

国語 200点 300点 200点 マーク75分現代の国語、言語文化（近代以降の文章）
英語英米文 日本文 国際文化、現代社会

外国語※2 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

300点 200点 300点

700点国際日本学専攻

600点

データ数理専攻
コンピュータ科学専攻
機械システム専攻
電気電子専攻
応用化学専攻

外国語※2 400点 マーク90分

「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定
試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。
「本学独自問題の外国語（英語）」の出題科目：（英語コミュニケー
ションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

700点
環境

サステナビリティ学
専攻

入試教科・科目・配点など

国語 150点 マーク＋記述60分現代の国語、言語文化（漢文を除く）、論理国語、文学国語、
古典探究（漢文を除く）

450点地理歴史 「歴史総合、日本史探究」：マーク＋記述
「歴史総合、世界史探究」：マーク60分「歴史総合、日本史探究」、「歴史総合、世界史探究」のうちから

1科目選択。 100点

外国語 マーク＋記述60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ） 200点

国語 150点 マーク＋記述60分現代の国語、言語文化（漢文を除く）、論理国語、文学国語、
古典探究（漢文を除く）

350点地理歴史 「歴史総合、日本史探究」：マーク＋記述
「歴史総合、世界史探究」：マーク60分「歴史総合、日本史探究」、「歴史総合、世界史探究」のうちから

1科目選択。 100点

外国語 マーク＋記述60分英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ） 100点

英語英米文学科

英語外部検定試験名称・スコア

基礎換算点＊

100点

90点

70点

45点

180～

160～179

140～159

130～139

ケンブリッジ
英語検定

375～

309～374

225～308

180～224

TEAP

7.0～

5 .5～6 .5

4 .0～5 .0

IELTSTM ※3

95～

72～94

42～71

TOEFL iBT®※4

1305～

1095～1300

790～1090

585～785

TOEIC® L&R/
TOEIC® S&W※5

1350～

1180～1349

930～1179

805～929

GTEC®※2

2600～

2300～2599

1950～2299

1825～1949

実用英語
技能検定※1

出願の際は、本学入試情報サイト（S-NET）掲載の「2027年度 入学試験要項」を必ず確認してください。
入試に関する情報が変更となる場合は、同サイトでお知らせします。
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C方式 共通テスト利用 3教科型入試
学部 学科・専攻 教科 出題科目 配点 満点

経
済
学
部

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

経済数理学科

現代経済学科

総合経営学科

法律学科
政治学科

英語英米文学科

日本文学科

国際文化学科
現代社会学科

100点※9

200点※2

300点※3

300点※3

100点

100点

100点

200点※2

成蹊大学入学試験特別奨学金

本奨学金の概要

S方式（4教科6科目型奨学金付入試）の入学者全員に、1年次の年間授業料の
半額相当を給付する制度です。

成蹊大学入学試験特別奨学金は
S方式のみの奨学金

給付対象は、
S方式の入学者全員

成蹊大学吉祥寺ブリリアント
奨学金と併用可能

POINT 1 POINT 2 POINT 3

S方式入学者全員対象

年間授業料（1年次）の半額相当給付額

1/15（金）
消印有効

出願締切
共通テスト試験日

1/16（土）・17（日）試験日

700点

600点

1000点

1000点

700点

700点

500点

国語 「国語」（近代以降の文章）
地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

国語 「国語」（近代以降の文章）
数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

情報 「情報Ⅰ」

外国語 「英語」 200点※1

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」 400点※2

国語 「国語」（近代以降の文章） 300点※4

外国語 「英語」 400点※5

外国語 「英語」 200点※1

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

地理歴史、
公民

「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」、「地理総合／歴史総合／公共」、
「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

国語 「国語」（近代以降の文章） 300点※4

400点※6外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」のうちから1科目選択。

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

 地理歴史、
公民

「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」、「地理総合／歴史総合／公共」、
「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

400点※7国語 「国語」
200点※1外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」のうちから1科目選択。

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

情報 「情報１」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

200点国語 「国語」
400点※5外国語 「英語」

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

情報 「情報１」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

200点国語 「国語」
200点※1外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」のうちから1科目選択。

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

情報 「情報１」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

学部 学科・専攻 教科 出題科目 配点 満点

◎得点換算時に生じた小数点以下の得点は切り捨てる。 ◎「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」は、4つの出題範囲のうち2つを選択解答することで1科目とみなす。 ◎「地理総合／歴史総合／公共」は、3つの出題範囲のうち2つを選択解
答することで1科目とみなす。
※1：「英語」はリーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の合計得点、またはリーディング（100点満点）を200点満点に換算したもののうち、いずれか高い方の得点を合否判定に使用する。　※2：大学入学共通テストの配点100点を200点
満点に換算する。「国語」（近代以降の文章）は大学入学共通テストの配点110点を200点満点に換算する。　※3：大学入学共通テストの配点100点を300点満点に換算する。　※4：大学入学共通テストの配点110点を300点満点に換算する。
※5：リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の合計得点を400点満点に換算したもの、またはリーディング（100点満点）の得点を400点満点に換算したもののうち、いずれか高い方の得点を合否判定に使用する。　※6：「英語」は
リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の合計得点を400点満点に換算したもの、またはリーディング（100点満点）の得点を400点満点に換算したもののうち、いずれか高い方の得点を合否判定に使用する。他の科目は大学入学共通
テストの配点200点を400点満点に換算する。　※7：大学入学共通テストの配点200点を400点満点に換算する。　※8：「国語」（近代以降の文章）は大学入学共通テストの配点110点を200点満点に換算する。「英語」はリーディング（100点満点）
とリスニング（100点満点）の合計得点、またはリーディング（100点満点）を200点満点に換算したもののうちいずれか高い方の得点を採用する。　※9：「国語」（近代以降の文章）は大学入学共通テストの配点110点を100点満点に換算する。
※10：「国語」（近代以降の文章）は大学入学共通テストの配点110点を200点満点に換算する。地理歴史、公民、理科は大学入学共通テストの配点100点を200点満点に換算する。

理
工
学
部

600点

データ数理専攻
コンピュータ科学専攻
機械システム専攻
電気電子専攻
応用化学専攻 国語 「国語」（近代以降の文章）

外国語 「英語」

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」 200点

理科 ｢物理｣｢化学｣｢生物｣のうちから1科目選択。ただし、理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 200点※2

200点※8

S方式 共通テスト利用 4教科6科目型奨学金付入試
学部 専攻 教科 出題科目 配点 満点

情報 「情報１」

国語 「国語」（近代以降の文章）
外国語 「英語」

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」 200点
理科 「物理」、「化学」、「生物」、「地学」のうちから2科目選択。 400点※1

200点※2

◎得点換算時に生じた小数点以下の得点は切り捨てる。 ◎「地理総合／歴史総合／公共」は、3つの出題範囲のうち2つを選択解答することで1科目とみなす。
※1：大学入学共通テストの配点100点を200点満点に換算する。　※2：「国語」（近代以降の文章）は大学入学共通テストの配点110点を200点満点に換算する。「英語」はリーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の
合計得点、またはリーディング（100点満点）を200点満点に換算したもののうちいずれか高い方の得点を合否判定に使用する。

理
工
学
部

データ数理専攻
コンピュータ科学専攻
機械システム専攻
電気電子専攻
応用化学専攻

1/20（水）
消印有効

出願締切
共通テスト試験日

1/16（土）・17（日）試験日

地理歴史
および公民

「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」、
「地理総合／歴史総合／公共」、「公共,倫理」、「公共,政治・経済」 100点 900点

国
際
共
創
学
部

国際日本学専攻

400点※5外国語 「英語」

900点

800点

400点※5外国語 「英語」

300点※3

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」

公民 「公共 ,倫理」、「公共 ,政治・経済」

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」

公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
200点※10

200点数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」

国語 「国語」（近代以降の文章） 200点※2

環境
サステナビリティ学

専攻

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、理科において2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。ただし、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。ただし、地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。ただし、2科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。
ただし、地理歴史、公民および理科においては、次のとおり扱う。
●地理歴史、公民において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。 ●理科において、2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。ただし、2科目受験した場合は、高得点の科目を合否判定に使用。

国語 「国語」（近代以降の文章）

入試教科・科目・配点など 出願の際は、本学入試情報サイト（S-NET）掲載の「2027年度 入学試験要項」を必ず確認してください。
入試に関する情報が変更となる場合は、同サイトでお知らせします。
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P方式 共通テスト・独自併用　
5科目型国公立併願アシスト入試

1/20（水）
消印有効

出願締切
共通テスト試験日

1/16（土）・17（日）＋2/3（水）試験日

学部 学科・専攻 試験 教科 出題科目 配点 満点

経済数理学科

現代経済学科

総合経営学科

法律学科
政治学科

英語英米文学科

日本文学科

国際文化学科
現代社会学科

経
済
学
部

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

1000点

900点

900点

900点

800点

900点

900点

900点

900点

100点※4

200点
（100×2）

200点
（100×2）

100点

300点
（100×3）

100点

100点

100点

100点

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

300点
（100×3）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

300点
（100×3）

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

数学② 「数学Ⅱ,数学B,数学C」

数学② 「数学Ⅱ,数学B,数学C」

 地理歴史、
公民

「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」、
「地理総合／歴史総合／公共」、「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

 地理歴史、
公民

「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」、
「地理総合／歴史総合／公共」、「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

 地理歴史 「地理総合，地理探究」、「歴史総合，日本史探究」、「歴史総合，世界史探究」

地理歴史 「地理総合,地理探究」、「歴史総合,日本史探究」、「歴史総合,世界史探究」
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

国語 「国語」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

情報 「情報Ⅰ」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

数学② 「数学Ⅱ,数学B,数学C」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

情報 「情報１」

公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
地理歴史 「地理総合，地理探究」、「歴史総合，日本史探究」、「歴史総合，世界史探究」  

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

外国語 「英語」 200点※2

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」 400点※3

国語 「国語」 200点
外国語 「英語」 200点※2

数学① 「数学Ⅰ,数学Ａ」 100点

数学① 「数学Ⅰ,数学Ａ」

数学① 「数学Ⅰ,数学Ａ」

国語 「国語」 200点
外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」のうちから1科目を選択 200点※2

外国語独自 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

独自 外国語 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

外国語独自 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

国語 「国語」 200点
外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」のうちから1科目を選択 200点※2

外国語独自 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

下記の科目のうちから1科目選択。ただし、地理歴史、公民において2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。ただし、地理歴史、公民において2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目を受験した場合は、①「数学Ⅱ，数学B，数学C」、②『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）のうち高得点の科目を合否判定に使用する。

下記の科目のうちから2科目選択。3科目受験した場合は、高得点の2科目を合否判定に使用する。ただし、地理歴史、公民の第2解答科目と「数学Ⅰ，数学A」の組合せは、
合否判定に採用しない（地理歴史、公民において2科目受験した場合は、第2解答科目と「数学Ⅰ，数学A」のうち高得点の科目、および第1解答科目を採用する）。  

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目を受験した場合は、①「数学Ⅱ，数学B，数学Ｃ」、②『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）、③「情報Ⅰ」のうち高得点の科目を合否判定に使用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目を受験した場合は、①「数学Ⅱ，数学B，数学C」、②『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）のうち高得点の科目を合否判定に使用する。

下記の科目のうちから2科目選択。3科目受験した場合は、高得点の2科目を合否判定に使用する。ただし、地理歴史、公民の第2解答科目と「数学Ⅰ，数学A」の組合せは、
合否判定に採用しない（地理歴史、公民において2科目受験した場合は、第2解答科目と「数学Ⅰ，数学A」のうち高得点の科目、および第1解答科目を採用する）。

国語 「国語」 200点
外国語 「英語」 200点※2

外国語独自 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

下記の科目のうちから3科目を合否判定に使用する。ただし、地理歴史、公民のうちから1科目（2科目受験した場合は、第1解答科目）は必ず合否判定に使用する。
残りの2科目については、①地理歴史、公民の第2解答科目、②「数学Ⅰ，数学A」、③「数学Ⅱ，数学B，数学C」、④『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）、
⑤「情報Ⅰ」のうち高得点の2科目を合否判定に使用する。

情報 「情報１」

公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

国語 「国語」 200点
外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」のうちから1科目選択。 200点※2

国語独自 200点※1現代の国語、言語文化（近代以降の文章）

下記の科目のうちから3科目を合否判定に使用する。ただし、地理歴史、公民のうちから1科目（2科目受験した場合は、第1解答科目）は必ず合否判定に使用する。
残りの2科目については、①地理歴史、公民の第2解答科目、②「数学Ⅰ，数学A」、③「数学Ⅱ，数学B，数学C」、④『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）、
⑤「情報Ⅰ」のうち高得点の2科目を合否判定に使用する。

 地理歴史 「地理総合，地理探究」、「歴史総合，日本史探究」、「歴史総合，世界史探究」

情報 「情報１」

公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

国語 「国語」 200点
外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」のうちから1科目選択。 200点※2

外国語独自 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

下記の科目のうちから3科目を合否判定に使用する。ただし、地理歴史、公民のうちから1科目（2科目受験した場合は、第1解答科目）は必ず合否判定に使用する。
残りの2科目については、①地理歴史、公民の第2解答科目、②「数学Ⅰ，数学A」、③「数学Ⅱ，数学B，数学C」、④『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）、
⑤「情報Ⅰ」のうち高得点の2科目を合否判定に使用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目を受験した場合は、①「国語」、②『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）のうち高得点の科目を合否判定に使用する。

総合型選抜 基礎学力型 選抜方法
●出願要件等の詳細については必ず「2027年度 入学試験要項 総合型選抜 基礎学力型」をご確認ください。

学部 学科

総合経営学科

法律学科

政治学科

英語英米文学科

日本文学科

国際文化学科

現代社会学科

理工学科

100点

30点

30点

50点

75点

50点

50点

50点

50点

70点

70点

100点

50点

50点

50点

50点

500点

500点

500点

750点

625点

450点

500点

500点

200点

200点

200点

400点

200点

200点

200点

150点

外国語※1

150点

200点

200点

200点

300点

150点

200点

─

国語

─

─

─

─

─

─

─

250点

数学 調査書※2 活動報告書 満点

経営学部

法学部

文学部

理工学部

国語の出題科目：現代の国語、言語文化（近代以降の文章）
数学の出題科目：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A※3、数学B（数列）、数学C（ベクトル）
外国語について：「本学独自問題の外国語（英語）」の得点または下表「英語外部検定試験換算表」から算出した得点のいずれかを合否判定に利用する。「本学独自問題の外国語
　　　　　　　　　（英語）」の出題科目：英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ
◎国語、数学、外国語の試験時間は全て75分で、解答方式は全てマーク方式。
※1：英語外部検定試験のスコアを証明する所定の書類を提出した者が、本学独自問題の外国語（英語）も受験した場合は、いずれか高得点のものを合否判定に利用する。英語外部検定試験のスコアは、下表に定める基礎換
算点をもとに、各学部の配点に合わせて再計算する。　※2：調査書を提出できない場合は、出願資格を証明する書類を調査書に代わる審査資料として取り扱います。　※3：数学Aの出題範囲は、全分野とする。

英語外部検定試験換算表（基礎学力型利用）

国
際
共
創
学
部

環境
サステナビリティ学

専攻

国際日本学専攻

◎得点換算時に生じた小数点以下の得点は切り捨てる。　◎「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」は、4つの出題範囲のうち2つを選択解答することで1科目とみなす。　 ◎「地理総合／歴史総合／公共」は、3つの出
題範囲のうち2つを選択解答することで1科目とみなす。
※1： 試験実施日および試験時間、試験問題は、2教科型全学部統一入試（E方式）と共通。　※2： 「英語」はリーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の合計得点、またはリーディング（100点満点）を200点満点
に換算したもののうちいずれか高い方の得点を合否判定に使用する。　※3： 大学入学共通テストの配点100点を200点満点に換算する。　※4： 「国語」は大学入学共通テストの配点200点を100点満点に換算する。

学部 学科・専攻 試験 教科 出題科目 配点 満点

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

国語 「国語」 200点

国語 「国語」

外国語 「英語」 200点※2

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」
数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」
理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、「物理」、「化学」、「生物」、「地学」

300点
（100×3）

100点※4

100点

外国語独自 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

 地理歴史 「地理総合，地理探究」、「歴史総合，日本史探究」、「歴史総合，世界史探究」

下記の科目のうちから3科目を合否判定に使用する。ただし、地理歴史および公民のうちから1科目（2科目受験した場合は、第1解答科目）は必ず合否判定に使用する。
残りの2科目については、①地理歴史、公民の第2解答科目、②「数学Ⅰ，数学A」、③「数学Ⅱ，数学B，数学C」、④『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）のうち
高得点の2科目を合否判定に使用する。

下記の科目のうちから1科目選択。複数科目を受験した場合は、①「国語」、②『理科』（2科目受験した場合は第1解答科目）のうち高得点の科目を合否判定に使用する。
公民 「公共,倫理」、「公共,政治・経済」

外国語独自 200点※1英語（英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ）

 地理歴史 「地理総合，地理探究」、「歴史総合，日本史探究」、「歴史総合，世界史探究」
下記の科目のうちから1科目選択。2科目受験した場合は、第1解答科目を採用する。

外国語 「英語」 200点※2

数学 「数学Ⅰ,数学A」、「数学Ⅱ,数学B,数学C」 200点

10/7（水）
消印有効

出願締切 11/28（土）試験日

●いずれかのスコアを証明する証明書の原本、または、Certified True Copy（出身学校等により原本から正しく複製されたものであることの証明を受けた書類）を提出すること。 利用できる検定
試験のスコアは1つのみとする。　●英語外部検定試験は、2025年1月以降に受験したものを有効とする。　●英検(従来型)、英検S-Interviewについては、二次試験を2025年1月以降に受験し
たものを有効とする。　●証明書が未提出の場合、基礎換算点は0点とする。
●異なる実施回の各技能スコアを組み合わせることは不可。同一実施回のスコアのみ有効とする。
＊実用英語技能検定の一次試験免除者については、二次試験受験時に申請した一次試験受験回のスコアと、二次試験のスコアを組み合わせることは可とする。
＊TOEIC® L&RとTOEIC® S&Wは異なる実施回のスコアの提出可とする（LとR、SとWはそれぞれ同一実施回のスコアのみ有効）
●ケンブリッジ英語検定は、受検レベルは問わず、Cambridge Englishスケールスコアを基準とする。　●ケンブリッジ英語検定は、中高生対象の Cambridge English for Schoolsも利用可とする。　●実用英語技能検定は、
級の合格・不合格ではなく、CSEスコア（CSE2.0）を基準とする。　●実用英語技能検定は、英検（従来型）の一次試験のスコア（3技能スコア）のみ提出することは不可。　●GTEC®は、検定実施で返却されるOFFICIAL SCORE 
CERTIFICATE のスコアのみ提出可とする。　●TEAPは、4技能受験パターンのスコアのみ提出可とする。　●TOEFL iBT®は、Educational Testing Servicesから直送手続きを行う（「2027年度 入学試験要項 総合型選抜 
基礎学力型」を参照）。また、My TOEFL HomeからダウンロードしたTest Taker Score Reportも送付する。　●TOEIC® L&RとTOEIC® S&Wは必ず両方の公式認定証（Official Score Certificate）を提出すること。

＊上表未満のスコアの場合は換算点はなし（0点）。基礎換算点をもとに、各学部の配点に合わせて再計算する。（例）配点200点の場合、基礎換算点の得点を2倍にする。
※1：英検S-CBT、英検S-Interviewを含む。　※2：Advanced、Basic、CBT　※3：アカデミック・モジュールのみ利用可。One Skill Retake は不可。　※4：TOEFL iBT®のTest Dateスコアのみ利用可とする（My Best
Scores 、Home editionのスコアは利用不可）。2026年1月21日以降に受験した場合は、「2027年度 入学試験要項 総合型選抜 基礎学力型」を参照。 ※5：IPテストは不可。

英語外部検定試験名称・スコア

基礎換算点＊

100点

90点

70点

45点

180～

160～179

140～159

130～139

ケンブリッジ
英語検定

375～

309～374

225～308

180～224

TEAP

7.0～

5 .5～6 .5

4 .0～5 .0

IELTSTM ※3

95～

72～94

42～71

TOEFL iBT®※4

1305～

1095～1300

790～1090

585～785

TOEIC® L&R/
TOEIC® S&W※5

1350～

1180～1349

930～1179

805～929

GTEC®※2

2600～

2300～2599

1950～2299

1825～1949

実用英語
技能検定※1

入試教科・科目・配点など 出願の際は、本学入試情報サイト（S-NET）掲載の「2027年度 入学試験要項」を必ず確認してください。
入試に関する情報が変更となる場合は、同サイトでお知らせします。
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入試結果

経
営
学
部

法
学
部

理
工
学
部

学部

経
済
学
部

審査 審査名称 審査概要

二次審査

二次審査

二次審査

一次審査 書類審査 調査書、志望理由書、活動報告書、課題レポート

発表審査 課題となる文献資料を正確に分析・理解し、それを基に自分自身の考えを表現する力を対面による個人面接で審査します。

一次審査 書類審査 調査書、志望理由書、活動報告書、課題レポート

総合分析力審査 配布された資料（和文・英文の文章、数値や図表など）を基に記述式の試験を行います。和文・英文の文章を正確に読み取る読解力、
問題文から解を求める基礎的な数学的思考力、および図表のデータから必要な情報を読み取り分析する思考力などを審査します。

討論力審査 課題レポートのテーマについて、少人数で討論してもらいます。明確かつ論理的に表現する力を審査します。

基礎読解力審査 文章を正確に読み取り理解する基礎的な力が問われます。総合型選抜「基礎学力型」の『国語』と同一の問題です。

討論力審査 発表されるテーマについて、5～7名程度でグループ討論を行い、各受験者の参加姿勢や発言内容に基づいて審査します。

一次審査 書類審査 調査書、志望理由書、活動報告書、学修計画レポート、その他

一次審査 書類審査 調査書、志望理由書、活動報告書、英語外部検定試験成績、課題レポート

二次審査

理解力・思考力審査 資料(文章や数値、図表など)を基に、理解力・思考力を問う記述式の問題を出題します。

発表・
質疑応答審査

「プレゼンテーション＋対話」型の個人面接を行います。指定された課題に基づくプレゼンテーション（発表）、
発表内容や課題に関する質疑応答、志望理由などについて質疑応答を行います。

一次審査 書類審査 調査書、志望理由書、活動報告書、その他

思考力審査 順序立てて物事を考える力を見るために、数学的な思考力に関する演習に取り組みます。

表現力審査 当日、出題される科学技術に関するテーマについて、記述式の試験を行います。
出題される科学技術に関するテーマについて、自分の考えを文章にて表現できるかを評価します。

面接審査 一次審査に提出された志望理由書、活動報告書、および表現力審査の内容を中心に、理工学部にて学ぶ意欲や志望動機、
理工学に関する知識について口頭試問します。

二次審査

課題となる文献資料（和文・英文の文章、数値や図表など）を参照しつつ、それに基づいた筆記試験を行います。
文献資料を正確に理解し、分析に必要な基礎力を審査します。事前学習確認審査

国
際
共
創
学
部

上記の入試結果には現地選抜型外国人特別入試は含まれません。

志願者数 志願者数 合格者数合格者数

2025年度 2024年度

経済数理学科
現代経済学科
経済数理学科
現代経済学科
経済数理学科
現代経済学科
経済数理学科
現代経済学科
経済数理学科
現代経済学科
総合経営学科
総合経営学科
総合経営学科
総合経営学科

法律学科
政治学科
法律学科
政治学科
法律学科
政治学科
法律学科
政治学科
法律学科
政治学科

英語英米文学科
日本文学科
国際文化学科
現代社会学科
英語英米文学科
日本文学科
国際文化学科
現代社会学科
英語英米文学科
日本文学科
国際文化学科
現代社会学科
英語英米文学科
日本文学科
国際文化学科
現代社会学科
英語英米文学科
日本文学科
国際文化学科
現代社会学科
国際日本学専攻

環境サステナビリティ学専攻
国際日本学専攻

環境サステナビリティ学専攻
国際日本学専攻

環境サステナビリティ学専攻
国際日本学専攻

環境サステナビリティ学専攻
国際日本学専攻

環境サステナビリティ学専攻
理工学科
理工学科
理工学科
理工学科

11
44
0
1
0
0
0
1
11
46
130
4
0
3
137
43
24
2
0
0
0
1
3
46
27
23
12
19
19
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
24
12
20
20
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

30
1
0
1
32

5
18
0
0
0
0
1
0
6
18
132
0
1
7
140
43
52
1
1
0
1
0
0
44
54
17
15
30
19
0
1
1
0
0
0
0
0
0
1
0
3
17
17
31
22
59
25
3
1
0
0
3
2
65
28
46
1
0
2
49

4
13
0
0
0
0
1
0
5
13
93
0
1
5
99
25
34
1
1
0
1
0
0
26
36
8
7
12
6
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
2
8
8
13
8
18
20
3
1
0
0
3
2
24
23
30
1
0
2
33

4
12
0
0
0
0
1
0
5
12
86
0
1
5
92
24
32
0
0
0
0
0
0
24
32
8
6
11
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
8
7
11
6
16
17
2
0
0
0
2
1
20
18
30
0
0
2
32

3
10
0
0
0
0
0
0
3
10
31
0
1
2
34
9
9
0
0
0
0
0
0
9
9
6
2
8
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
6
3
8
3
14
16
2
0
0
0
2
1
18
17
16
0
0
2
18

4
8
0
1
0
0
0
0
4
9
25
0
0
0
25
18
18
1
0
0
0
0
2
19
20
8
3
8
3
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
3
8
3
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

12
1
0
0
13

一般

帰国生

社会人

外国人

学科計

一般

帰国生

社会人

外国人

学科計

一般

帰国生

社会人

外国人

学科計

一般

帰国生

社会人

外国人

学科計

一般
帰国生
社会人
外国人
学科計

一般
帰国生
社会人
外国人
学科計

文
学
部

国
際
共
創
学
部

理
工
学
部

法
学
部

経
営
学
部

経
済
学
部

学部 学科・専攻
2026年度

志願者数
（一次審査受験者数） 一次審査合格者数 二次審査受験者数 二次審査合格者数

10
29
0
0
0
0
0
0
10
29
87
3
0
6
96
29
30
1
0
0
0
1
0
31
30
11
12
8
9
0
1
0
3
0
0
0
0
0
1
0
2
11
14
8
14
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

35
2
2
0
39

4
8
0
0
0
0
0
0
4
8
22
1
0
1
24
13
15
0
0
0
0
0
0
13
15
7
5
5
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
5
5
3
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

9
1
2
0
12

総合型選抜 自己推薦型 選抜方法
●出願要件等の詳細については必ず「2027年度 入学試験要項 総合型選抜 自己推薦型」をご確認ください。

10/7（水）
消印有効

出願締切

書類一次審査 経済・経営
国際・理工 11/14（土）法11/28（土）二次審査

※帰国生特別受験、社会人特別受験、外国人特別受験、現地選抜型外国人特別入試の
詳細については、入試情報サイト「S-NET」をご確認ください。

成蹊大学では、2026年度入試まで「AOマルデス」の名称を使用していましたが、2027年度から名称の利用を終了しました。2027年度から開始する総合型選抜「自己推薦型」は、従来の「AOマルデス 一般受験」に相当します。
下表では「自己推薦型」は「一般」の項目をご参照ください。なお「基礎学力型」は2027年度新設のため、下表にデータはありません。

総合型選抜 志願者数・合格者数

入試教科・科目・配点など 出願の際は、本学入試情報サイト（S-NET）掲載の「2027年度 入学試験要項」を必ず確認してください。
入試に関する情報が変更となる場合は、同サイトでお知らせします。

総合型選抜の各種試験の
詳細はこちら
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入
試
情
報
2
0
2
7
　
　
入
試
方
式
一
覧
、 

入
試
日
程
・
募
集
人
員
　
　
入
試
教
科
・
科
目
・
配
点
な
ど
　
　
入
試
結
果

入試結果 一般選抜　志願者数・受験者数・合格者数・競争率・合格最低点・得点率

入試方法
2025年度2026年度 2024年度

経
営
学
部

法
学
部

文
学
部

国
際
共
創
学
部

経
済
学
部

学
科・専
攻

学
部

経
済
数
理
学
科

現
代
経
済
学
科

総
合
経
営
学
科

法
律
学
科

政
治
学
科

英
語
英
米
文
学
科

日
本
文
学
科

国
際
文
化
学
科

現
代
社
会
学
科

国
際
日
本
学
専
攻

環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
専
攻

志願
者数

受験
者数

合格
者数

競争
率

合格最低点
／配点計

得点
率

志願
者数

受験
者数

合格
者数

競争
率

合格最低点
／配点計

得点
率

志願
者数

受験
者数

合格
者数

競争
率

合格最低点
／配点計

得点
率

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

A方式

E方式

C方式

P方式

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

5科目型国公立併願アシスト

398

93

513

44

1463

434

1088

163

2046

707

1129

178

1231

518

650

169

908

259

477

86

395

274

385

96

439

193

292

94

447

217

286

49

493

249

425

71

339

87

513

44

1296

407

1087

163

1857

673

1128

178

1075

494

649

169

786

242

477

86

343

261

385

96

383

181

292

94

381

205

286

49

449

239

425

71

75

23

150

25

146

58

227

95

362

105

165

60

196

85

288

107

166

47

185

49

70

30

178

65

65

22

79

39

70

53

144

46

115

27

125

42

4.5

3.8

3.4

1.8

8.9

7.0

4.8

1.7

5.1

6.4

6.8

3.0

5.5

5.8

2.3

1.6

4.7

5.1

2.6

1.8

4.9

8.7

2.2

1.5

5.9

8.2

3.7

2.4

5.4

3.9

2.0

1.1

3.9

8.9

3.4

1.7

209/400

283/500

507/700

655/1000

164.64/300

342/500

486/600

619/900

243.04/350

420/600

840/1000

686/900

229.69/320

343/500

764/1000

611/900

227.62/320

343/500

764/1000

603/900

273.74/450

358/500

548/700

582/900

233.32/350

371/500

568/700

685/900

258.27/400

334/500

379/500

553/900

241/400

364/500

410/500

647/900

52%

57%

72%

66%

55%

68%

81%

69%

69%

70%

84%

76%

72%

69%

76%

68%

71%

69%

76%

67%

61%

72%

78%

65%

67%

74%

81%

76%

65%

67%

76%

61%

60%

73%

82%

72%

445

202

576

87

1754

976

791

249

2243

1665

1112

133

1408

932

1332

207

1089

492

937

96

345

328

302

77

465

347

314

76

414

608

616

96

806

440

338

63

727

896

778

90

348

96

192

65

393

197

576

87

1557

965

788

249

2012

1637

1109

133

1243

910

1329

207

971

484

933

96

306

323

302

77

414

339

314

76

365

602

616

96

735

435

338

63

646

885

776

90

283

94

192

65

67

33

140

31

106

70

225

71

308

159

202

43

181

130

335

131

148

69

226

61

85

34

100

30

75

25

80

40

120

43

102

44

122

27

63

40

72

57

149

31

57

29

65

32

5.9

6.0

4.1

2.8

14.7

13.8

3.5

3.5

6.5

10.3

5.5

3.1

6.9

7.0

4.0

1.6

6.6

7.0

4.1

1.6

3.6

9.5

3.0

2.6

5.5

13.6

3.9

1.9

3.0

14.0

6.0

2.2

6.0

16.1

5.4

1.6

9.0

15.5

5.2

2.9

5.0

3.2

3.0

2.0

240/400

370/500

504/700

715/1000

213.33/300

450/500

477/600

680/900

255.73/350

544/600

832/1000

687/900

234.5/320

439/500

814/1000

611/900

235.29/320

436/500

814/1000

611/900

295.65/450

456/500

561/700

677/900

241.68/350

444/500

562/700

694/900

262.3/400

456/500

410/500

661/900

272.55/400

462/500

411/500

646/900

278.85/450

550/600

737/900

675/900

258.32/450

472/700

564/800

544/800

60%

74%

72%

72%

71%

90%

80%

76%

73%

91%

83%

76%

73%

88%

81%

68%

74%

87%

81%

68%

66%

91%

80%

75%

69%

89%

80%

77%

66%

91%

82%

73%

68%

92%

82%

72%

62%

92%

82%

75%

57%

67%

71%

68%

346

83

460

52

1036

314

548

168

2378

615

1020

110

1188

424

1265

173

726

227

640

77

367

231

291

83

402

187

292

60

445

284

521

75

465

131

280

49

313

77

459

52

910

290

547

168

2114

578

1019

110

1036

407

1265

173

597

214

640

77

313

222

291

83

353

175

292

60

390

273

521

75

415

124

280

49

78

21

122

26

154

44

177

105

360

107

256

55

237

118

303

139

152

53

163

64

109

35

121

74

90

25

80

39

152

37

161

52

108

28

107

34

4.0

3.7

3.8

2.0

5.9

6.6

3.1

1.6

5.9

5.4

4.0

2.0

4.4

3.4

4.2

1.2

3.9

4.0

3.9

1.2

2.9

6.3

2.4

1.1

3.9

7.0

3.7

1.5

2.6

7.4

3.2

1.4

3.8

4.4

2.6

1.4

53%

74%

72%

75%

62%

84%

74%

72%

73%

84%

76%

75%

68%

83%

77%

66%

67%

82%

76%

65%

61%

84%

73%

66%

67%

85%

77%

70%

63%

86%

76%

73%

66%

85%

75%

76%

210/400

368/500

504/700

746/1000

184.71/300

422/500

444/600

644/900

255.76/350

506/600

763/1000

678/900

216.48/320

414/500

771/1000

597/900

213.92/320

409/500

760/1000

587/900

273.26/450

421/500

511/700

593/900

235.04/350

425/500

538/700

628/900

250.34/400

430/500

382/500

654/900

263.59/400

427/500

375/500

683/900

入試方法
2025年度2026年度 2024年度

理
工
学
部

学
科・専
攻

学
部 志願

者数
受験
者数

合格
者数

競争
率

合格最低点
／配点計

得点
率

志願
者数

受験
者数

合格
者数

競争
率

合格最低点
／配点計

得点
率

志願
者数

受験
者数

合格
者数

競争
率

合格最低点
／配点計

得点
率

A方式

E方式

C方式

S方式

A方式

E方式

C方式

S方式

A方式

E方式

C方式

S方式

A方式

E方式

C方式

S方式

A方式

E方式

C方式

S方式

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

4教科6科目型奨学金付

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

4教科6科目型奨学金付

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

4教科6科目型奨学金付

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

4教科6科目型奨学金付

3教科型学部個別

2教科型全学部統一

3教科型

4教科6科目型奨学金付

345

137

307

49

518

169

448

91

369

87

348

70

399

101

328

81

465

118

406

103

285

134

306

49

433

160

447

91

317

82

348

70

335

97

328

81

394

116

405

103

83

40

134

27

109

33

149

37

133

27

122

32

117

23

139

35

97

27

135

48

3.4

3.4

2.3

1.8

4.0

4.8

3.0

2.5

2.4

3.0

2.9

2.2

2.9

4.2

2.4

2.3

4.1

4.3

3.0

2.1

189/360

336/600

400/600

620/900

196/360

342/600

423/600

633/900

163/360

324/600

409/600

605/900

167/360

315/600

383/600

600/900

201/360

342/600

409/600

618/900

53%

56%

67%

69%

54%

57%

71%

70%

45%

54%

68%

67%

46%

53%

64%

67%

56%

57%

68%

69%

376

210

374

77

426

204

390

85

385

127

302

62

400

127

467

72

380

169

391

111

324

207

373

77

363

202

387

85

324

125

300

62

334

124

466

72

325

165

390

111

45

32

105

34

77

33

100

40

108

32

95

31

67

23

131

34

57

27

125

58

7.2

6.5

3.6

2.3

4.7

6.1

3.9

2.1

3.0

3.9

3.2

2.0

5.0

5.4

3.6

2.1

5.7

6.1

3.1

1.9

210/360

435/600

399/600

581/900

196/360

435/600

405/600

602/900

161/360

390/600

371/600

560/900

183/360

402/600

379/600

564/900

201/360

420/600

409/600

595/900

58%

73%

67%

65%

54%

73%

68%

67%

45%

65%

62%

62%

51%

67%

63%

63%

56%

70%

68%

66%

405

127

337

99

571

153

480

113

387

97

485

100

320

76

334

109

348

97

417

151

344

122

336

99

500

146

479

113

332

93

484

100

266

73

334

109

296

95

417

151

65

38

96

53

94

37

109

42

94

31

155

43

87

20

131

56

103

28

135

82

5.3

3.2

3.5

1.9

5.3

3.9

4.4

2.7

3.5

3.0

3.1

2.3

3.1

3.7

2.5

1.9

2.9

3.4

3.1

1.8

59%

72%

70%

70%

61%

69%

72%

72%

53%

69%

68%

68%

49%

63%

66%

67%

57%

68%

68%

69%

211/360

429/600

421/600

631/900

218/360

414/600

430/600

645/900

190/360

411/600

407/600

615/900

178/360

375/600

393/600

606/900

204/360

405/600

410/600

617/900

A方式 3教科型学部個別入試 追加合格者数

経済数理学科

現代経済学科

総合経営学科

法律学科

政治学科

英語英米文学科

日本文学科

国際文化学科

現代社会学科

国際日本学専攻

環境サステナビリティ学専攻

データ数理専攻

コンピュータ科学専攻

機械システム専攻

電気電子専攻

応用化学専攻

学部 学科・専攻
2026年度
追加合格者数

第1回 第2回 第3回 第4回

経営学部

法学部

文学部

国際共創学部

理工学部

経済学部

補欠
発表者数

0

0

0

0

0

3

0

20

25

16

0

0

11

7

0

0

140

249

244

180

190

110

92

106

126

133

88

62

65

61

65

59

5

8

0

0

5

12

3

5

5

0

0

0

0

0

0

0

30

0

0

24

20

30

19

25

18

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2024年度
追加合格者数

第1回 第2回 第3回 第4回
補欠

発表者数

102

200

340

211

163

85

83

91

100

─

─

90

108

112

98

109

11

25

0

23

35

0

5

22

10

─

─

0

0

0

0

0

5

0

0

20

18

0

0

27

5

─

─

0

0

0

0

0

0

0

0

36

16

26

18

21

28

─

─

0

0

0

0

0

0

0

0

8

2

8

0

20

5

─

─

0

0

0

0

0

2025年度
追加合格者数

第1回 第2回 第3回 第4回
補欠

発表者数

101

200

320

165

166

90

76

85

65

─

─

73

86

91

76

69

4

0

22

0

20

0

0

0

0

─

─

15

22

22

23

29

0

0

25

0

0

0

0

0

0

─

─

3

7

13

19

0

0

0

15

13

18

0

7

0

0

─

─

0

0

11

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

─

─

0

0

0

0

0

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
専
攻

機
械
シ
ス
テ
ム
専
攻

電
気
電
子
専
攻

応
用
化
学
専
攻

デ
ー
タ
数
理
専
攻
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個性の尊重を建学の精神のひとつとする成蹊大学では、
多様な入学者を迎えるためにさまざまな入試方式を用
意しています。皆さんが安心して受験準備を進められる
よう、オープンキャンパスなどのイベントや入試サイト
上の入試情報も充実させています。納得のいく進路選択
ができるよう、ぜひ活用してください。私たちは皆さん
一人ひとりの挑戦を心から応援しています。
アドミッションセンター長／文学部 教授  見城 武秀

私は成蹊大学に合格するために、赤本に加えて大学ホーム
ページに掲載されている過去2年分の問題にも取り組み、出
題傾向を意識しながら対策を行いました。また、オープンキャ
ンパスの入試ガイダンスに参加し、英語のポイントを教えてい
ただけたことも合格につながったと思います。入学後は、ワン
キャンパスならではの温かい雰囲気の中で、少人数制のゼミ
や授業を受けることができ、毎日がとても充実しています！

A方式合格者 文学部 現代社会学科 Sさん

MESSAGE

A方式合格者からのメッセージ 大学から応援メッセージ
成蹊高校からの推薦入学者数　2026年度

経済学部

9名 34名 10名 4名 21名 85名

経営学部 法学部 文学部 理工学部

7名

国際共創学部 合計

入
試
情
報
2
0
2
7
　
　
入
試
方
式
一
覧
、 

入
試
日
程
・
募
集
人
員
　
　
入
試
教
科
・
科
目
・
配
点
な
ど
　
　
入
試
結
果

入試結果 試験科目別平均点・成蹊高校からの推薦入学者数
成蹊大学では、さまざまな入試方式を用意しています。 このページでは、総合型選抜と

一般選抜のスケジュールを時間の流れに沿って整理しました。受験の全体像をつかみ、

自分に合った入試を考える際に参考にしてください。

出 出願期間 試 試験日 二 二次審査 合 合格発表日 一合 一次審査合格発表

締 入学手続締切日二合 二次審査合格発表

合 2月9日（火）試

2月10日（水）
11日（木）
12日（金）
13日（土）
14日（日）

●理工

●経営

●文

●経済・国際共創

●法

2月19日（金）
20日（土）

●経営・文・理工

●経済・法・国際共創
合

試 2月3日（水）
合 2月9日（火）
締 2月26日（金）

合 2月9日（火）
合 2月9日（火）
締 2月16日（火）

締 3月1日（月） 締 3月11日（木） 締 3月11日（木）

1月
2027年

8月

11月

12月

3月
4月

二
合 11月20日（金）

11月14日（土）二
●経済・経営・国際共創・理工

二 11月28日（土）
●法

出
1月5日（火）

26日（火）
出

1月5日（火）

20日（水）
出

1月5日（火）

15日（金）
出

1月5日（火）

20日（水）
出

1月5日（火）

20日（水）

試
1月16日（土）

17日（日）

共
通
テ
ス
ト

試
1月16日（土）

17日（日）

共
通
テ
ス
ト 試

1月16日（土）

17日（日）

2月3日（水）

共
通
テ
ス
ト

独
自

試
験

P方式S方式C方式E方式A方式

2月

出
9月23日（水）

10月7日（水）

一
合 11月6日（金）

出
9月23日（水）

10月7日（水）

自己推薦型基礎学力型

10月

一
般
選
抜
の
出
願
ス
タ
ー
ト
！

総
合
型
選
抜
の
出
願
ス
タ
ー
ト
！

オープンキャンパス
の参加はこちらから

夏のオープンキャンパスに参加しよう！キャンパスや学生の雰囲気を知るだけで
なく、「入試ガイダンス」で入試の理解を深め、「一般選抜対策講座」で「国語」
「英語」の対策を知ろう！

SEIK
EI UNIVERSITY

合格までの
道のり

成蹊大学

Schedule

過去問題集は
こちらから自分に合った入試方式を見つけ、S-NETの「過去問題集」にチャレンジしよう！

無料で閲覧できます！

総合型選抜 基礎学力型・
自己推薦型の特設ページは
こちら

総合型選抜

一般選抜

成蹊大学ライフのスタート｠START

9月

＊1：入学手続締切日までに延期申請をした場合、入学金のみを納入の上、入学手続期間を3/1（月）まで延期することができます。
＊2：入学手続締切日までに延期申請をした場合、入学金のみを納入の上、入学手続期間を延期することができます。方式によって3/16（火）までの場合と、3/24（水）までの場合があります。

＊2

合 12月5日（土）
締 12月18日（金）

＊1

＊2

＊2 ＊2＊2

12月7日（月）締
12月18日（金）

二
合 12月5日（土）

締

試 11月28日（土）
●経営・法・文・理工

A方式 3教科型学部個別入試 E方式 2教科型全学部統一入試

試験科目別平均点 2026年度

経済学部
数学（100点） 英語（100点）数学（200点）地理（100点） 日本史（100点）世界史（100点）政治・経済（100点）国語（100点） 国語（200点） 数学（200点） 英語（300点）

A方式

3教科型学部個別

E方式

2教科型全学部統一

経済数理学科

現代経済学科

学部

受験者

80.74

81.93

合格者

87.00

91.19

受験者

─

61.70

合格者

─

76.35

受験者

─

57.15

合格者

─

78.16

受験者

─

60.18

合格者

─

83.05

受験者

─

59.76

合格者

─

78.18

受験者

85.31

─

合格者

126.10

─

受験者

─

53.80

合格者

─

76.28

受験者

36.37

37.09

合格者

45.81

51.57

受験者

─

166.51

合格者

─

186.26

受験者

112.35

─

合格者

158.73

─

受験者

198.59

209.77

合格者

239.91

271.76

経営学部

総合経営学科

英語（150点）国語（100点） 数学（100点）日本史（100点） 世界史（100点） 英語（400点）国語（200点）

A方式

3教科型学部個別

E方式

2教科型全学部統一
学部

受験者

49.88

合格者

70.66

受験者

72.92

合格者

83.24

受験者

88.60

合格者

115.17

受験者

54.16

合格者

76.04

受験者

49.96

合格者

73.22

受験者

293.15

合格者

362.74

受験者

167.72

合格者

188.60

データ数理専攻

コンピュータ科学専攻

機械システム専攻

電気電子専攻

応用化学専攻

理工学部
英語（120点）数学（120点） 物理（120点） 化学（120点） 生物（120点） 数学（300点） 英語（300点）

A方式

3教科型学部個別

E方式

2教科型全学部統一
学部

受験者

36.75

33.52

30.93

31.33

33.74

合格者

67.96

60.38

50.34

56.90

58.32

受験者

64.78

65.23

62.28

62.98

68.85

合格者

94.19

94.75

88.23

88.42

95.25

受験者

61.10

59.58

51.68

55.08

69.08

合格者

96.56

92.00

83.59

86.90

96.28

受験者

74.27

50.33

27.00

66.00

76.77

合格者

82.00

─

─

─

93.67

受験者

52.15

53.34

49.30

49.24

52.50

合格者

65.02

65.70

58.77

60.91

67.88

受験者

174.65

162.79

154.76

149.21

155.58

合格者

242.72

229.55

218.34

214.83

224.44

受験者

192.17

197.99

188.28

186.51

200.27

合格者

222.84

231.45

220.97

215.87

226.33

英語英米文学科

日本文学科

国際文化学科

現代社会学科

（300点） （200点） （200点）（300点）

英語国語国語
（150点）

日本史
（100点）

世界史
（100点） （150点） （100点）（200点）

英語

A方式

3教科型学部個別

E方式

2教科型全学部統一
学部

文学部
受験者

95.36

103.71

98.92

99.00

合格者

109.41

119.15

112.97

116.01

受験者

48.45

51.35

51.50

52.57

合格者

60.68

68.86

65.45

70.55

受験者

48.36

47.67

57.08

51.96

合格者

63.11

69.15

69.11

72.18

受験者

122.18

─

─

─

合格者

146.78

─

─

─

受験者

─

─

87.24

83.47

合格者

─

─

104.43

105.07

受験者

─

54.03

─

─

合格者

─

66.69

─

─

受験者

─

261.84

─

─

合格者

─

287.04

─

─

受験者

165.08

─

168.04

171.72

合格者

189.47

─

190.14

193.63

受験者

231.49

─

225.47

218.86

合格者

272.65

─

272.79

271.44

受験者

─

133.24

─

─

合格者

─

174.08

─

─

法学部

法律学科

政治学科

A方式

3教科型学部個別

E方式

2教科型全学部統一
学部

英語（120点）国語（100点） 数学（100点）日本史（100点） 世界史（100点） 政治・経済（100点） 英語（300点）国語（200点）

受験者

50.68

53.23

合格者

68.55

70.57

受験者

70.91

69.65

合格者

80.75

80.22

受験者

81.59

80.92

合格者

99.28

97.28

受験者

49.62

54.14

合格者

66.32

70.31

受験者

48.84

51.16

合格者

60.72

66.89

受験者

46.89

46.36

合格者

64.79

67.24

受験者

214.86

214.64

合格者

270.25

268.87

受験者

171.26

169.21

合格者

184.94

183.48

国際共創学部

国際日本学専攻

環境サステナビリティ学専攻

A方式

3教科型学部個別

E方式

2教科型全学部統一
学部

地理（150点）国語（100点） 数学（150点） 英語（200点）日本史（150点） 世界史（150点）政治・経済（150点） 英語（400点）国語（200点） 数学（300点）

受験者

81.41

80.57

合格者

87.46

86.84

受験者

73.09

79.51

合格者

─

98.84

受験者

74.00

74.67

合格者

108.34

98.47

受験者

75.19

76.13

合格者

97.65

93.71

受験者

76.89

77.16

合格者

105.36

92.52

受験者

68.19

72.93

合格者

99.74

91.43

受験者

76.07

69.80

合格者

106.42

93.30

受験者

166.42

─

合格者

188.39

─

受験者

─

156.99

合格者

─

203.79

受験者

305.93

275.40

合格者

370.53

316.97
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入試結果 都道府県別志願者数・合格者数　2026年度　（   ）内は合格者数

入
試
情
報
2
0
2
7
　
　
入
試
方
式
一
覧
、 

入
試
日
程
・
募
集
人
員
　
　
入
試
教
科
・
科
目
・
配
点
な
ど
　
　
入
試
結
果

合格者出身校一覧　2026年度

近畿地方

三重　　59（13）
大阪　　59（4）
和歌山　15（5）

滋賀　1（0）
兵庫　65（10）

京都　23（2）
奈良　17（3）

中部地方

新潟　305（60）
福井　17（3）
岐阜　52（9）

富山　97（20）
山梨　306（59）
静岡　759（158）

石川　76（13）
長野　475（89）
愛知　271（41）

九州地方

福岡　　192（38）
長崎　　41（9）
大分　　20（2）
鹿児島　65（8）

佐賀　24（2）
熊本　81（16）
宮崎　33（3）
沖縄　219（27）

中国地方

鳥取　20（1）
広島　103（15）

島根　13（2）
山口　28（4）

岡山　68（8）

四国地方

徳島　15（2）
愛媛　49（10）

香川　24（2）
高知　24（2）

関東地方

茨城　　854（148）
群馬　　480（107）
千葉　　2,792（583）
神奈川　3,763（739）

栃木　380（108）
埼玉　4,176（823）
東京　14,569（2,955）

東北地方

青森　44（16）
宮城　253（60）
山形　101（15）

岩手　63（10）
秋田　51（9）
福島　174（47）

北海道地方

北海道　339（65）

■高卒認定・大学検定
■外国の学校等
■文科省指定
■在外教育施設
■専修学校の高等課程

178（17）
39（14）
1（1）
13（1）
2（1）

［国公立］
旭川南
旭川北
石狩南
小樽桜陽
帯広柏葉
北見北斗
札幌開成中等教育学校
札幌国際情報
札幌月寒
札幌東
札幌西
札幌藻岩
大樹
千歳
苫小牧東
函館
函館中部
室蘭栄
［私立］
遺愛女子
クラーク記念国際
札幌大谷
札幌光星
札幌第一
札幌日本大学
星槎国際
函館ラ・サール
藤女子
北星学園女子
北海

［国公立］
青森南

尾上総合
八戸
八戸北
弘前
弘前中央

［国公立］
南昌みらい
水沢
盛岡第一
盛岡第三
［私立］
盛岡白百合学園
盛岡中央

［国公立］
石巻
気仙沼
佐沼
白石
仙台
仙台青陵中等教育学校
仙台第一
仙台第二
仙台第三
仙台二華
仙台東
仙台南
仙台向山
宮城第一
宮城野
［私立］
飛鳥未来きずな
尚絅学院
聖ウルスラ学院英智

仙台育英学園
東北学院
東北学院榴ケ岡
宮城学院

［国公立］
秋田
秋田北
秋田中央
横手
［私立］
ノースアジア大学明桜

［国公立］
致道館
東桜学館
山形東
山形西
山形南
米沢興譲館
［私立］
酒田南
米沢中央

［国公立］
会津
会津学鳳
安積
安積黎明
磐城
磐城桜が丘
郡山
郡山東
白河

橘
福島（県立）
福島南
ふたば未来学園
［私立］
尚志
日本大学東北
東日本国際大学附属昌平
福島成蹊

［国公立］
麻生
石岡第一
牛久
牛久栄進
太田第一
鹿島
古河中等教育学校
下館第一
下妻第一
竹園
土浦第一
土浦第二
並木中等教育学校
日立第一
藤代
鉾田第一
水海道第一
水戸桜ノ牧
水戸第一
水戸第二
緑岡
竜ケ崎第一
［私立］
茨城
茨城キリスト教学園

Ｓ
江戸川学園取手
鹿島学園
晃陽学園
常総学院
翔洋学園
水城
清真学園
第一学院　高萩校
つくば開成
つくば国際大学東風
土浦日本大学
土浦日本大学中等教育学校
東洋大学附属牛久
常磐大学
茗溪学園

［国公立］
足利
石橋
宇都宮
宇都宮女子
宇都宮中央
宇都宮東
宇都宮南
宇都宮北
大田原
小山
鹿沼
黒磯
佐野東
栃木
栃木翔南
栃木女子
真岡
真岡女子

矢板東
［私立］
宇都宮短期大学附属
作新学院
佐野日本大学
白鷗大学足利
文星芸術大学附属

［国公立］
伊勢崎清明
太田（県立）
太田（市立）
太田女子
太田東
桐生
渋川
高崎
高崎北
高崎経済大学附属
高崎女子
館林
館林女子
中央中等教育学校
富岡
沼田
前橋（県立）
前橋女子
前橋東
前橋南
四ツ葉学園中等教育学校
［私立］
樹徳
高崎健康福祉大学高崎
東京農業大学第二
新島学園
前橋育英

［国公立］
筑波大学附属坂戸
上尾
朝霞
伊奈学園総合
浦和（県立）
浦和（市立）
浦和第一女子
浦和西
浦和南
浦和北
大宮
大宮南
大宮北
大宮光陵
大宮国際中等教育学校
春日部
春日部女子
春日部東
川口
川口市立
川越（県立）
川越女子
川越南
川口北
熊谷
熊谷女子
熊谷西
越ケ谷
越谷南
越谷北
坂戸
杉戸
秩父
所沢

所沢西
所沢北
戸田翔陽
豊岡
南稜
不動岡
本庄
松山
松山女子
与野
和光国際
蕨
［私立］
浦和明の星女子
浦和学院
浦和実業学園
浦和麗明
叡明
大妻嵐山
大宮開成
開智
開智未来
春日部共栄
川越東
埼玉栄
栄東
栄北
狭山ケ丘
自由の森学園
秀明
淑徳与野
城西大学付属川越
正智深谷
昌平
城北埼玉
西武学園文理
西武台

聖望学園
東京農業大学第三
獨協埼玉
東野
武南
星野
細田学園
本庄第一
本庄東
松栄学園
山村学園
山村国際
立教新座

［国公立］
我孫子
安房
市川東
稲毛
柏（県立）
柏中央
柏の葉
柏南
鎌ヶ谷
木更津
検見川
国府台
小金
国分
佐倉
佐倉東
佐原
匝瑳
千葉（県立）
千葉（市立）
千葉女子
千葉東
千葉西
千葉南
銚子（県立）
銚子（市立）
長生
津田沼
流山おおたかの森
成田国際
成東
東葛飾
船橋（県立）
船橋啓明
船橋芝山
船橋東
幕張総合
松戸国際
薬園台
八千代
［私立］
市川
市原中央
暁星国際
敬愛学園
国府台女子学院高等部
志学館高等部
芝浦工業大学柏
渋谷教育学園幕張
翔凜
昭和学院
昭和学院秀英
西武台千葉
専修大学松戸
拓殖大学紅陵
千葉英和
千葉敬愛
千葉経済大学附属
千葉商科大学付属
千葉日本大学第一
千葉明徳
千葉黎明
中央国際
東海大学付属浦安
東京学館
東京学館浦安
東邦大学付属東邦
東葉
成田
二松学舎大学附属柏
日本大学習志野
日出学園
明聖
八千代松陰
流通経済大学付属柏
麗澤
わせがく
和洋国府台女子

［国公立］
お茶の水女子大学附属
筑波大学附属
筑波大学附属桐が丘特別支援
筑波大学附属駒場
東京学芸大学附属
東京学芸大学附属国際中等教育学校
東京大学教育学部附属中等教育学校
青山
足立
井草
上野
江戸川
桜修館中等教育学校
青梅総合
大泉
大崎
大島
小川
科学技術

片倉
北園
清瀬
九段中等教育学校
国立
小石川中等教育学校
小岩
工芸
江北
小金井北
国際
国分寺
小平
小平特別支援
小平南
狛江
小松川
駒場
小山台
鷺宮
桜町
芝商業
石神井
上水
城東
翔陽
昭和
新宿
新宿山吹
神代
杉並
杉並総合
墨田川
第五商業
高島
竹早
立川
立川国際中等教育学校
田無
多摩科学技術
千早
中央ろう
調布南
調布北
つばさ総合
田園調布
豊島
戸山
豊多摩
成瀬
新島
西
白鷗
八王子桑志
八王子東
晴海総合
東
東久留米総合
東大和
東大和南
日野台
日比谷
広尾
深川
富士
富士森
府中
府中東
府中西
文京
保谷
本所
町田
松が谷
松原
三田
三鷹中等教育学校
南平
南多摩中等教育学校
稔ヶ丘
美原
向丘
武蔵（都立）
武蔵丘
武蔵野北
目黒（都立）
雪谷
両国
芦花
［私立］
青山学院高等部
麻布
足立学園
跡見学園
郁文館
岩倉
穎明館
江戸川女子
ＮＨＫ学園
桜蔭
桜美林
鷗友学園女子
大妻
大妻多摩
大妻中野
大森学園
海城
開智日本橋学園
かえつ有明
科学技術学園
学習院高等科
学習院女子高等科
川村
神田女学園
関東国際
関東第一

吉祥女子
共栄学園
暁星
共立女子
共立女子第二
錦城
錦城学園
国立音楽大学附属
国本女子
京華
恵泉女学園
小石川淑徳学園
光塩女子学院高等科
晃華学園
工学院大学附属
攻玉社
麹町学園女子
佼成学園
佼成学園女子
國學院
國學院大學久我山
国際基督教大学
国士舘
駒込
駒澤大学
駒場学園
駒場東邦
桜丘
サレジアン国際学園
サレジアン国際学園世田谷
実践学園
実践女子学園
品川翔英
品川女子学院高等部
芝
芝国際
渋谷教育学園渋谷
自由ケ丘学園
修徳
十文字
淑徳
淑徳巣鴨
順天
頌栄女子学院
城西大学附属城西
聖徳学園
城北（私立）
昭和女子大学附属昭和
昭和第一
昭和第一学園
女子学院
白梅学園
巣鴨
杉並学院
聖学院
成蹊
成城
成城学園
聖心女子学院高等科
正則
聖ドミニコ学園
成立学園
青稜
世田谷学園
専修大学附属
創価
大成
大東文化大学第一
高輪
瀧野川女子学園
拓殖大学第一
玉川学園高等部
玉川聖学院高等部
多摩大学附属聖ケ丘
多摩大学目黒
中央大学
中央大学附属
千代田
帝京大学
田園調布学園高等部
田園調布雙葉
東亜学園
東海大学菅生
東海大学付属高輪台
東海大学付属望星
東京
東京家政学院
東京家政大学附属女子
東京女学館
東京成徳大学
東京電機大学
東京都市大学等々力
東京都市大学付属
東京農業大学第一
東京立正
桐朋
桐朋女子
東洋
東洋英和女学院高等部
東洋大学京北
トキワ松学園
豊島岡女子学園
豊島学院
獨協
ドルトン東京学園高等部
中村
二松學舎大学附属
日本工業大学駒場
日本学園
日本大学櫻丘
日本大学第一
日本大学第二
日本大学第三
日本大学鶴ケ丘
日本大学豊山
日本大学豊山女子

八王子学園八王子
八王子実践
広尾学園
広尾学園小石川
富士見
富士見丘
雙葉
普連土学園
文化学園大学杉並
文京学院大学女子
文教大学付属
宝仙学園
豊南
朋優学院
保善
本郷
三田国際科学学園
明星学園
三輪田学園
武蔵（私立）
武蔵野大学
明治学院
明治学院東村山
明治大学付属中野
明星
明法
目黒学院
目黒日本大学
目白研心
八雲学園
安田学園
山脇学園
立教池袋
立教女学院
立正大学付属立正
和光
和洋九段女子

［国公立］
麻生
麻溝台
厚木
有馬
生田
伊志田
市ケ尾
荏田
海老名
大磯
大船
小田原
追浜
神奈川総合
神奈川総合産業
金沢
金沢総合
鎌倉
上溝
川崎（市立）
川崎北
川和
岸根
希望ケ丘
港北
光陵
相模原中等教育学校
相模原（県立）
相模原城山
相模原弥栄
桜丘
座間
七里ガ浜
湘南
湘南台
松陽
新城
住吉
西湘
高浜
橘
多摩
茅ケ崎北陵
鶴見
鶴嶺
戸塚
白山
柏陽
橋本
秦野
東
平塚中等教育学校
平塚江南
藤沢西
舞岡
南
元石川
大和
大和西
百合丘
横須賀（県立）
横須賀大津
横須賀総合
横浜国際
横浜サイエンスフロンティア
横浜栄
横浜翠嵐
横浜清陵
横浜瀬谷
横浜総合
横浜立野
横浜南陵
横浜氷取沢
横浜平沼
横浜緑ケ丘

［私立］
青山学院横浜英和
浅野
麻布大学附属
英理女子学院
神奈川学園
神奈川大学附属
鎌倉学園
鎌倉女学院
鎌倉女子大学高等部
カリタス女子
関東学院
関東学院六浦
函嶺白百合学園
北鎌倉女子学園
鵠沼
公文国際学園高等部
慶應義塾
向上
相模女子大学高等部
サレジオ学院
自修館中等教育学校
湘南学院
湘南学園
湘南工科大学附属
湘南白百合学園
逗子開成
聖セシリア女子
清泉女学院
洗足学園
捜真女学校高等学部
相洋
立花学園
鶴見大学附属
桐蔭学園
桐蔭学園中等教育学校
桐光学園
藤嶺学園藤沢
日本大学
日本大学藤沢
平塚学園
フェリス女学院
森村学園高等部
山手学院
横須賀学院
横浜
横浜学園
横浜共立学園
横浜女学院
横浜翠陵
横浜清風
横浜創英
横浜隼人
横浜富士見丘学園
横浜雙葉

［国公立］
新井
柏崎
佐渡
三条
新発田
新発田南
高田
高田北城
十日町
直江津
長岡
長岡大手
長岡向陵
新潟
新潟江南
新潟南
新津
万代
六日町
村上
［私立］
中越
新潟第一
新潟明訓
北越

［国公立］
魚津
呉羽
高岡
砺波
富山
富山いずみ
富山中部
富山東
富山北部
［私立］
富山国際大学付属

［国公立］
金沢泉丘
金沢錦丘
金沢二水
小松明峰
大聖寺
［私立］
金沢
星稜

［国公立］
金津
武生
藤島

［国公立］
甲府第一
甲府東
甲府西
甲府南
甲陵
青洲
都留
日川
吉田
［私立］
駿台甲府
東海大学付属甲府
日本航空
日本大学明誠
山梨学院

［国公立］
飯田
飯田風越
飯山
伊那北
上田
上田染谷丘
大町岳陽
岡谷南
篠ノ井
須坂
諏訪清陵
諏訪二葉
長野（県立）
長野西
長野吉田
野沢北
北部
松本県ケ丘
松本深志
屋代
［私立］
ＩＤ学園
さくら国際
東京都市大学塩尻
長野日本大学
文化学園長野
松商学園
松本秀峰中等教育学校
松本第一

［国公立］
加納
岐阜
関
斐太
［私立］
岐阜東
美濃加茂
麗澤瑞浪

［国公立］
伊豆伊東
磐田南
掛川西
御殿場南
静岡市立
静岡東
清水東
清水南
韮山
沼津市立沼津
沼津東
沼津西
浜名
浜松市立
浜松西
浜松南
浜松北
浜松湖南
富士
富士東
藤枝東
三島南
三島北
焼津中央
吉原
［私立］
磐田東
加藤学園
加藤学園暁秀
キラリ
御殿場西
静岡英和女学院
静岡学園
静岡北
静岡県西遠女子学園
静岡サレジオ
静岡聖光学院
静岡雙葉
東海大学付属静岡翔洋
桐陽
日本大学三島
浜松学芸
浜松修学舎
浜松聖星
浜松日体
藤枝明誠
不二聖心女子学院

［国公立］
旭野
刈谷東

菊里
向陽
桜台
時習館
瑞陵
千種
津島
豊橋東
名古屋西
名古屋南
西尾
名東
［私立］
愛知
岡崎城西
滝
中部大学春日丘
東海
名古屋
南山
ルネサンス豊田

［国公立］
伊勢
上野
桑名
松阪
四日市
［私立］
暁

［国公立］
鳥羽
［私立］
東山

［国公立］
住吉
［私立］
高槻
履正社
早稲田大阪

［国公立］
国際
西宮（市立）
姫路
姫路東
［私立］
甲南女子
神戸女学院高等学部
須磨学園
第一学院　養父校
滝川
日ノ本学園

［国公立］
郡山
［私立］
飛鳥未来
天理

［国公立］
桐蔭
［私立］
近畿大学附属和歌山

［国公立］
鳥取西

［国公立］
松江南
松江北

［国公立］
岡山朝日
津山
［私立］
岡山県美作
岡山白陵
鹿島朝日
吉備高原学園

［国公立］
広島大学附属福山
呉三津田
広島
舟入
［私立］
盈進
英数学館
修道
ノートルダム清心
広島学院
広島女学院

［国公立］
徳山
豊浦
［私立］
松陰

［国公立］
城ノ内中等教育学校

［私立］
徳島文理

［私立］
香川誠陵

［国公立］
愛媛大学附属
今治西
今治北
丹原
松山東
松山南
弓削

［国公立］
中村
［私立］
土佐

［国公立］
育徳館
香椎
香住丘
鞍手
城南
筑紫丘
福岡
［私立］
九州産業大学付属九州産業
上智福岡
西南学院
つくば開成福岡
東福岡
福岡工業大学附属城東
福岡大学附属大濠
福岡大学附属若葉
福岡雙葉
福岡舞鶴
明治学園
明蓬館

［国公立］
佐賀東
［私立］
東明館

［国公立］
壱岐
川棚
佐世保北
長崎東
長崎西
［私立］
海星

［国公立］
熊本
熊本北
翔陽
済々黌
人吉
［私立］
熊本学園大学付属
熊本マリスト学園
一ツ葉
やまと

［私立］
岩田
大分東明

［国公立］
妻
都城泉ケ丘
［私立］
宮崎第一

［国公立］
甲南
鶴丸
［私立］
鹿児島
鹿児島純心女子
鹿児島第一
ラ・サール

［国公立］
浦添
首里
名護
那覇国際
普天間
［私立］
Ｎ
沖縄尚学
興南
昭和薬科大学附属

高卒認定試験・大検・高卒認定審査
外国の学校等
文部科学大臣の指定した者
在外教育施設
専修学校の高等課程

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

山口

徳島

香川

愛媛

三重

京都

大阪

兵庫

奈良

鳥取

和歌山

島根

岡山

広島

岐阜

静岡

愛知

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

長野

福井

山梨

その他

青森

宮城

秋田
岩手

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉北海道
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ACCESS

主要な駅から吉祥寺駅までの所要時間

吉祥寺駅から成蹊大学へのアクセス JR 中央線・総武線（東京メトロ東西線）・京王井の頭線 吉祥寺駅下車
■ 吉祥寺駅より徒歩約15分
■ 吉祥寺駅北口バスのりば1・2番より関東バス約5分 成蹊学園前下車

西武新宿線 西武柳沢駅下車
■ 西武柳沢駅南口より関東バス（吉祥寺駅行）約15分 成蹊学園前下車

00 00 ……吉祥寺駅までのおおよその所要時間
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羽田空港

大崎

渋谷

新宿

西武新宿

池袋

小平

吉祥寺

下北沢
明大前

中野

国分寺

府中本町

登戸
溝の口

町田

長津田

武蔵小杉

立川八王子大月

本厚木

藤沢

鎌倉

大船

横浜 川崎

京王
八王子 寺

分
国
西

口
ノ
溝
蔵
武

間
林
央
中

成蹊大学

赤羽

大宮
川越

本川越

高田馬場

武蔵浦和

所沢

浜松町

東京

秋葉原

上野

日暮里

品川

御茶ノ水

北千住 柏

津田沼 千葉

浦安

橋
船
西

北朝霞

野
大
模
相

分倍河原

東葉勝田台

南流山

戸
松
新

田端

南浦和

西武池袋線

西武新宿線

京王井の頭線
小田急小田原線

東急田園都市線
JR南武線

東急東横線

JR 横浜線線
島
ノ
江
急
田
小

JR 湘南新宿ライン

JR東海道本線

JR山手線

京王線

東京メトロ東西線

JR中央線・総武線

JR京葉線

JR 京浜東北線

JR 埼京線
JR 常磐線

つくばエクスプレス

東武東上線

JR武蔵野線

JR川越線

東京モノレール

京浜急行線

東葉
高速鉄道

吉祥寺駅

パルコ

吉祥寺本町
郵便局

武蔵野市立
第一小学校

ローソン
歩道橋

成蹊学園前

吉祥寺北町

四軒寺

八幡宮前

吉祥寺駅前

吉祥寺駅北

り
通
大
寺
祥
吉

り
通
寺
祥
吉

井の頭恩賜公園

ロフト

武蔵野八幡宮

西友

吉祥寺マルイ

JR中央線・総武線（東京メトロ東西線）

京王井の頭線

◀ 立川 新宿 ▶

渋谷

吉祥寺東急
REIホテル

五日市街道

井の頭通り

▶

成蹊大学

ユニクロ

東急百貨店

吉祥寺
エクセルホテル東急

コピス吉祥寺

「吉祥寺駅」
バス停

「成蹊学園前」
バス停

ヨドバシカメラ

西
武
柳
沢

武
蔵
関

OPEN
CAMPUS
2026

SNS
公式アカウント

成蹊大学公式Instagram
ユーザーネーム：seikei_official

成蹊大学アドミッションセンター
公式LINEアカウント（LINE@）
ID：@seikei-nyushi

成蹊大学公式X（旧Twitter）
@seikei_zelkova

入試情報サイト
S-NET SEIKEI Story

受験生向け大学案内サイト

10/25
-Sun-

8/3
-Mon-

8/2
-Sun-

8/1
-Sat-

成蹊大学の入試情報は
こちらから。

検索成蹊　入試

S-NETは、成蹊大学
の入試情報を精選、網
羅した、受験生のため
のWebサイトです。入
試方式、入試教科・科
目、日程や過去問題な
ど出願を検討する受
験生が知りたい情報
を手に入れることがで
きます。

成蹊大学をもっと
知りたい方はこちらから。

検索SEIKEI Story

先輩たちのインタ
ビューやキャンパスラ
イフの様子など、成蹊
大学で過ごす4年間
をイメージするための
コンテンツが満載。
オープンキャンパス情
報もこちらから。

※一部プログラムを除く
事前予約制 ［各日受付は終了30分前まで］10:00 ▶ 16:00

吉祥寺にあるワンキャンパスを体験しよう！
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